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昭和 47年度中央道用地内埋蔵交化財包蔵地発掘調査の一環 として、伊那市西春近地区 (18遺跡 の発掘

調査 が、 4月 25日 から12月 14日 にかけて実施 された。

この伊那市西春近地区は、大田切川 から小黒川の間に位置 し、本曽山脈 山麓の扇状地 か ら天竜川氾濫原

に面す る段丘先端 まで続 く扇状台地が南北 に広が り(そ の間、数流 の河川 によって浸食 され、それぞれ独

立 した扇状 台地 が連座 してぃる。 これ ら個 々の扇状台地 が、それぞれ濃厚 な遺跡地帯 として古 くか ら考古

学上注 目される地域のひとつである。殊 に、中央 自動車道の通過す る所 は、扇状地の項部 に近 く、遺物分

布 の多い所で今回の発掘調査 には大 きな期待がかけられていた。

発掘調査 の結果は、報告書 に見 られるように、縄文時代早期の遺物が多量出土 した細 ケ谷 B・ 百′駄刈遺

跡 、縄文時代中期の集落構成 を確認 した北丘 B遺跡、縄文時代後期の数少 ない住居址の確認 と、立石 を伴

う配石遺構 の発見 を見た百J駄刈遺跡、弥生時代後期の円形 プランの住居址 を発見 した和手・富士山下遺跡

奈良・平安時代の集落立地 に話題 を投 げかけ、後期古墳 の立地 と構築法の究明に資料提 供 した富士塚 0名

廻東古墳・中世の竪穴状遺構 の発見 を見た城平遺跡等、各期各様の遺構確認 によって、学界 に新知見 をも

た らす もの も多 く、調査 の成果は、極 めて多大であった。

報告書の刊行 に当って、 この発掘調査の実施 に深 いご理解 をいただいた 日本道路公団名古屋支社、同伊

那工事事務所、余寒 まだ去 りや らない 4月 か ら、新雪 に震 える12月 にかけて、長期間この調査 に精励 され

た大沢団長 を始 め とす る調査団の各位、 この調査 にご協 力いただいた、長野県伊那中央道事務所、伊 那市

当局 ならび に、西春近公民館・中央道用地被買収者組合等関係各位 に対 し、深甚 な謝意 を表す る次第であ

る。

日召和 48年 3月 20日

長野県教育委員会教育長 小 松 孝 志



例   言

1.本書 は、昭和 47年度 に日本道路公団 と、長野県教育委員会 との契約 に基づ いた発掘調査 の

「

うち、伊那市西春近 18遺跡 の調査報告書で ある。

2.本書 は、契約期間中 (昭和48年 3月 20日 )に まとめることが要求 されてお り、 したがって

調査結果 について充分検討、研究す る時間が とれないため、調査 によって検出 された遺構 、

― 遺物 などをより多 く図示す ることに重点 をおいて、宮沢が編集 した。

3。 遺構 関係の図類 は深沢 が整図 した。

41土 器類 の実浪jは唐木が し、一部市沢英利氏の応援 を得た。整図は宮沢 が担当 した。

,5。 1土器拓本 は辰野・田畑 0丸山・佐藤・荻沼 が担 当 した。

(:土 器の復元 は福沢 が担当 した。

・7。 石器実測 は根津・唐木・整図 は根津・深沢・唐木が担当 した。

18:金属器類 の実測 ・整図は唐本 が担当 した。

9_写 真撮影 は今村 :宮沢 が担当 し、一部木下平八郎氏の応援 を得 た。

10`執筆 は調査員 が分担 しそれぞれの文末 に文責 を記 した。

11.遺物・実測図類 は、伊那市下春 日町4928伊 那調査団作業場 に保管 してある。
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査 状 況

1調 査 に い た る ま で

中央道関係 の経過

整備計画とその経過

昭和32年 4月 、高度経済成長政策の一つとして「国土開発縦貫 自動車道建設法」力ゞ公布 されミその中の

一つに中央自動車道予定路線も発表された。その後、諏訪回 り案に改正 され、本線を西の宮線、岡谷から

分岐 し長野へ通ずるものを長野線 と呼ぶ。昭和41年 7月 に五縦貫道整備計画が決定され、その後道路整備

施行命令が日本道路公団に出されている。中央自動車道西の宮線は、小牧
'0東

京間やく 360km、 そのうち

長野県内は、岐阜県中津川市から恵那山 トンネルで伊那谷に通 じ、天竜り||に沿ってゴヒ上 し、諏訪盆地を横

切 り、八ケ岳山麓を通って山梨県に至るやく 122kmと なっている。         '
昭和41年、日本道路公団名古屋支社は飯田市に飯田工事事務所を設置 し、その後の進展 に伴い恵那山 ト

ンネル東工事事務所ミ伊那市・諏訪市にも工事事務所が設けられた。長野県でもこれに呼応 して、県庁内

に長野県中央道建設対策本部が組織 され、企画部に中央道課が、その出先機関として中央道事務所が、飯

田・伊那・諏訪 3市に置かれた。このような現地体制の整備につれて、ルー j卜 発表・立入測量・設計協議・

、巾杭設置そして用地買収へ と業務は段階的に進むのではあるが、現実は遅々として進まずで年月を・費やし

ていたが、昭和45年頃から用地買収も進展 し、それに伴って全線がいくつものェ区に分けられて本線工事

が発注されている。昭和42年 3月 恵那山 トンネル補助 トンネルエ事が始まり、昭和44年 11月 には恵那 トン

ネル本線 トンネルエ事に着手 し、昭和45年 には阿智工区から本線工事に入っている。昭和47年後半になる

と埋蔵文化財発掘調査の終 るのを追い駆けるように、飯田・高森・松川・飯島・駒ケ根工区には大形機械

が導入 されて整地作業がなされ、長期間人手をかけて掘 りあげた遺跡が、短時日のうちに姿を消 している。

ここで問題になることは、日本道路公団から施工業者への工事仕様書の中‐に、調査予定の埋蔵文化財包蔵

地が言己載されていないことがあらて、ェ事によちて発掘調査前の遺跡が破壊 された例のあったことである。

イ 理蔵文化財あ対策とその経過

縦貫道計画が発表された昭和41年頃、開発が全国的に広まりだして、各地で文化財保護についての問題

が取りあげられていた:文化財保護委員会 (現文化庁)では、開発機関との間でその保護にっいての調整

を計うていた頃であったので、日本道路公団との間でt昭和42年 9月 に「日本道路公団の建設事業等工事

施工に伴う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」を取交した。それより先、昭和41年 には、中央自動

1    言澤轟



車道関係県文化財主管課協議会を開催 し、文化財の取扱いについて打合せている。県教育委員会では、昭

和42年 に入って関係市町村連絡協議会を、飯田・伊那・諏訪 3地区で開きその対策を打合せる3さ らに、

昭和42年国庫補助事業として、中央自動車道用地内とその周辺の遺跡分布調査を実施 し、下伊那地区 147

遺跡、上伊那地区 112遺跡、諏訪地区90遺跡計 349遺跡 を確認する。その後ルー ト発表に伴い補足調査を

実施 し、中央道用地内には、下伊那地区で63遺跡 (含斜坑広場)、 上伊那地区83遺跡、諏訪地区44遺跡の

計 190遺跡の存在を知る。分布調査では埋蔵文化財を除く文化財についても調査 しているが、その取扱い

については '「覚書」 に触れられていないこともあって、関係市町村教育委員会にその交渉が任せ られてい

る。「覚書」にもとづいて、埋蔵文化財包蔵地 (以下「遺跡」 という♪の取扱いについては、「その下交渉

及び発掘調査は各県教育委員会が当ることになっており、文化庁の指導もあって、長野県が中心 となり愛

知・岐阜 0山梨の 4県で「中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会」を持ち、この会には日本道路公団

関係者も加って、昭和42、 43、 44年 に開催 されたが、管轄公団支社の業務進展がまちまちであり、各県の

取 り組み方も一様でないため、充分な連絡調整もできないうちに、愛知・山梨 0岐阜県の順で、路線内の

遺跡発掘調査が開始 されていった。

遺跡の取扱いについては、「覚書」の中で、A`路線計画からはずすもの、BO路線計画の中に入れる

が保護するもの、CO路線計画の中に入れ、事前に発掘調査をし記録 して保存するものの 3区分 されてい

る。それに基づいて、中央 自動車道地内遺跡についても、A・ B・ Cの 3区分されていたが、路線決定の

後では、その変更が容易でなく、結局 190遺跡すべてCと なった。この最終決定は、県教育委員会の意見

聴取 に基づいて文化庁でなされる。これらの遺跡の発掘調査は、日本道路公団が費用負担して、県教育委

員会と契約 して実施するように「党書」できめられている。 しかし、県教育委員会では、直営の発掘調査

体制を組織することが困難であるとの立場から、「長野県中央道遺跡調査会」を結成 し、その中に遺跡調

査団をおいて業務を遂行することにし、そこへ指導主事を調査主任として出向させることにした。

この調査体制が確立する前の昭和45年 3月 に、飯田市上飯田地区の 2遺跡 (さ つみ・古屋垣外)の発掘

調査が行なわれたしこの調査は、年度末も迫っているため県教育委員会が受託することは困難なためと、

試み的な意味もあって、「長野県中央道遺跡調査会」を結成 し、同訥査会が受託 して実施 した。暫定的な

措置であったが(長野県下最初の中央道用地内埋蔵文化財包蔵地の発掘調査である。

,同年141月 から、本格的な発掘調査体制確立のために、県教育委員会社会教育課 (後 に文化課に独立)で

は、担当指導主事を2名増員し、4名 とする。一方では、各地区の関係市町村教育委員会との打合せ会を

持ち、日本道路公団名古屋支社との協議も具体化 し、 6月 と7月 の現地協議によって昭和45年度の調査地

区も決定 した。そこで、 7月 には「長野県中央道遺跡調査会」を再結成 した。          |

昭和45年度は、 8月 に下伊那郡阿智村地内 7遺跡 (調査費 179万円)、 9月 に飯田地内その 1地区10遺

跡 (調査費1590万円)の発掘調査委託契約を相次いで結び、 9月 2日 には、下伊那郡阿智村川畑遺跡にお

いて、長野県下中央道浬蔵文化財包蔵地発掘調査の鍬入式を挙行 している。翌 9月 3日 から2班編成の調

査団によって発掘調査を開始 している。10月 に上伊那郡宮田村地内その 1地区 6遺跡 (調査費 500万円)

の発掘調査委託契約を結びミ昭和46年 3月 45年度の業務を完了した。

昭和46年度は、 4月 に、上伊那郡飯島町内その 1地区 (調査費1224万円)、 8月 に下伊那郡高森町内そ

の 1地区 (調査費3120万円)、 9月 に下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1杉の木平遺跡 (調査費 730万円)
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の発掘調査委託契約が結ばれ、発掘調査が進められてぃる。奮ゃ上伊那郡中田切川橋梁工事先工 に伴 う上

伊那郡飯島町内その 2久根平遺跡 (調査費 123万円)の発掘調査委託契約が、 9月 に結ばれ、特設調査団
が組織 され調査を完了している。

昭和47年庫は、買収契約も進展 し、上下伊那郡下の各工区において工事発注が続出する年とあって、県

教育委員会文化課においては、担当指導主事を 3名 増員 し、 4班編成の調査団を組織 し、飯田・下伊那地

区に2班、伊那・上伊那地区に2班づつ常駐 させて発掘調査 に当っている。 4月 に飯田市内その 2地区17

遺跡 (調査費2367.5万 円)、 上伊那郡飯島町内その 3地区 8遺跡 (調査費 677.1万 円)、 伊那市西春近地

区18遺跡 (調査費3361。 6万円)の発掘調査委託契約が成立 し、広範囲 1子 わたる発掘調査が開始 されている。

さらに、下伊那郡高森町内その 2地区 5遺跡 (調査費2002万 円)、 下伊那郡松川町内12遺跡 (調査費18“。3

万円)、 駒ケ根市内 8遺跡 (調査費 563。 5万円)の発掘調査委託契約が 7月 に成立 してぃる。 8月 には、

上伊那郡南箕輪村内その 1地区 5遺跡 (調査費1051.5万 円)の発掘調査委託契約が結ばれている。 さらに

飯田市山本地籍石子原遺跡において多量に発見されを石器群は、中期ローム層包合の旧石器としで、その
重要性 が認め られて第 2次調査の再協議が成立 し、飯田市内その 3(調査費 410万 円)と して発覇調査委

託契約が結 ばれている。10月 には上伊那郡南箕輪村内その 2地区 4遺跡 (調査費 514。 4万円)と 、上伊那

郡の天竜川橋梁工事 と辰野町平出陸橋工事 に伴 う辰野町内その 1地区 3遺跡 (調査費 497.2万円)の発掘

調査委託契約 が成立 してぃる。本年度調査 された遺跡 は、数 にして81、 面積 にして132180ぽ と広大である

ばかりでなく、遺構・遺物の発見も膨大 にして、発掘調査の成果 も多大である。45年発掘調査開始以来 3

年 目を終 ろ うとしている今 日、出土遺物の累積 も予期以上 に多 く、関係市町村当事者や、考古学者等 から

その資料の保存・活用め方途 についての要望が提出 されている。中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査 も、昭

和48年度の上伊那地区北半 と、諏訪地区の調査や、やがて予想 される長野線の発掘調査 を含 めて、新 しい

局面 を迎 えているよ うに思 える。

ウ 中央道関係の経過一覧            `|

この経過一覧は、前項のものと重複す るものも多いが、10数 年 にわたる道路建設の過程 と発掘調査 の経

過 |ま 11子来活用 されることがあろうと思われるので記載 した。中央道建設法案 とそれに基づ く機関、県の

対策機関設置(ル上
卜発表の経過、文化財保護のための諸協議・諸会合、発掘調査 に関す る経過 について

は全部載録 した。用地買収契約および工事着工 については、最初のものだけ記載 した。なお、発掘調査委

託契約地区名 について、昭和47年度から呼称が変っているか、 ここでは従来の例 にならっている。

4 016

7 025

6 016

7 025

8 ・ 12

8 ご12

9 022

9 030

国土開発縦貫 自動車道建 設法 の公布 (施行 同年 7月 31日 )

中央 自動 車道予定路線 を定め る法律 制定

国二開発縦貫自動車道建設法の一部改正により、中央自動車予定路線は諏訪回りに改正

五縦貫道整備計画決定、道路整備施行命令が 日本道路公団に出る。

長野県中央自動車道対策協議会開催

恵那山 トンネル立入測量開始

中央自動車道長野県建設協力会開催

下伊那郡阿智村の一部、飯田市、鼎町 (14km)ルー ト発表

３２

３２

３９

４．

〃

ル

〃

〃
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41011016 長野県中央道建設対策本部設置、県企画部に中央道課ぉよび飯 田中央道事務所設置

〃・12015 中央 自動車道関係県文化財主管課協議会開催 (東 京 )

4202014 中央道建設用地内文化財の取扱いについて関係市町村連絡協議会開催 .(下伊那地区).1

〃・ 2021       〃                〃        (上 伊那地区 )

〃 02022     〃            〃      (諏 訪 地 区 )

〃 03・ 23 恵那 山 トンネル (4。 7km)ルー ト発表

〃
`03・

28 下伊那郡上郷町・飯 田市座光寺・高森町・松川町 (14.5km)ル ー ト発表  「   「

万 03031 恵那 山 トンネル補助 トンネルエ事着工

〃 04・ 161文化庁で中央 自動車道用地内の埋蔵文化財保護対策打合せ会開催

″ 0504 伊那中央道事務所設置

〃 05030 中央道建設地域内埋蔵文化財分布調査費国庫補助 申請

〃・ 6013 中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 1回 長野県庁 ) _
〃 08・ 1 下伊那地区中央道建設用地内理蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 147

～12                       (団 長   大沢和夫 )

〃・1101 上伊那郡飯島町・駒 ヶ根市・宮田村・伊那市・南箕輪村 (36.6km)ルー ト発表

〃・11010 上伊那地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数  112

～26                        (団 長   林 茂樹 )

〃・11027 諏訪地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 90

～12015                       (団 長   藤森栄一 )

〃 012016 下伊那君『阿智村殿島・智里地区 (5.65km)ルー ト発表

4302・ 27 公団名古屋支社 と中央道埋蔵文化財の保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )

〃 0305・ 公団本社 と保護措置について協議 (43年 の発掘調査について),1    ‐ 1

〃・ 7023 下伊那郡阿智村智里殿島地区、県内の トップをきって用地買収契約成立
l  l      ~  ‐       =

ル 01o012 中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 2回 松本市 )

4403018       〃          〃   (第 3回  岐阜市 )

〃 07015 公団名古屋支社 と協議  (飯 田市上飯 田地区の発掘調査にういて )

〃・ 8012 上伊那郡辰野町 (8 km)ルー ト発表

〃 01003 飯 田市上飯 田地区 3遺跡について公団名古屋支社か ら意見聴取 (県教委回答 12011)

〃 010・ 8 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (飯 田市 )

〃 010・ 20 飯田市上飯 田地区 3遺跡について公団名古屋支社 との現地協議 ∵ : :

〃・10031 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (伊那市). 1    
｀ l   i

〃 011011 恵那 山 トンネル本線 トンネルエ事起工式

〃・12011 公団名古屋支社 と協議 (45年の発掘調査について)          |

4501029 諏訪郡富士見町 (11.2km)ル ー ト発表

〃・ 202 公団名古屋支社 と協議  (上飯田の 3遺跡 と45年 度の発掘調査について )

4502023 岡谷市 と諏訪市の一部 (14.7km)ル ー ト発表          :



4502024 下伊那郡阿智村殿島地区において、県下最初め平地地区木線工事開始
:

〃・2027 長野県中央道追跡調査会結晟 (飯 由帝上猿由見直の調査に限乞)    ‐

〃・ 302 公団名古屋豊社L長軒県中美遣遺Ⅲ調査会 とあ商で:上飯由地区 2遺跡の発掘調査萎藷契約

成立 (委託金額 ё6方円)li l i  = 
:`・  '1 !  : ‐        ′

′プご305'飯 由市上抜由地歯きつみ 。苦屋遺外遺摯あ発売
:調

査開発 '(～ ‐
30｀ 21)(:団 長 夫茨和夫 )

〃・ 3031 飯田市上飯田さつみ・古屋垣外遺跡発掘調査報告書干J行

〃 04022 公団名古屋支社 と協議  (45年度の発掘調査にういて)       l     i
〃04023 上｀下伊那地区中央道用地内遺跡視察 (‐県教育委員会担当著)

〃 0508 下伊那郡阿智村～松川町間 (57遺 跡)埋蔵文代財包蔵地についての意見聴取 (県教育委員会
:   回答  5:・ 26)       l  l it l  ■ ‐  1  ' :

〃05014 中央自動車道西の宮線起工式 (於 多治見市)     :  :    i
〃・ 601 公団名古屋支社 と協議  (発1掘

調査上の問題について)               1
〃・ 609 下伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (飯 田市 )

″・ 6011 下伊那郡阿智村 7遺跡・飯田市 (上飯由「 座光等)7造蘇
i::鼎

町 2遺跡 :'上集F町 1遺跡にち
,

～12 いて、公団名古屋支社 と現地協議
‐ ・ :  :    | |      '     ,

〃06   嗜和46年度中央道用
:鬼

丙埋歳文オヒ財包蔵地発押調査予算案を'6月 県会に提出
:″ ・6029 上伊那地歯■英造蘭株市面村iと 支花財保護打春モ会開催 (伊邦十)i    t.
/´

0む 030 諏訪地区中央道関係市町村
:と

文化財
.保

護青谷せ公開催 (議訪希)‐
:'

〃・ 708 上伊那郡宮田村地内 7遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 で■lo白 )

'07022 長野県中央道遺跡調査会結
:成

準備会・第 1回理事会開催 (嶺 由需,: :
':色

し17 下伊邦郡阿智村施内ゲ遺跡あ発掘調査委託契約成立 (委託金額  :179万円)  ‐ ｀

1 :う ・il飯由地直えの1抱内
`ib遺

跡あ基菰調昼萎艶契約晟立1(萎託金積 i566万 由)|
〃0902'中 央遣廟地内埋蔵支イヒ財包歳地発掘調査鍬入式挙行 (下伊邦郡阿智村力ヽ野

'IIサ

II畑遺跡 )

〃 09・ 3́ 下伊那郡阿智村鬼内 7遺跡 (川 如'::ヒ遺外
'0格

場
Ⅲ
:失:幸 Ⅱ・杉ケ消・

:宮
あ脇・坊豪)基掘調

‐ ‐   査開始 (終了 9122).:‐   ・ I‐ 1    1 
ゴ   : '` |||   ‐ ・

〃0903 岡谷市内中央道建設用地内埋蔵文化財分布調査 (～ 5日 ) J   I「  '

ガ0'905:伊沢県教育長:下伊熟新阿智村
:り

|1姑 1́ヒ遺外遺跡視暴 I・
 1    

・
 :       :

〃・ 907 諏訪郡富士見町内中央道建設用地内埋蔵文化財分布調査 (～ lo日 )  1
〃・ 908 田中県教育次長(下伊邦都 i可着村川畑・ヨι造外遺跡税崇

]‐   ` :‐ r    i l i

〃o9622 飯田地区その 1地内10遺跡 (山岸 0夫伯B:権現量前 :さ らみ :赤坂・富蒔A・ 昔崎色・夫1  
門原Ё `大門原D・ 」

夫久保)あ発減調査開始
'(蒸

ャ4611018)Ⅲ : |

. 〃 010019 上伊那都音田村地内 6遺跡 (高河原
|・

萩迦豊 、宮の茨
:｀・元告轟在未 丁夫枯苦墳・円通寺)あ¬ '1 : 尭掘調基開始'そ

蒸了45:fう =18)   . :  i  
′ ~1‐ ■  1「 |

″ 0100ィ8 公団名古屋支社総務部長 0田 中県教育次長、
.権

現堂箭'・ 大門原Ё喜跡視察  :
〃 010029 公団名古屋支社副支社長t大門原B・ 大門原D遺跡視察       ・

‐

″ D ll o 16 長野県中央道遺跡調査会第 2回理事基蘭権
|(嶺

田市座晃寺夫|]原Ё :音崎A、 上♭那蔀営由



村天伯古墳視察、理事会宮田村福祉センター)      _

45011・ 17 公団名古屋支社牛.の協議  (昭和46年 度発掘調査地区の選定について )

〃111028 下伊那郡阿智村地内発掘調査報告会開鮮 (下伊那郡阿智村智里東小学校 )

〃 012・ 5 上伊那郡宮田村地内発掘調査報告会開催 (上伊那郡宮田村福祉センター )

〃 012025 ォ野市・原村・諏訪市の一部 (12.4km)ルー ト発表、これをも.っ て県内や く122kmのルー ト

発表完了       |   、

46・ 1012 伊沢県教育長、下伊那郡鼎町山岸遺跡褐察

〃・ 2・ 1 公団名古屋支社 と協議  (昭和46年 度の発掘調査地区について、飯田市山本・伊賀良地区用

_ t地 内遺跡視察)         |
〃・ 2・ 2 下伊那郡高森町・松川町0上伊那郡飯島町地内遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 (昭

和46年度発掘調査地区決定 )

〃02028 上伊那郡宮田村地内中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

〃・ 3011 飯田地区その■肇岬調査報告会開催(傘団・各事務所・市町村教委に対して )

〃・ 31015 飯田地区その 1発掘調査報告会開催 (一般公開 )

〃・ 3020 飯田地区その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行         1

〃 04・ 1 飯島町地内その1地区(七久保 )7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額 1224万 円 )

〃 04・ 12 飯島町地内その 1地区 (七久保)発掘調査団結団式挙行 (飯 島町役場 )

〃 04・ 13 飯島町地内その 1、 7遺跡(鋳物師原・鳴尾天白・鳴尾・尾越・道満・北原東 0小段遺跡 )

の発掘調査開始 (終了46・ 7,3)

〃・ 4・ 26 長野県中央道遺跡調査会第 3回理事会開催 (伊那市上伊那郷土館 )

〃05024 恵那山トンネル斜坑口および土捨場問題協議会、長野県庁企画部長室で開催 (公団名古屋支

社、恵那山 ,ト
ンネル東工事事務所、阿智村教育委員会、同建設課、長野県中央道課、飯田中

`  央道事務所、下伊那地方事務所市工建築課、飯田教育事務所、長野県教育委員会 )

〃・ 677 下伊那郡阿智村園原杉の本平 0児の宮遺跡緊急分布調査 (～ 8)

〃06016 公団本社 0同名古屋支社 と協議 (下伊那郡阿智村園原恵那山 トンネル斜坑口と土捨場予定地

の保護措置について )

〃・ 701 公団名古屋支社から恵那山 トンネル飯田方斜坑広場 (杉の木平遺跡)埋蔵文化財につし`て意

見聴取

〃07015 飯島町地内その 1発掘調査報告会開催 (飯 島町役場七久保支所 )

〃・ 7020 公:団名古屋
=社

総務部長 と界教育長の協議 (恵那山トンネル斜坑土捨場 Fpl題 について )

〃・ 8・ 1 下伊那郡高森町地内その 1(10遺跡).の発掘調査委託契約成立  (委託金額 3120万円 )

〃・ 8̈.06 下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査団結式と打合せ会 (高森町役場 )

〃08e10 下伊那郡高森町地内その 1地区、10遺跡 (弓矢・無縁堂・神堂垣外・鐘鋳原A・ 瑠璃寺前・

大島山幕部「ヽ 亦羽根 1出 原酉部・出号神社附近・正木原 I)発掘調査開始 (9・ 14中断、100

23再開、終了4701014)

〃08018 恵那山トンネル飯田方斜坑広場澤蔵文化財保護措置について県教委回答



46・ 8030 公団名古屋支社 と恵那山 トンネル斜坑広場 (杉の木平遺跡 )の現地協議
〃・ 8・ 31 公団名古屋支社 と上伊那郡飯島町地内その 2(久根干遺跡 )のュ地協議
〃・ 904 伊沢長野県講育長、下伊那郡阿智村杉の木平導跡・高森町筆鋳原遺跡視察
〃 °9110 

¬伊那郡阿智村園辱斜抗広場 その 1(杉の木平
導跡 )奮掘調査打合せ会 (阿智村駒場公民館 )

〃 ,9013 下伊那郡阿智村園原斜坑広場 その 1(杉の木平遺跡 )の 発岬調査委託契約成立 (委託金額730
万円

〃 09・ 14 赤尋長野県教育次長、下伊那郡高森町鐘鋳原遺跡視察
〃 09016 

下伊那郡阿智村園原斜坑広場 その 1(杉の木平遺跡 )発掘調査開始 (終了1101)
〃・ 9017 上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )委託契ゃ啓立  (`委託金額 123万円 )

〃 09020 上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺摯 )発掘調査開始 (終了10・ 13)、
〃 011018 長野県議会社会文教委員会―行下伊那郡高森町瑠事寺煎遺跡視察
〃 011019 

暴
=暴

中央導遺跡調査会第 4回翼事会開催 (高 森町畜産センター )

470102g 飯由市山本・伊賀良12遺跡、下伊那郡鼎町 1遺跡に?vヽ て公団名古屋支社 と現地協議
〃 01・ 26 下伊郡郡高森町地内 4遺跡、松川町地内10章跡、上伊評郡飯島町地内 8遺跡、宮田村地内 1

遺跡、駒 ヶ根市地内 8遺跡について公団名声犀支社 と現地協議
〃 01・ 27 伊那市西春近地内18遺跡につし`て公団名古屋支社 と現地協議
〃 02019 上伊那郡飯島町地内その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

〃・ 2・ 29 上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )中未道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
〃 03・ 20 下伊那郡高森町地内その 1中大道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
〃・ 3020 下伊那郡阿智村斜坑広場その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行
〃
i3025 下伊那郡阿智村園辱斜坑広場 (杉の木平導跡 )発掘調査報告会開催 (替里西診療所 )

〃 03・ 26 下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (高森中学校 ):
〃 03・ 27 園原斜坑広場 (杉 の本平遺跡 )、 高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (一般公開 )

〃 04・ 1 飯田市内その 2地区 (17遺跡 )の発掘調査委託契約成立 、: (委 託金額 2367.5万 円 )

〃 0401 飯島町内その 3地区 (8遺跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託金額  677.1万 円 )

〃 0401 伊那市西春近地区 (18遺跡 )の発掘調査委託契約成

=    (委
託金額 3b61.6万 円 )

〃 0403 
飯田市内その 2堪区妻掘調査打合せ会 (飯 田合同庁合 )         :

〃・ 401o 飯田市内その 7地区はか下伊那地区発掘調査団結団式挙行 (飯 田合同庁舎 )

〃・ 4e10 飯田市内その 2地区、17遺跡 (か ぶ き畑・柳田・山甲
・石子原・石子原古墳・ ようじ原・上

の平東部・寺山・六屎田・滝沢井尻・小垣外・三壺淵・上の金谷・1辻垣外・大東・酒屋前・
大門原 B)の発掘調査開始 (終了4802・ 7)

〃 04024 
上伊那地区発掘調査団結団式 と発掘調査打合せ会 (上伊那地方事務所会議室 )

47・ 4025 飯島町内その 3地区、 8遺跡 (う どん坂南・ うどん坂Ⅱ・ うどん坂 I:山溝 0八幡林・石上

1    神社前・庚申平・大田沢春 日平 )の発掘調査開始 (終了47i06・ 28)

〃 04・ 25 伊那市西春近地区・18遺跡 (和手・富士山下・富士塚・落蒲沢・南丘 A・ 南丘 B・ 名廻南・

名廻東古墳・名廻・ 白沢原・山寺垣外・細 ヶ谷B・ 百駄刈・北丘 BO大境・山の根・城平・



城平上)の発掘調査開始。 (終了47・ 12014)

47・ 4026 長野県中央道遺跡調査会第 5回理事会開催。 (伊那市上伊那図書館 )

ク・ 6020 公団名古屋支社と、上伊那地区橋梁工事に伴 う調査遺跡追加と、飯由市山本石子原遺跡第 2

・      次調査について協議 (県庁教育次長室 )

ク・ 6・ 22 公団名古屋支社と飯由市山本石子原遺跡第 2次調査について現地協議。

ク・ 703 下伊那郡高森町内その 2地区 (5遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額2,002万円)

ク・ 706 下伊那郡松川町内 (12遺跡)の発掘調査委託契約成立。    (委 託金額 19864.3万 円)

ク・ 706 駒ケ根市内 (8遺跡)の発掘調査委託契約成立:        (委 託金額 563。 5万円)

ク0707 駒ケ根市内 8遺跡 (大徳原南B・ 大徳原南A・ 大徳原北・横前南・中山原・新田原・女体北・

切石墓地)の発掘調査開始。 (終了470901)

ク07012 飯田市内その 3(石子原遺跡第 2次調査)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 410万 円)

ク・ 7014 下伊那郡松川町内12遺跡の発掘調査打合せ会。 (松川町福祉センター)

ら 07・ 24 下伊邦郡高森町内
:そ

の 2地区 5遺跡 (神 田裏・新田西裏・増野新切・増野川子石・鐘鋳原A)

の発掘調査開始。 (終了4701109)

ク07024 下伊那郡松川町内12遺跡 (里見Ⅱ・里見V・ 境の沢・中原 I・ 庚申原 I・ 庚申原 Ⅱ・平林・

やし原・片桐神社東 t水上・丈源田Ⅲ・丈源田Ⅳ)の発掘調査開始。 (終了47・ 11011)

ク08015,公団名古屋支社と上伊那郡南箕輪村内 9遺跡 と辰野町内その 1地区 3遺跡について現地協議。

ク08017 飯田市内その 3(石子原遺跡)発掘調査団結団式。 (飯田教育事務所)

ク 08・ 17 飯田市内その 3(石子原遺跡)の発掘調査開始。 (終了4709030)

ク 08ざ 21 上伊那郡南箕輪村内その 1地区 (5遺跡)の発掘調査委託契約成立。(委託金額 1。 051.5万 円)

ク。9el 上伊那郡南箕輪村内の発掘調査打合せ会開催。 (南箕輪村公民館 )

ク0904 上伊那郡南箕輪村内その 10そ の 2地区 9遺跡 (南原・三本木原・曽利自・在家 。大芝原・

大芝東 0南高根 0北高根A・ 北高根B)の発掘調査開始。 (終了47012・ 9)

ク01o09 上伊那郡南箕輪村内その 2地区 (4遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額514.4万円)

ク01o09 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡)'の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 497。 2万金 )

ク 010・ 11 上伊那郡辰野町内その 1地区の発掘調査団結団式と発掘調査打合せ会。 (辰野町公民館 )

ク010012 上伊那郡辰野町内その 1地区 3遺跡 (五反田・越道 :平出山の神)の発掘調査開始。 (終了

47:11 ・30)

ク・111:15 長野県中央道遺跡調査会第 6回理事会開催。 (伊那市上伊那図書館 )

ク 01204 公団名古屋支社 と昭和48年度調査体制 :調査地域 について協議。 (公 団伊那工事事務所 )

ク 01205 公団名古屋支社 と伊那市内その 2地区 (4遺跡):箕 輪町内 (3遺跡)・ 辰野町内その 2地

:区
)(14遺跡・諏訪郡富士見町内 (7遺跡)について現地協議。

ク 012015 上伊那地区中央道埋蔵文化財包蔵地出土の遺物展示会開催。 (上伊那地方事務所大会議室 0

γ 016 -般公開)   `

ク 012016 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡)の発掘調査報告会開催。 (辰野町公民館 )
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lo l_L伊 郡郡飯島町内その 31地区発掘調査1報告会開催さ
:(飯

島 町 公 民 館 )I I‐
18 飯田市内その 20そ の 3地区発掘調査報告会開催。 (下伊那教育参考館)‐ :

夕 下伊郡郡高森町内その 2地区発掘調査報告会開催。 (1  ″■ ■ )   1
ク 下伊那郡松川町内発掘調査報告会開催。     (    ″   )   |
19 上伊那郡南箕輪村内その 10そ の 2地区発掘調査報告会開催。 (南箕輪村公民館 )

24 駒ケ根市内発掘調査報告会開鐸。 (駒 ケ根市役所大会議室)11

26 伊那市西春近地区発掘調査報告会開催。 (伊那市福祉センタ■)     :

2)発 掘 調査 委託 契約

中央自動車道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査は、「日本道路公団の建設事業等工事施工に伴 う埋蔵文

化財包蔵地の取扱いに関する党書」によると、事業施行前に、公団は県教育委員会の意見聴取の上、文化

庁 との間で協議することになっている。その結果、記録保存 と決定 され、発掘調査が必要 となった場合、

公団は、県教育委員会に委託 して実施 されることになっている。そのため,、 県教育委員会はt公団と現地

協議などの事務接衝のうえ、調査遺跡の発掘面積、調査費、調査期間t調査方法等が決められる。その後、

公団から調査依頼、県教育委員会から調査受託の文書の往来があって、,つ ぎのような発掘調査委託契約が

締結されている。 」 ‐  ヽ                   :            :

ア 発掘調査委託契約書

1 委託事務の名称

2 委 託 期 間

3委 託 金 額

4 委託金支払場所

日本道路公団 (以下

の実施 を乙に委託す る。

中央道岬蔵文化財発掘調査 (伊那市西春近 ｀

昭和47年 4月 1日 から                       i
日召不日48`手 3月 20日 まて■)   1          .                |   :

Y33,616,000F可 tL

日本道路公団名古屋支社  :                   i

「甲」 という。)は、長野県教育委員会 (以下「乙」 という。)に頭書の発掘調査

第 1条 甲は、別紙発掘調査計画書 に基づ き、頭書の委託金額の範囲内で頭書の発掘調査の実施 を乙に委

託する。

第 2条 甲又は乙の都合 により委託期間を延長 し若 しくは発掘調査計画 を変更 し、又は発掘調査 を中止す

るときは、事前 に協議 して書面 により定めるもの とす る。       ::

第 3条  乙は、委託契約締結後、遅滞 なく作業予定表及び資金使用計画書 を作成 し甲に提出 しなければな

らない。

第 4条  乙は、第 3条の資金使用計画書 に基づ き頭書の発掘調査 を実施す るために必要 な経費の概算払を

甲に請求す ることがで きる。



2 甲は、前項の請求のあったときは頭書の発掘調査の進捗状況 を勘案 して請求書を受理 した 日から15日

以内に所要の額 を支払 うものとす る8  :     :            i r

第 5条 甲は、必要 と認めるときは頭書の発掘調査の処理状況 について調査 し又は報告書及び作業調査 日

誌の提出を求めることがで きる。

2 乙は、甲が期限を指定 して中間報告 を求めたときは、これに応 じなければならない。

3 乙は、発掘調査の実施 にあた り作業個所 に作業表示旗 をかかげ発掘調査関係者 には、腕章等 を着用 さ

せな、ければならない。                 1      ;

4 乙は、頭書の発掘調査が完了したときは、すみやかに頭書の発颯調査の実施結果に基づ く報告書 (B

5版 2暗5)を 作成 し委託期間内に甲に提出しなければならない。

5 乙は、費用精算調書を作成 し、委託期間満了後 1箇月以内に甲に提出しなければならない。

第 6条 この契約に基づ く報告書、費用精算調書其の他の関係書類の搾成事務の取扱は、申が導F指走 し

ない限 り、乙の本来の事務取扱に準 じて処理するものとする。           |

第 7条  乙がこの委託契約に基づ き甲の費用をもって取得 した購入物件等はすべて甲に帰属するものとす

るbl           '           ‐

第 8条 発掘調査 に関する文化財保護法及び遺失物法等に関する諸手続については、乙が代行するものと

する。                  |             ´         :

第 9条 乙の責に帰する事由により頭書の期間内に第 5条第 4項 に規定する報告書を提出しないときは甲

は遅滞損害金 と、して期限満了日の翌日から起算 し提出当日までの遅滞 日数に応 じ頭書の委託金額に対 し

て年8。 25%の割合で計算 した金額を徴収することができる。

2 甲の責に帰する事由により第 4条の規定による委託料の支払いが遅れた場合には、乙は、甲に対 して

遅滞 日数に応 じて年8。25%の割合で遅延利息の支払いを請求することができる。

第10条  乙の責に帰すべき事由により甲が契約を解除 したときは、乙は頭書の委託金額の10分の 1を違約

金 として甲の定める期限までに甲に糸内付 しなければならない。

第11条  この契約を変更する必要が生 じたときは、甲乙協議 して定めるものとする。

上記契約の証 として本書 2通 を作成 し、当事者記名押印の上、各自 1通を保有する。

1‐   1     日召和47年 4月 1日       '

委 託 者  名古屋市中区栄 4丁 目 1番 1号 (中 ロビル11～ 12階 ):  ■

i   (       日本道路公団名古屋支社 :

支社長 ＼ 平 野 和 男

受 託 者  長野県教育委員会  :

:               教育長  小 松 孝 志

、イ 長野県中央道遺跡調査会       :

-10-



長野県教育委員会では、直接発掘調査する組織を持っていないので、この発掘調査にだけ当る長野県中

央道遺跡調査会を結成 し、同調査会に再委託 し、同調査会が組織する調査団が発掘調査に当ることになっ

ている。

昭和45年 7月 22日 に、長野県中央道遺跡調査会が結成 さ4て以来、午 2回 の琴事会が開かれて
`い

る。年

度頭初の理事会 において、発掘調査の受託 を決定 し、年度末のそれは、発掘調査結果や現状・対策 につい

て検討 されている。県教育委員会 との委託契約書の内容は、公団 と県教育委員会のそれと大差 ないので省

略する。同調査会規約・昭和47年度役員・ 西春近地区調査団組織 はつ ぎの と恥 りである ]

0 長野県中央道遺跡調査会規約  イ´

第 1条  この調査会は、長野県教育委員会の委託 を受けて、中央道建設及び関連工事用地内遺跡の発掘調

査 を実施 し、その記録の作成、発掘 された文化財の保存活用方:法 を研究することを目的 とす る。

(名 称 )

第 2条  この調査会は長野県中央道遺跡調査会 (以下「調査会」 という。 )と 称する6

(組織 )

第 3条 調査会は、次に掲げる役員 をもって組織す る。

(1)会長  1名  (2)理 事 若干名  (3)監 事  2名

事務所 )

第 4条  調査会の事務所は、会長が別に定める事務所内に置 く。

(会長及び理事 )    :

第 5条 会長は、長野県教育委員会教育長 をもってあてる。

2 理事は次に掲げるもののうちか ら会長の委嘱 した者 をもってあてる。

(1)学 識経験者 (2)関係学会の役員     :

(3)関係市町村教育委員会連絡協議会の代表者  14)関 係市町村教育委員会 の教育長′
:

(5)関係行政機関の職員

(会長及び理事の職務 )

第 6条 会長 は調査会の業務 を総理 し、調査会 を代表する。

2 理事は、理事会 を構成 し、次の事項 を審議す る。            ヽ    |

(1)調査会の運営に関すること。 (2)発掘調査の受話に関す ること。

(3)規約の改正に関すること。 (4)そ の他必要な事項

3 会長に事故があるときは、
・
理事の うちか ら会長が指名 した者が、その職務 を代行する。

(理事会の招集 )

第 7条 理事会は必要に応 じて会長が招集する。

2 理事会は、理事の半数以上の出席がなければ開 くことができないく

3 前項の場合、当該議事について書面 をもってあらか じめ意志表示 し、または他の理事 を代理人として

表決 を委任 した役員は出席 したもの とみなす。

4 理事会の議事は、出席理事の過半数で決 し、可否同数 の ときは、会長の決するところによる。
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第 0条 監事 は、理事会あ推篇により会長が委嘱す そ     ・   ‐    ‐1   ~

2 監事は、調査会あ会計 を監査す る。  l i

(役員の任期 )

第10条  役貞の任期は一年 とする。ただしその職 にあるゆえをもって委嘱 された も1の の任期は、当該職の

‐
差職期間 とす る:    l i」 |・||  :   メ、■ : r i ‐:     ■ |、

(幹事 )   .           ‐ ‐       4            ‐

第11条  調査会に幹事 を置 く。

2 幹事は、県教育委員会事務局職員の うちか ら会長が委嘱する:::il l i     ´|:     i

3 幹事は、会長の命 を受け調査会の事務 を処理す る。                  ■,1■

(調査団 )

第12条  調査会に調査団を置 く。         1     ‐  ′Li :        ′|

2 調査団の組織及び運営について別に定める。

(事務の管理執行の規定 )        :        ‐ 1` ‐ 1     -   i「

第13条  調査会の事務の管理及び執行にあたつては、この規約ならびに理事会の決定す|る 規定に従 って行

な う。                        i  ‐   ´ :: l

(経費)                ..‐        `   1    1 ~ ―

第14条  調査会の事業に要する経費はt長野県教育
i委 員会の委託料 をもってあてる。      |  ,

(会計の区分 )i    =      ・ `1‐        1‐          ‐ :

第15条 調套会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始 まり、翌年 3月 31日 に終わる。_  ',i  r.:

2 調査会あ会計は、長野県教育委員会 と締結 した委託契約に区分 して行なう。1.  ■・    1′

(出納及び現金の保管)               |    :      :|

第16条  調査会の出納は、会長が行 なう。      ~ il: iF      I       ::

2 調査会に属す る現金は、会長が理事会の議 を経て定める銀行 または、:そ の他の金融機関にこれを預け

なければ、な らない。   |・ 「  中 |             !1  ・     -   1

(決算)     1  1・ ・  : ｀
:‐

1・ ｀｀ t i ・      i     l

第17条 会長は、会計年度終了後 lヶ 月以内に収支決算書を作成 し、監事の監査 を経て翠事会の議定 を経

なければならない。                      1              ' ,

(財務に関す る事項 )      ´ 「「  :  :|:    i   サ      : I:

第18条  この規約に特別の定めがあるものを除 くほか、調査会の財務に関 して 1主 、:長野県の「財務規則」

の例による。                                       ヽ



(委任 )

第19条 調査会の業務の運営に必要な事項は、この規約に定めるもの及び理事会で議決するものを除 くほ

か会長が|こ れを定める。

(付貝J.)

この規約は、 日召和45年 7月 22日 から施行づ―る。

顧間

会長

理事

イ)長野県中央道遺跡調査会役員名簿  (昭和47年 11月 現在 )

一志 茂樹   (県文化財専門委員 )

小松 孝志   (県  教 育 長 )

金井喜久ず郎  (県文化財専門委員 )

藤沢 宗平   (   ク    )

辱  嘉藤   (長 野県考古学会委員 )

木下  衛   (上 伊那教育会会長 )

小泉兵次郎   (県  教 育 次 長 )

佐藤 唯重   (飯 田教育事務所長 )

小林  彰   (阿 智村教育長 )

矢亀 月券俊   (飯 田市教育長 )

北原 保喜   (松 川町教育長 )

北沢.照司   (駒 ケ根市教育長 )

松沢 一美   (伊 那市教育長 )

熊谷 大一   (辰 野町教育長 )

塚ォ 喜夫   (上 伊響押区教委協議会会長 )

林  茂樹   (上 伊那郡中川東小学校教頭 )

西沢 、 _清   (

:「 矢島I太郎  (

ク 専門主事 )

ク 専門主事 )

米山 下政

藤森 栄一

宮嶋  進

福田 幹人

飯島 丁 巳

徳永 正人

新井 良男

中塚 伝次

斎藤 三夫

細田 義1徳

安積 正一

羽生 保吉

木川 千年

田中 富雄
:

前沢富実保

浅川 欽下

佐藤 文武

下平 久雄

小林 正次

くヽオ寸  宅夢夢苺

ネ申オす    掟壺

丸山敵一郎

堀内規矩雄

佐藤  陸  1(飯田教育事務所主幹 )

1 松島_ 勇  (伊那教育事務所総務課長 )

i`鈴 木 長次  L(   ク   主事)

i _桐原
い
 健   (県 文化課指導主事)

_  宮沢 恒之   (   ク   ):岡
田

1正
彦   (   ク   )

:  ._ウ )=長野県中央道遺跡調査会調査団 西春近班

(県文化財専門委員 )

(長野県考古学会会長)

(下伊那教育会会長 )

(諏訪教育会会長 )

(県 文 化 課 長 )

(伊那教育事務所長 )

(昴 町 教 育 長 )

(高森町教育長 )

(飯島町教育長 )

(宮田村教育長 )

(南箕輪村教育長 )

(下伊那地区教委協議会会長 )

1(評訪地区教委協議会会長)

(飯田市社会教育課長 )

(県文化課文化係長 )

( ク 専門主事)

(飯田教育事務所総務課長 )

(   ク   主事)

(伊那教育事務所主幹 )

(県文化課指導主事 )

(   ク    )

(   ク    )

( ク 主事 )

監事 岡沢 幸朝   (県文化課課長補佐 )

幹事 金井 汲次   (県文化課文化財係長 )

-13-



理事 北原 保喜

北沢  照司

松沢 一美

熊谷 大一

坂井 喜夫

林  茂樹

監事 岡沢 幸朝

幹事 金井 汲次

西沢  清

矢島 太郎

佐藤  陸

松島  勇

鈴木 長次

桐原  健

宮

'尺

 恒之

岡田 正彦

ウ )

調査 団長

調査 主任

調 査 員

調査補助員

工 )

(松 川町教育長 )

(駒 ケ根市教育長 )

(伊那市教育長 )

(辰野町教育長 )

(上伊那地区教委協議会会長 )

(上伊那郡中川東小学校教頭 )

(県文化課課長補佐 )

(県文化課文化財係長 )

( ク  専門主事 )

( ク  専門主事 )

(飯田教育事務所主幹 )

(伊那教育事務所総務課長 )

(   ク   主事 )

(県文化課指導、主事 )

(   ク     )

(   ク     )

斎藤  三夫

細田 賓徳

安積 正一

羽生 保吉

本川 千年

田中 富雄

前沢富実保

浅川 欽=
′

佐藤 文武

下平 久雄

小林 正次

今村 善興

ネ申本寸    這壁

丸山敵一郎

堀内規矩雄

(総括 )

(飯島町教育長 )

(宮 田村教育長 )

(南箕輸村教育長 )

(下伊那郡地区教委協議会会長 )

(諏訪地区教委協議会会長 )

(飯田市社会教育課長 )

(県文化課文化係長 )

(  ク 専門主事 )

(飯田教育事務所総務課長 )

(  ″   主事 )

(伊那教育事務所主幹 )

(県文化課指導主事 )

(    ク    )

(    ク    )

(県 文 化 課 主 事 )

(く オヽ寸)

長野県中央道遺跡調査会調査団  (伊那市西春近地区 )

大 沢 和 夫

宮 沢 恒 之

辰 野 博 衛

福 沢 幸 一

池 政 美

藤  隆 日召

発掘調査遺跡の状況 と面積

村

津

沢

木

沼

今

根

深

唐

荻

小
　
佐

笠  皿

清 志

健 一

孝 雄

勇 市 田 畑 辰 雄 丸 山 弥 生

遺跡名 現 況 遺     跡  の  状     況 全体面罹 用 地 内 面 積 調査面濯

手
諏訪形部落西方山麓のカイツケ沢両岸の扇状地形面上にあり、縄文土器・土師器′

を採集 している
2.200ぽ 2.200ぽ 440雨

富 士 山 下
諏訪形部落西方・藤 山の山麓 にあ り、縄文中期の土器・石器・須恵 。灰釉 陶器 を

採集 している。
5.000 1.000

富  士  塚 富士山下追跡 内、北側の一画 にある残丘 上に位置す る浅 間信仰基壇で ある。 652 652

'菖

 蒲  沢
諏訪形部落西の山麓、藤沢川以南の広い扇状地 が遺跡で、縄文か ら平安の遺物 が

出土 している。                       ｀ 17.000

南 丘  A 猪の沢川に面 した木裏原の南側一帯で、縄文・弥生 。古墳時代の遺物 と、住居址

力漸雀認 されている。
4_000 800

南 丘  B 本裏原扇状地の中央 に位置 し、縄文中期 。古墳時代の遺物 と、住居址 が確認 され

ている。
1.250 250

ゴヒ I■  B 大田切川南岸に細長く延びる台地上にあり、縄文中期・後期の遺物と住居址が確
認されている。

1.500

名 廻  南 火田ガく圧 大田切川左岸の小規模 な段丘 上にあ り、縄文中期土器 片 が出ている。 6.300 2.400 480



遺跡名 現 況 遺     跡   の  状 況 全 体 面積 用 地 内面 積 調 査 面 穏

名廻東古墳 山  材 套胃ηザ!を Fに
細長 く続 く丘 陵上 にあ り、44年羨道部の調査 が行 われた。石室が

100ぽ

名 廻
婁湯彊厩漆皆 ?南菅:名

廻東古墳 とは大田切上井の川で切 られている。縄文・平
5。 500 1.100

白 沢  原 畑
白沢原扇状地の扇測部 にある。縄文中期の土器 。石器が出ている。

5.000 000

山 寺 垣 外 畑 水 圧 Jヽ戸沢川南岸 にあ り、過去の開田の際縄文中期の土器 が発見 された。 3.200 640

細 ケ 谷 B 畑
房看楊不 2T量 :『

状地 の扇央部 にあ り、傾斜 が強 いので覆 りが厚 い。縄文中期
2.500 500

百  駄  刈 畑 山材
紺 謁 窯 暴撮 ?香ヒξ

デ リ沢 と ヨ ドガ沢 に狭 まれ た三 角形 の舌状 台地 上 にあ る。灰
4.000

大 境 畑 山材
戸沢川左岸の宮の原部落上の扇頂部 にあ り、縄文中期遺物 と灰釉 陶器がでている。 4.000

山  の 根 畑
努遭 蕩 察 百存 ポ菅 F扇

状 地 にあ り、 諏 訪
T社

の南側 一 帯 にあた る。縄 文・平 安
10.000 2.000

城 平 畑
患李震籍 ふL早 宙菅計

との間 に広がる平輝地 にあ り、縄
下

中期の遺物・土師・須
9。 000 1.800

城  平  上 燃引着奮i顎藉ふ2T京 讐ナ
にあ り、西春近北端 にあたる。縄文中期の遺物・土師 0

100

3)発掘調査開始 までの準備

伊那市西春近地区の発掘調査 は、本年度が初めてであったが、加 えて調査団の本拠整備 が必要であ り、

そのための準備 が多かった。他では発掘調査行程の作製、調査会事務所 との連絡、伊那市教委 との打合せ

資材の調達運搬、調査団結団式が主なものである。

3月 28日 、 伊那教育事務所 との打合せ、、 (調査行程・調査前の準備・予算執行 などについて )

3月 30日   伊那市教育委員会 との打合せ、 (調査行程・調査方法・作業員募集 について )

4月 10日   作業員の募集が始 まる。

4月 17日   調査員宿泊所 と、作業場 が決定 したので、飯田から資材 を運搬 し、現地調達の資材 も到着

し、調査開始が待たれるまでになった。

4月 24日   調査団結団式が上伊那地方事務所会議室で行 われた。式次第 と参列者は次の とお りで ある。

(式茨第) 開会 あいさつ    金井幹事

調査員委嘱     徳永調査会伊那事務所長

調査員紹介     今村調査主任

調査会長あいさつ  徳永調査会伊那事務所長

来賓祝詞      公団伊那工事事務所長

調査団長あいさつ  大沢団長

閉 会

(参列者) 日本道路公団伊那工事事務所長代理

伊那市教育長・飯島町教育長・伊那市教育委員長

金井文化財係長・桐原指導主事                  `

徳永伊那教育事務所長・松島同総務課長・小林同主幹

松沢指導主事・笠原指導主事・鈴木教育事務所主事・北沢調査会事務員



4月 25日

=調査団全員

.昼食のあと、発堀現場の諏訪形ツ菖蒲沢遺跡へ資材運搬 をす る。作業員の方10名程

来て もらい、テ ン ト張 り、資材整備 して明 日からの調査 にそなえる。

午前 8時30分、調査員、作業員,菖蒲沢 に集合 して顔合 わせ をす る。伊那市教育委員会

有賀館長 さんのあいさつの後、今村調査主任 によって調査 員の紹介、/作業 日程、発堀

調査法 などについて説明をす る。テ ン トその他整備 をすすめながら、グリッド設定、

午後 から発堀調査が進 められた。初 日38名 の作業員であったが、後 120名 近 くにもな

らた。

2 調査 の実施 と経過

調査期間 と経過

伊那市西春近地区の発掘調査は、4月 25日

'菖

蒲沢遺跡からはじまり、富士山下・富士塚・北丘 B・ 南丘

A・ 南丘 B・ 名廻南 0名廻・名廻東古墳・山寺垣外・白沢原・細ケ谷 B・ 百駄刈′・大境・山の根・城平 0

城平上と進み、住宅移転の都合で後まゎしになつていた和手遺跡 を最後に12月 6日終了した。なおその後

12月 14日 まで数人の作業員の方の協力をお願いして、遺構の複雑であった城平遺跡の補充調査・測量を行

ない、これをもって発掘調査は完了した。この間実働作業日 158日 の長 きにわたり、 2基の古墳61軒 の住

居址をはじめ各種の遺構 も多く、そこから検出された遺物も膨大な量に及び、整理作業は多′「亡をきわめた。

発掘調査は、グリッド設定・グリッド掘 り、遺構の発見があれば拡張、̀遺構の検出・清掃・写真撮影・遺

構実測・補足調査の順をおって行なわれた。各遺跡の調査期間は次のとおりである。      ‐

実 働 作 業 日数 29日

//   15日

ク  : 20日

: ク   16日

ク    8日

//    2日

//   7日

//   6日

ク   27日

//   10日

//    4日

 ` //   25日

(1),菖 蒲 沢遺跡   4月 25日 -6月  6日

(2)富士 山下 ク   6月 3日 ～ 6月 22日

(3)富士塚  ク   6月 5日 ～ 7月 3日

(4)北丘 B  ク   6月 13日 ～ 7月 4日

(5)南丘 A  ク   6月 22日 ～ 7月 4日

(6)南丘 B ク  6月 29日 ～ 6月 30日

(7)名 廻 南遺跡   7月 3日 ～ 7月 17日

(8)名  廻 ク  7月 4日 ～ 7月 17日

(9)名廻 東古墳    7月 5日 ～ 8月 17日

(10`山寺垣 外遺『亦  7月 17日 ～ 7月 27日

(lD 白ツ尺原  ク    7月 24日 -7月 27日

(10 糸田ケ :ド B ク   7月 24日 ～ 8月 28日



(10 百駄 刈

但0大 境

l151 山の根

にo城 平

住η 城平 上

(181 和  手

8月 23日 ～10日 16日

9月 28日 -10日 18日

10月 9日 ～11日 1日

10月 24日 -11日 20日
12月 7日 -12日 14日
11月 上1日

11月
〕
16日 -12日 6日

遺 跡 実 働 作 業 日数 39日

ク    16日

ク    17日

ク    25日

ク     1日

ク    18日

伊那市西春近地区発掘調査経過

遺跡名

月 4 月
ュ 王 J6 月17 月18 月|? 月110月 111月 112月 1 1月 γ 3月

104∫ Ю 2110刺 102可 Ю 21Ю 2dЮ 劇
癌  蒲 沢 :  09日 闊)

富 士 山 下 トーイ (15日 商)

富 士 塚 目 い日間) | :

29fO(2日 間)

(7日 間 )

23 16――――――………………………………………………………………………………」[三二三二三二III:i:::::::::IJllli:「
:|]::|)

子番 24
日

掘 発

掘

準 調

査

備 団

結

団

式

ゴヒ 1l  B

南 丘  A

南 丘  B

名 廻  南

廻名

名廻東古墳

山 寺 垣 外

自 沢 原

細 ケ 谷 B

百 駄 刈

境大

山  の  根

平城

城 平 上

手禾日

一［
(18日 間 )

芝)発掘調査協力者

昭和47年 4月 から12月 までの発掘作業、昭和48年 1月 から2月 にかけての整理作業に協力いただぃた作



業員は、地元西春近地区の方々を中心 に伊那市全域 からの方 々で、その数は延 9600人以上 にのぼ り、調査

進行の原動 力で あったざ発掘調査協 力者はつ ぎの とお りである。

伊那市西春近

有賀 国雄 赤羽 留吉 赤羽志 げ子 赤羽 幸寿

赤羽 利文 伊藤 和子 伊藤 二子 伊藤 み さを

浦野 正子 大前の り子 折笠キエ子 梶野 和子

唐沢喜久重 加納 里美 春 日 幸子 北原 一喜

北原 幸子 黒河内和明 久保田民子 小松美恵子

酒井 泰子 酒井 とし子 酒井 正雄 酒井 綾子

城倉すみ子 城倉 米子 城倉 勝子 城倉 房子

辰野みさ子 田中いわ子 田中広一  辰野 隆夫

坪本 一雄 坪木 節夫 戸苅 直子 中村健一郎

橋爪 幸子 原  貞子 橋爪 ちえ子 平沢 平治

平沢 公夫 平沢 喜雄 平沢 恵子 平沢 長治

平沢美代子 平沢やよい 平沢 典子 平沢 とも子

溝上美弥子 溝上 良一 溝上 きわ子 溝上 住子

宮沢たけ子 溝上恵美子 三沢ひろ子 三沢かつ え

伊那市東春近

阿部 操子 伊藤 元恵 伊藤  正子 幾川やす子 伊藤  薫 伊藤  好 市原三恵子 伊東 勝子

伊藤 いち子 稲村 良助 伊藤久良子 伊藤 一路 伊藤 豊子 伊東イサ子 伊藤 ゆきみ 伊藤 純次

伊藤つた子 伊藤 芳広 浦野 和子 、内田かつ子 大島文枝  織井千代美 川口 義房 北原 由郎

北原 睦美 北原 春美 北原ふ き子 菊島 安一 菊島 君子 匈島 正偉 北原 辰子 小林  巌

久保村 うめ子 酒井卯治 酒井久美子 酒井 紀子 酒井 兼義 洒井 房子 高見あや子 田中 勝彦

那須 大三 野溝 一美 橋爪 とし子 福沢 由美 八木志づ子 八木 徳男 米山 通夫

伊那市手良

有賀 順子 名和 正子 矢沢八重子 矢沢 涼子

伊那市ミスズ   r

武田 久雄 伊東  強

伊那市富県

伊藤 秀夫 箇井 '留十

伊那市西箕輸

林  直人

伊那市伊那

飯島 知徳 牧田 政国 中村 明子 久保村クニエ 久保村久美子 木鋪さえ子 唐沢幸一

九山かつ子 大野田三千代 唐沢とみ子 橋爪日出子 溝口千代子 杉下 愛子 中村 保男 村田 広子

鉄    実 竹 谷 益 考  /

赤羽 治子 有賀 美咲

伊藤 きよ子 池上 久一

唐木 けさみ 唐木 次雄

北原 今雄 北原 清子

小出ゆ り子 後藤 もとえ

,西井 よしえ '酉井  和子

城倉み さき 城倉 もよ子

辰野千代美 辰野美佐子

中村みさを 中山 りは子

平沢 としか 平沢 文子

平松 道子 平沢 貞秋

北条美和子 堀内みさを

溝上 照子 三沢 温子

宮沢 久江 六波羅歌子

有賀 文子 有賀 秀子

浦野 光子 ツ訂野 節子

唐木 律子 唐沢香保子

北原 幸子 北原みなと

酒井 達雄 酒井 とし子

清水 由男 清水やす子

城倉 直子 城倉ふ さ子

坪木 辰雄 坪木 正志

中村  誠 西村 清子

平沢 和義 平沢 玲子

平沢 えみ子 平沢 才子

宮下 甚平 溝上 千里

宮下 担司 溝上 きち江

故小松輝雄



現地指導・現地視察者

調査期間中はつ ぎの方々から現地 において指導 をいただいた。

5月 17日 県文化課桐原指導主事、 5月 23日伊那教育事務所松島総務課長、 6月 2日 長野県中央道遺跡調査

会藤森理事 6月 5日 長野県中央道遺跡調査会林理事 6月 14日 県文化課飯島課長、伊那教育事務所松島総務

課長、 6月 23日 県文化課桐原指導主事、 7月 11日 ～12日 県文化課八田課長補佐、 7月 26日 伊那教育事務所

徳永所長、伺 松島総務課長、 8月 3日 県文化課金井係長、同掘内主事、 8月 8日 長野県中央道遺跡調査会

林理事、 9月 19日 下伊那郡豊丘中学校松島信幸教諭 、9月 29日 県文化課桐原指導主事、10月 25日 日本道路

公団名古屋支社総務課文化財担当佐治氏、伊那教育事務所松島総務課長、H月 1日 県立筑摩高校樋口昇二

教諭、11月 10日 下伊那郡豊丘 中学校松島信幸教諭 16日 県文化課堀内主事 12月 13日 伊那教育事務所徳永所長

同松島総務課長 また他 に、 日本道路公団・県教委事務局・伊那市当局・各種機関団体・学校関係・近隣市

町村民の方々等 多数の視察 0見学 を受 けている。その主 な方々はつ ぎの とお りである。

日本道路公団  名古屋支社総務課文化財担当佐治氏・伊那工事事務所松浦庶務課長

県教委事務局  文化課飯島課長・同八田課長補佐・同金井係長・同桐原指導主事、同堀内主事伊那教育

伊 那 市 当 局

事務所徳永所長・同松島総務課長 0長野県申央道遺跡調査会藤森理事・同林理事長野県

中央道遺跡調査会調査団飯田地区主任神村指導主義県出納課課長補佐・上伊那地方事務

所長・上伊那農業改良普及所笠原氏外 2名

三沢市長・教育委員会坂井委員長・同各委員・松沢教育長・浦野社会教育課長・同保坂

課長補佐・社会教育委員会・西春近公民館有賀館長・同池上主事・市公民館長会・文化

財審議委員

各種機関団体  岡山県教育庁西原主事他 3名・岐阜県中央道調査団関係者 3名 ・飯島町教育委員会斉藤

教育長・同保科係長・下伊那郡松川町教育委員会松下主事・駒 ケ根市立博物館福沢 9吉

村両氏・諏訪市宮坂光昭氏

公民館主催現地説明会参加者70名 以上・伊那市富県西原視察団約50名

西春近被買収者組合平沢副組合長

学 校 関 係  上伊那教育会歴史同好会・上伊那教育会中部支部同学年会約30名 ・春富中学校小池校長

伊那女子高校職員・生徒・春富中学校星野教諭外歴史 クラブ員・西春近南小学校職員 ,

児童・西春近北小学校 5・ 6年職員・児童

県立筑摩、高校樋口昇一教諭・下伊那郡豊丘村豊丘中学校松島信幸教諭

報 道 関 係  朝 白新聞記者・朝 日グラフカメラマ ン・伊那市記者 クラブ・NHK取 材班長橋・浦和・

中村 :中野他諸氏・信濃毎 日新聞・毎 日新聞 0南信 日日新聞・伊那毎 日新聞・読売新聞

各記者
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3。 発 掘 調 査 の 方 法

中央道用地内の遺跡発堀調査は、工事 により破壊 されるため、工事着工前に記録保存を目的 とした緊急

発堀である。このため、この調査は、用地内にどのような時期の遺跡が、どんな遺構 と遺物を残 している

かをさぐり、それを幸艮告書としてまとめることが目的となる。          `     I (

そのため、発堀調査は中央道用地内に限定される。すでに分布調査によって、その遺跡の広がり、時期

は一応確言忍されている。その遺跡の中において、中央道がどのような部分をとこるかによって 4区分 した

oT全面かかるもの。A一遺跡の頂部がかかるもの。B=遺跡の中央部を横切るもの。CT遺跡の先端部

にかかるものの4区分がそれであ.る 。用地内の遺跡は全面にグリットを設定するものを原貝Jと して、1小 さ

な遺跡、やむを得ない遺跡は適当に トレンチを入4た 。グリットの設定は、 2m間隔の基準方眼 を設定 し

中央道の長軸方向に01～ 99の 2桁の数字を用ぃ、それに直交する方向にA～ Yの 25字のアルハ ァベットを

用ぃた。その数え方はt名古屋方面から東京方面に向って立つ たとき、左から右へ01γ 99と し、ただし、

道路のセンターライン (20mお きにセンター杭をウツ)を 50と する。だからセンターを基準に左右98mの

巾がとれる。アルハァベットは、巾中心杭のうちの遺跡内で最も名古屋よりを基準にして東京方面へABC

とする。A～ Yの 25字 で50mを お :さ え、その範囲を地区としておさえ―、それをA03・ C……∵と表示す

る。これによって、25地区1250mが とれる。だからそれぞれの7リ ット地点は「WAB B H55」 という

ように表示する。これは和手遺跡のB地区H55地点ということになる。このようにグリットを設定 してか

ら、適宣にグリットをほり、遺構が確認 されたらそのまわりを広げていくという方針をとった。調査中の

記録 としては、「調査日誌」「調査記録」「住居址調査 カー ド」「古墳調奪力=ド」を使用しな。

なお、こまかな調査方法については、「長野県中央道埋蔵文化財発堀調査指針」という小冊子にまとめ

それをもとにして調査を進めている。

また、調査中、調査員の努力によって「調査速報」を日刊で発行 し、作業員の方々に発掘調査・調査結

果について理解 してもらった。
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Ⅱ I伊那市西春近地区の概況

西春近地 区の環 境

:伊那市は、源泉 となる諏訪湖から南下す る天竜川 に、南アルプスの沢水 を集めた三峰川の合す るところ

にあり、伊那盆地北部の地域的中心地帯で もあ|る 。|       : 1

天竜川 を中心に、東の南アィレプス、西の中央 アルプスにはさまれて南北 に細長 く続 くミ伊那盆地 は、中央

線 と飯田線の分岐点辰野から、美 しい渓谷で知 られる天竜峡 までのほぼ80bに ,わ たる袋状 の谷盆地で東茜
のアルプスを申心 とす る山岳部の隆起 と、盆底沈降の力関係 による衝上断層・天竜川 とその支流 による浸

食作用などにようた造盆地形は複雑でまた美 しい変化 をも見せている。中で も特徴的なものはヽ山岳部の

急峻 な山肌 から、盆底めがけて供給される1土石 によった扇状地形 と、扇状地形 を衝上断目が切 り、 または
天 竜川や、大 きな支流|の差別浸食から形成 された河岸段丘 のい く段 ,に も重ね られた景観 であろう。 11
伊那盆地北半は、行政区画で上伊那郡であるが、地形的 にみれば辰野 を頂点 として、小黒川 までの天竜川

以西 に広がる扇状地形 と、三峰川に影響 される合流地点一帯、天竜川以東の段丘地形 を結ぶ三角形)人の上

伊那北部 と、大田切川・中田切川・与田切川などの深 く、荒 々 しぃ解析谷が、り‖東に平担 な地形 をほとん

ど造 らせ ないまでに、天竜川流路 を山裾 まで押 しつ けてぃる駒ケ根や飯島の南部地域。東西山麓の発達 に

よつて、盆底のせばまる中部地域 とに区分す ることがで きる。

伊那市は、北部地域が最 も範囲を広げ、三角形の底辺 にあたる二帯。つまり天竜Jllと 三峰川 による段丘
と比較的若 い氾濫原 を中心に、手良地区、美篤地区・富県地区 0東春近地区が、また小沢川、小黒川の広

げた扇状地形面 を中心 にする西箕輸地区 と、中心部の伊那押区があり(地形的な区分では中部地域 とす る

谷巾のせばま
1っ

た天竜川西岸扇状地形面 を占拠す る西春近地区からなってい る。広域・東西21.5km、 南北
17.5 km周 囲 115km、 面積 208。 75kmを 計る伊那市は、人口 50000余 0かつての三州街道伊那部宿 を中核 とし

て発展 した伊那町とt周辺の村:々 を合 して、昭和29年 (後 40年 に西春近村も含めるようになる)市制をし
いた上伊那地方の中心的役割を持った田園都市である。           i l    、 1
伊那市西春近地区は、伊那市西郊の農産物供給地帯である。幕藩時代の小出村・沢渡村・表木村 :赤木

村・諏訪形村・下牧村 6カ 村が明治 8年合併 して西春近村となり、昭和40年伊那市へ編入 して現在に至っ
ているも中央アルプス西駒ケ岳の前峰1749mの権現山の山装 から、天竜川にむかって流杵出る1沢りIIの押 し出
しや、上述の山肌の供給する土石流によった山麓部から東に緩傾斜する扇状地形面と、治水によった旧天

竜川氾濫原面が、生産場面とな1つ ている農業地帯であ́る。山麓部から天竜川を見下ろす扇状地端部までは

養蚕が盛んでくまた天竜川1日 氾濫原は米どころであるが、地区ゴL端・旧伊那町との境界であった小黒川・

地区中央を縦貫する犬田切川、南部を流れる藤沢川の灌漑によったぃくっかの用水路開発の結果・現在で

は上段扇状地帯の水稲耕作も盛ん|に なった6‐方下段天竜川旧氾濫原|を 国道 153号 バイパスが1通過してか
■らはt伊那市街道地区の延長として企業進出も急で、かつての純農村西春褥の●もかげをなくしもっぁる。
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||1典道 |1日 ill_i後 の J‐也域の変貌は ル1貝」しがたいが、バイハス通過後以 11の 発展が約 束されよう。

山麓部か弓ズ r仕 川に|[liむ 扇状地 1面 の喘部までと、 ド段の天竜川沿いの 1`4坦 1面 とではかなり気象状況 にち

がぃがあるt、 扇状地 i面あ 方が標 lⅢiの lti t｀ こともあるが1カ ||オて、 ド段の平坦 1面 は天 竜川の影響 が大きく、

1211 tt ril時 、地 1粕ヤi端 にあり、1也 形全f本 が1憐 本1■ |‖ liNl^方 面へ傾斜|す る不||「遺跡で人雪 に出逢 ったが、その

H、いの ド「受` |え 坦 1白 iに ほとんど
′
E・ 不Jiを 認めなかつた , li段扇J人 J也 1白iを は う風はかなり強いのに、 ド「史 F`坦 i面 は

風を感 じないこともある(、 |り 晰春近地区 |「段 は ド段 にくらべて風
′
疇
・
強 く、下段 はおだやかな気象現 象を示す

ll地柄 といえるt,

l卜 蝠重サll地 1勺 18遺 r亦 は、 |十iか らいえば t :大旧明川1扇耳大地のJヒク需に接す る和 千遺力跡から、I LI麓 か I LJ麓 に
'二

い

扇状地 1形 1面 の扇測 ド引
`を

占拠するものがほとんどで、太IJ切 川の扇状地形面に立地す る本裏原から白沢原・

り「沢 |||や その 支流 にようた利||ケ 谷など、発達 した大きな扇状地形 i面 11の いくつ かの遺跡 が、扇 丸劇
`を

占拠

している。遺力跡 1ヽ地が ll述 の扇状地形面 11で あるため、山麓劇
`か

弓の 土 石 流 ない しは、1ほ 石の 多い砂礫

ワ1成 層 11に 形成 された遺 r亦 が 多く富士 |||ド ・南庄A・ JLtt B・ 名廻 ・J成平遺跡で検出 された遺梓f以外は人

部分が複雑 な成 |ぼ 中から発見されている。また中には自沢原遺跡 のように、きわめて新 しい近世の土石流

を|プ くかぶる遺跡 もあり、新 しい土石流成層より2γ 3m下 に糸電文時代の遺物包含層を持つ所 もあつた。

遺構の得l察 をしやす くす るローム層中、切 り込む所がす くなく、特 に小戸沢川以北の細 ケ谷 B遺跡以ゴbよ

片状 ホルンヘ ルス帯 にのっかる成層中に遺物が包含される例 が多く、その場合、ホルンヘルス礫 算や、砂

粒状 に破砕 されたもの と、少Jこ の
.ロ ニムの混 じつたもの、その他の―Lの混 じつたものなどかなり複雑 な土

Tlと なつているさまが観察 されたも
(′言沢 )

西春近地区の遺跡  (Ⅸ11)

|り 晰春近地区で現在確 :i忍 されている遺跡は80ケ所を数えるg全体とすれば天竜川にむかって束に傾斜する

扇状地面、段 |■ 面 [1に 分布するが、精密で総合的な分布調査が今後なされゝば、特に藤沢川以南の下村・

ド牧部落や、判‖沢部落などで遺跡数増カロの可能性がある。

伊那谷全体がそうであるように、山岳部が終らて盆底地形に移る山麓線、つまり多くの場合扇げ〔から扇

測部にかかるあたりに帯状に連続 して遺跡が分布 し、扇央部が薄 く、扇端部に濃 くなる現象がここでも認

められる(1た だし現に扇状地形を解析 しながら天「こ川に沿 ぐ支流の岸辺付近は一般的に分布の密度は高い。

中央道用地を中心にすれば、全遺跡数の10ツ )弱 が中央道用地西方にあるが、他はすべて東下方に立地 して

いるぃ全体地形 11の |た 分でいえば、現在のところ ド段の天
'こ

川旧流路の平坦面には 1ケ 所も遺跡は確認さ

オ■て tヽ なtヽ 。

各遺跡 については挿 1双11と 、後掲の遺跡 一覧表によられたいが、80遺跡中の 3ケ 所は遺跡分布図へ点が

落せないので省n各 してある。小黒川 11流 の天狗 L「天狗 ド遺跡 と宮の原部落 Lの 百駄刈遺跡から林道を500

nlほ ど昇った山腹で、準「|じが可発掘中に作業itの武 1刊 久雄さんが灰釉ナ宛を見つけた山王遺跡がそれである。

80遺跡中め内訳は、旧石 2卜 を|ピ:す もの 2、縄文 lill明
9、 縄文前期 7、縄文中期62、 縄文後期13、 縄文暉

期

6、 11:生 後l馴 12、 土師器を出すもの41、 須恵器を出すもの34、 灰和陶器を出すもの26、 中世土器または陶
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磁器を111-す
~も

の11遺 r亦 となる。今||:|の 中 火道 |11地内調たの遺r亦 を除けば、いわ 10る 発堀 :り11住 は過 .11ほ とん

どなされることがないとい う状 ,兄 のもとでは しか といえぬが、 一覧 表でみ られるよ うに、発掘 ii周 査の行 わ

れた所では複数時りり1に わたる遺物 または遺構 が発見されているぃ この知兄に従 えば、 iルi春近地 |え L段 の扇

状地 と段丘面 Lに展開 した遺跡 は、古墳 とかまたは、たとえば ド牧経塚のよりに特殊 なものを除いて複数

|:11に わたる祖先進の生活の場 となったであろうことが予測 される。

ここで西春近地 |え にある主な遺跡 についてム、れてみれば、北の山本部落では部落 |十i方 の山本遺跡 があ
′
る。

剰L文 中・後り則の遺物・弥生式_t器 が発見 されているし、特殊なものでは部落の東、 ll村 の北 条遺跡で「1伊

り封S全域で も発見例のす くない須恵質の硯 が出土 してぃる。天 竜川の氾濫原 を臨む ll島段 |■ 面 11の L島 ド遺

跡では、土イや発明前の古い時 j明 の石器や、縄文前期の遺物 が、またその L段 の、山本部落へ通ず る道

を登 り切った段 |■端の 11島遺跡 は、縄文、奈良、平安時代の複合遺跡 であるが、縄文前 1明 の遺物の 多いこ

とで知|ら れている所である。 L島遺力跡の南方、東方部落の東端 、東方 A遺跡 では、西方高台 にある本城の

1対 係か、 |ll l壮 青磁片 が発見されているし、村岡の唐本弥 ヒさん宅付近 からは、中国渡来の宋銭が安 に入っ

たままで見つ かっている。城部落では小出あら城遺跡付近の舌状台地が遺跡 になってお り、縄文後期の石剣

ノi頭石斧などが出上 し、下島の小戸沢川に面 した薬師堂遺跡 は、縄文・弥生時代から中世 に及び遺物 が、

また天 r薔 川にむかって一段下がった唐本部落 には、縄文前期から平安時代 にまでいたる唐木原遺跡 と、大

田切川左岸に点在す る 5つ の古墳中、最 も低所 に当たる土盛円墳の唐本古墳 がある。

猪の沢川 に面 した沢渡 まで くると、縄文中期の好資料にめぐまれた南原遺跡 が、猪の沢川以南の柳沢部落

では、過去の開田の際縄文中期の住居址 がみつかづた。西春近地区は藤沢川以南になると地形は全体的に

南東に緩 るく傾斜するようになり、天竜

'|1旧

氾濫原 を限る西方の段丘崖 も、下小出や沢渡あた りまでのよ

うに、高 く急でななくなる。地形の緩 るやかになる表木原は、縄文時代から平安時代の遺物 を出す所

`ある。諏訪形地籍 はla~春近地区では遺跡分布が濃密な所 として知 られている。平安時代の住居址や豊富 な遺

物 を出 して注 |]さ れた′島井田遺跡 や、複 合遺跡 として知 られる安岡城遺 1跡 がある。特 に安岡城遺赫ではこ

西春近地区では数す くない弥生後期・中島式土器その他貴重 な資料 を出土 させた住居址 が発見されており

一方中世城郭址 としての遺構や、それに関連する中世陶器・内耳鍋 :宋銭 :ふ いごの口・茶 Fヨ などが発見

され資料性の高い遺跡 といえる。

西春近南端の下牧部落には、平安時代木から鎌斜時代初期に比定 され 量 質 をほこる遺物 を出

経塚で有名な東塚・西塚がある。東塚では鳥と植物の図柄からなるために、たとえば「松1食鶴鏡」

菊花飛雀鏡」などといわれる和鏡 7面、刀子12本 、鋳鋼製経筒 1本が、また西塚からは、和鏡 4

11本 、経筒 1本 がそれぞれ発見されている。

西春近地区の遺跡 を概観すれば、西山の山麓付近、標高 700m前後の扇測部を中心 として帯状 に連続す

る 一群と、扇状地形面の東側、天 竜川旧流 などの差別浸食によった、ちょうど扇状地形面の端部から東に

かけて展開する段丘面の端部にかけて広がる遺跡群 とに大きく分けることがで きる。っ まり西春近地区の

導跡の分布は、天it川 に平行 して山つけと、天竜川旧床 を見下ろす段丘面 Lに並ん で いることになる。

一方天 竜り||に 注 ぐ支流沿 いにも遺跡 はあるが、数はす くない。また支流 によって糸従長 に切 られた地形 をく

1つ のプロックとして眺めると、猪の沢川と藤沢川に狭 まれる柳沢から下 /1ヽ 出の区画 には極端 に遺跡数が

減少 して くる。調査不充分の結果 と思われる。                    (宮 沢 )

し、下牧

とか、「

面、刀子



西春近地区遺跡一覧

C青1中央道  (8677)

C青1中央道  (8674)

薬 師 堂     1下  島

一-24-一



No 遺 跡 名 所 在 地
晰
器

文 時 代 弥  生 奈良平安
中世 備 考

草 早 一副

´
中 後 晩 ユ則 中 後 土 須 灰

唐木原 唐  木 ○ ○ ○ ○ ○

唐木古墳 ○ ○ 畠楽臭岩堅8295)
44 ゴヒI■ B 木裏原 10746外 ○ 〇 ○ 中央道  (8671)

ゴヒ」■A // 10746タト ○ ○ (8659)

ゴヒ」血C ク 10746タ ト ○

南丘 B 10746タ ト ○ ○ 中央 道 ・石 製 模 造 品
(8666,

南丘 A //  4105
○ ① ○ ○

，
○ ○ (8667)

南丘 C 10746 ○

眼田原 |
沢渡 4996 ○

山の神 ○ 〇

上 の塚 ○ ○ 8× 10m古墳 ?

沢渡南原 ○

下小出平 下小出 ○ ○

天 伯 原 ○ ○ ○ ○ (2286)

南 村 柳沢4401 ○ 住居址  (8668)

東  田 ○ ○ (2283)

58 天  イ白 下小出 〇 ○ (2281)

59 下小出原 柳  沢 ○ ○ 〇 ○ (2284)

井の久保 井の久保 〇 ○

表木原 表 木 ○ ○ ○ 〇 (2289)

山ノ下 諏訪形7225外 ○

菖蒲 沢 //  7806タ ト ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 中央道 (2293,8669)

富士山下 7876タト ○ ○ ○ ○ //  (8670)

富士塚 // 7813外
○ ○ 横穴式石実(8661)

″雪力巨タト1 ○ ○ ○

″
=力

亘タト2 ○ ○ 〇

鳥井田 7157 ○ ○ ○ ○

高遠道 諏 訪形 ○ ○ 〇 ○

習嘉近南小学校 ○

安岡城 諏訪形 ○ 〇 ○ ○ ○ 品 |

茶臼 宋銭 (2291)

72 城 の腰 ○ ○ ○ ○

横  吹 ○ ○ ○ ○ (2292)

74 和 手「 荒井7891外 ○ ○ ○ ○ 〇
|

○幅 中央道

75 上手南 ○ 〇
|

86 宮入口 ○ ○ 〇
|

(2290)

ギ|  オ寸 ,「テ:｀ ○ 〇
|

〇
|

下  牧 下  牧 〇
|

○ (2294)

下牧 経塚 禁探ミ穫鶴計筒、刀子

山  王 宮ノ原 〇
|
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Ⅲ 調査 遺跡

和手遺跡

1)位 置 (図 2,写 1)

遺跡 は、伊那市西春近7891丁 7893番地 にある (図 20写 1)。 西春近地区南端のカイツケ沢の押 し出 し

た扇状地形面が、西から南東 にむかって延びているが、その扇央部 から扇端部 にかけて和手遺跡 が展開 し

ている。このあた りは地形全体 が宮田村側へ傾斜 してお り、傾斜面一帯 は桑園を中心 とす る畑地である。

西春近山麓帯状遺跡群中の最南端 に位置す る本遺跡 は、標高 680-685mを 数 える。

遺跡 の南 には、上手南遺跡 0東 には諏訪神社東 に宮入 口遺跡 ・その東方、部落中ほどの段丘南端 が、中

世の安岡城址で縄文中期・弥生後期・土師・須恵・ 灰釉 ・中世陶器・宋銭 など多種の遺物 が知 られている。

過去の分布調査では、本遺跡で縄文中期土器・土師器・須恵器が出土す る複合遺跡であると記録 されて

いた。

今回の調査 は、中央道 が遺跡の中央を通過す るため行 われたもので あるが、分布調査でおさえられてい

た範囲より北側 に遺物 が 多ぃため、調査地区を広めにとった。 45100を AA基 点 とし、 C Y32-65ま でグ

リッドを設定 した。場所 によっては地層々序 も異 るが、遺構 の集中 した
‐
C区では、耕± 0黒色土・黒褐

土 l・ 黄褐色土の順 の層序 を示 している。 (辰野 )

2)遺 構 と遺 物

ア弥生後期の遺構 と遺物

ア) 4号住居址 (図 11・ 79,写 205)

遺構 調査地の北縁台地上に位置する。近接の遺構は西に 5号 住 居址、北 に 1号 竪 穴がある。プラ

ンは東西 450cm南 北 400cmの 隅丸方型で褐色土層の中へ堀込んである竪穴住居址である。壁は垂直に近い

もので西と北は高 く東と南が低い。西壁の一部に大 きな石がはまり流れの跡を認める。床面は僅かであるが

西より東へ傾斜 していて固く叩いてあるが凹凸がある。又西側は流石の為荒れている。柱穴はほぼ等間隔

で明確である。炉は中央より北寄の処に位置する。下部の欠損せるものを使用した埋 甕 炉 で 、内部より

は小量の炭化物 と炭が出土 した。其の附近床面は赤 く焼 けて固い。

1遺
物                           ヽ

埋甕炉に使用 したものは弥 生 後 期 の 中 島 式のもので焼けてもろい (図 79の 2)。 覆土ならびに床面

上よりは、カメ (図 79の 1)、 ツボ等いずれも破片であるがかなりの数が出土 した。   (根 津 )
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イ) 8号 住居址 (図 11079,写 20508)

遺構 造跡北部の台地上にあって、 4号住居址の南に位置 している。砂質黄褐色土を基盤 とし、東西 400

cm、 南北 380cmの 経をもつ円形竪穴住居址である。壁は垂直に近い傾 きをもって堀 りこまれ、北西部は45

cmと 高いが、基盤の傾斜により南東部では12cmし かない。床面は、南側の一部に叩き状の竪い面も認めら

れるが壁より中心に向かって、わずかに低 くなっている。柱穴は 5個で、壁に沿って等間隔に並んでおり

いずれも15～ 20cmの深 さである。住居中央よりやや北に寄った位置に埋甕炉があって、径20cmほ どの底部

を欠存 した甕 と・さらにそれを二重に包むように大きい甕 と二 個 体 分が使用 (さ れている。炉の内部には

小 さな土器片 と木炭片が検出され、床面にも炉を中心にして炭化物が散在 している。

遺物 炉甕 (図 79の 6)の ほか甕 (図 79の 7～ 14)壺の破片が出土 しておりぃずれも弥生時代後期座光

寺原式であるが、石器は出土していない。

イ.奈良時代の遺構 と遺物

ア)2号 住居址 (図12:76,写 305)

遺構  西か ら東 に強 く傾斜する台地の南縁近 くにあり、 2～ 9号住居址の群の中で は最 も東の低い位置

に占地 している。西壁は 3号住居址の貼床の下に検出された。 410× 490cmの 隅丸方形竪穴住居址で主軸

方向は東南東 をさす。壁は褐色砂質土 をやや斜めに堀 りこんであり、壁は西30cmと 高 く東 に低 くなって東

壁はなくなってい。。西壁中央 に石組 カヤ ドがあるが、石は 3個 しか残 ってお らず しかも動 かされた形跡

が うかがわれる。床面の状態は、砂質土のためやわらか く、不安定である。 4主柱穴 が対角線上 にある他、

住居址 中央 に直経30cm深 さ25cmの ビッ トが、カマ ドの南にも直経30cm深 さ20cmの ピッ トがある。

遺物 土器のみで石器はない。土器は土師器 と須恵器である。土師器ではカィ (図 76の 1～ 5)が多 く

ナ不は小片 が数点出土 したのみである。須恵器 は杯の小片 で ある。

イ) 3号 住居址 (図1307607702030221,写 3・ 405)

遺構 遺跡北部の台地上、 2号住居址の西 に隣接 して、一部 を切 り合っている。t北西より傾斜す る砂質

黄褐色土を基盤 とする 480× 480cmの 隅丸方形竪穴住居址である。壁 はほぼ重直 に堀 りこまれてお り、西

壁は30cm、 北壁 15cm、 南壁14cmの 高さをもつが、東壁は認め られない。床面は平 らで、東側の一部は 2■

住居址 を埋 めてつ くられてお り、部分的 に堅い面 もみ られたが、おおむね柔 らか く、 さらさらしている。

柱穴は西側 に 2個 と南東隅に 1個の 3個 しか検出されなかった。西壁中央に接す るあた りには石鹸 ミ土力

マ ドがあるが、保存が悪 く、崩れて粘土 と焼土の混 じりが床面 に散在 している。床面 よりわずかに低 い所

には、70cmほ どの範囲に、20cmほ どの厚 さで火床 と思われる焼 けが認め られる。またその南 にも別の火床

と思われる焼 けがみ られ、壁の外へわずかにはみ出 した状態であった。

遺物  カマ ド内より十字の墨書が入 った土師内墨杯 (図 77の 2・ 3)の ほか、国分期土師甕 (図 76の 6)

壺、内墨ネ (図 77の 1)と 、須恵器の壺、罫 (図 76の 4～ :6)ミ 瓶小片 が、、また床面上カマ ド北側 より敲

打器 1(図 203の 2)が出土 した。鉄器は床画より釘 0か すがいと思 われる鉄片、紡錘車の軸 と思われる

もの (図 221の 1)の各 1点が出土 している。
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ウ)｀ 5号住居址
:(図 13077,写 103)   :  :  `   '1' l i  :

遺構 台地住居址群の中央で、西に6・ 709号 と奈良期の住居址が違 りo東に4号 1弥 生期住 居址 が

存 在 し、
「

南 は 8号 弥 生 期 住 居 址をlm下 に見る斜面に、 370× i360cmの方形竪穴住居:址で砂質

褐色土に堀 り込んでドる6壁は西で43cm、 東で15cmで南ゴヒ共傾斜で東に低い。壁面はほぼ垂直に堀 りこ―ん

でいる。床面は貼床 とは見えぬが、1硬 い粘質1土層の
｀
ためしづかりし“でいる。西壁中央に近い床面に40cm‐四

方位で、深さ5 cmの 凹地があり
`(1焼

土と炭化物が黒土に混入 して、落込んでいたが暖房用炉跡であろうかb

柱穴は東北と東南の隔に二本検出したのみで、西側は発見出来なかうた。カマドは東壁中央に石組粘土で

比較的しっかりして残存|し ているιt個 の石を立てて支脚石 として用ぃてそれを粘土で回てあらたが、天

井石は床面に崩れている。                   |    :         ｀

遺物 土器のみで石器 0鉄器はない。土器は土師器と須恵器があり、須恵器1不片は床面より、土師器甕

(図 77の 7)は カマ ド内より、また土師甕 0壺 (図 77の 8)、 メの破片はがヤ ド周辺より出土 している。

工) 6号 住居址 (図12077,写 103・ 5)  '三  i l    ‐     1
・
遺構 台地斜面の住居址群の上部で、

｀
西は7号住 :・

i東
に低く 51号住に接する。 400× 」70cmの方形竪穴

住居址で、西壁40ё i、 東壁14cmと 自然傾斜の強い場所とならてぃるも壁面は砂質褐色土層のため、良好だ

がt'多少胴張状 となっている。柱穴は二本確認できたのみでt床面の西側 と東南の隅が大 きな落込みにな

っているので柱穴はこの部力にあったものと思われるが、検出出来なからた。その外の床面は良好であるき

―カマイドは東壁ほぼ申央にあり石組粘±1カ ヤ ドであるが、かなりくずれている。́
ごヽ        ん

遺物 床面には須恵器片が多く、11土師器片は少な
'か らた8カ マ ド内に粘土に貼 りつけたのか落込んだも

:

のか不明の状態で須恵器片、ヽ土師器片が同量位い1出土 した。土師器は壺 (図 77の 91),I甕 (10):t須 恵器は

高堺 (図 77の 13)、 不 (11)、 蓋 (14)、 甕 (15)で あるし '

オ)7号 住居址 (図 14,写 1・ 304)  `  :

(辰野 ):

遺構ヽ遺跡西端のC T36～ 39で 、砂質黄褐色土を堀 り込んで発見された 350文 310Cmの 隅丸方形プラン

の竪穴式住居址である
.:西

から南東にl傾斜する地形面に構築されているため壁は西高東低 どなる。l砂
質の

上を堀 り込んでいるだめ、床面はあまりよくない。北東隅に1本の柱穴が確認 されただけであるがそl南東

隅に5個のi自 然石 (1う ち 1は砥石)が中を空ける形で置かれてあちたざ
:柱

礎であろう。東壁中央 に1石組カ

:遺
物,床面 ぎヽ覆土ともに発見されているが少量である

1:土
師甕 (図 78の 1)、 土師壺 (図 78の 2)、 :須

恵増 (図78の 3)`、 土師罫 (図 78の ,4´ 15)ギがある。柱礎囲みの中の砥石 ,(図 :203の 31)があ
:る

6[

i f`力 )''9号住居llL (図 14073,写 5):|  ‐ 1:|             ::

:遺構 ■遺跡西端めCW37ん 40で 、
‐
砂質貴揚色土を堀 り込んで発見された3901× 340cmの、隅丸方形 プランを

示す竪犬式住居llLで ある。 7号住の北隣にあり
`、

ほとんど同じ地形の上に構築されているg床面は比較的

良好であぶ。柱穴は北東と北西に 1本づつある。西壁中央に石撻 ミ土カマ1ドが構築されている
・
♂ il_
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遺物 床面、覆土 ともに発見 ざれているが少量である。土師には図78に示 した甕 (607)、 塚 (8‐

10)、 須恵:不 (11)で ある。                           (福 沢 )

ウ.中世の遺構 とその遺物

ア)1号 住居址 (図 140780203,写 4)

遺構 台地 の南縁 に楽曇 され、褐色土 を堀 り込んだ南北 370cm、 東西 290cm程 の隅丸方形 プランを呈す

る竪穴住居址である。壁状態 は地盤 が西から東へ傾斜 している為 に、西は高 く、東は10mに も満 たなくt

砂質褐色土の為 にザ ラザ ラ1し てお り、常 にくずれやすい。床面は褐色土の叩 きで、多少の凹凸を認める。

東壁、西壁近 くに、多量の焼土 と炭化物のブロックを検出 している、これは一種の灰捨場的たものであろ

う。柱穴 は不規則 で、床面 と住居址 をとりまくようにして点在 している。

遺物 土器、陶器、石器が出土 し、その量 は少かった8土器は床面出土の内耳土器片のみである。陶器

は床面 より古瀬戸 (図 78の 14)が出土 している。両者 とも細片であるために器形 は判別で きない。

石器 (図 203の 1)は覆土 より磨石がでている。

その他 t金属器 として鉄片 がある。遺物 からして、中世の住居址 と思われる。

ィ)lo号住 居址 (図 14078:写 4)

遺構  1号 住居址の北側 に接近 して発見 され、南北 2́60cm、 東西 310cm程 の隅丸方形 プランを呈す る竪

穴住居址である。壁は 1号住居址 と同様 に西が高 く、東が低 く、常 に崩壊 しやす くなっている。床面は褐

色土の叩 きで あり (但 し、 1号住居址 よりも良好 )多少の凹凸を認 める。西壁の近 くに半円形の落込みが

認められ、中より多量の炭化物 と焼土 を検出 し、炭化物の中に1ま柾 の実 らしきものも発見 された。

遺物 覆土 より出土 した内耳土器の破片 (図 78の 15016)の みである。        (小 池 )

工 その他

ア)1号竪穴 (図 13)

遺構 東に傾斜する台地上にあり、調査区の北端に住居址 とはゃゃ離れて存在する。黒土層は薄 く20cmほ

どで褐色土に至る。プランは250× 250cmの 隅丸方形で、褐色土を堀 りこんでいる。壁は垂直に立ち、ゴヒ

に高く南に低い。床は軟 らかく小 さな山凸がある。東側で耕作による攪舌Lがみられる。

遺物、土器のみで全て弥生時代後期の甕、壺片である。

3)ま とめ

カイツケ沢の押 し出しによって形成された扇状地上に営まれた和手遺跡では、弥生後期の住居址 2軒 と

竪穴 1基、奈良時代の住居址 6軒・中世住居址 2軒が発見された。
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弥生後期の住居址 4号は方形 プランを示 したが、 8号住居址 は円形竪穴 プランを示す特異 なものであ|つ

た。 ここから北 に続 く山麓線 を 600mほ ど行った富士山下遺跡で も円形 プランの住居址 が 1軒見つかって

いるが、伊那谷ではこれを含めて 3例 になる。

奈良時代の住居址 は 6軒が群集 して見つ かっている。カイツケ沢 に面 して南 に傾斜す る、 日当 りのよい

所 に占地 している。用地外西方 に集落 は広がるもの と考えられる。

中世住居址 は、カイツケ沢右岸 になり、弥生 0奈良住居址群の反対側 にある。 2軒が並んで発見 されて

いる。

同一遺跡 における住居地区の占拠の仕方が、時代 によって異 って くるのは興味深 いことで ある。生活態

の変化 を物言吾るものだろうか。

408号 住居址の遺物 は、後期座光寺原式 と中島式両方の要素を、文様構成の中へ含んでいる。甕埋土

器でみれば、中島式通有の斜行短線文がめ ぐるか、 3段 で 段数 が多 く、また波状 文の段数 も多い。8号住

/Jヽ形甕 には口唇 に亥J目 を加 えている。伊那谷南音5地方 とはいささか異 る要素 を含んでいるわけで ある。l

(辰野 )
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2

(図 3,写 7)

富士 山下遺跡

位 置

富士山下遺跡は、伊那市西春近7816の 2-3番地に所在する。 (図 3写 7)。 諏訪形 部 落西方の藤 山

の東麓に出張 る東向き?官地上に位置 している。山際に接 しているため傾斜も比較的強い。標高690～ 695

mを数 える。       |

藤山東麓に展開する斜面には、地形的には本遺跡 に含まれるが、特殊な遺構 ということで独立 させた富

士塚遺跡が北に、またその北側には藤沢川南岸まで延びる菖蒲沢遺跡が続いている。山麓の斜面を南へ行

くと和手遺跡がある。

過去の分布調査では、縄文中期の土器・石器・須恵器・灰釉陶器が出ており、縄文中期から平安時代に

かかる複合遺跡が包蔵 されているだろうと結んでいる。                     :
中央道が遺跡の中央を通過するため、今回の調査にたったが、分布調査でおさえられた範囲外でも遺物

が採集
・
されたので、広めに調査区を設けることにし、 45570mを AA基点としてc039-59ま でグリッド

を設定 した。遺跡の南・北側では地層々序に相異があるが、南傾1では・耕土・暗褐色土・ロームの順 に堆

積 しており、縄文中期の石組遺構・土墳各 10弥生後期の住居址 10奈良時代の住居址 1・ 土渡・口ニム

マウンドが発見1さ れた8、十■._

遺構 と遺物

ア 縄文中期の遺構 と遺物

ア) 3号 土墳  (図 160写 7)

遺構  1号住居址 に隣接 してその北側 に発見 されたローム層 を掘 りこむ南北 150cm、 東西 120cmの 楕円

形 プランを呈す る土渡である。壁は、北 と西で垂直であるが南は緩やかに傾斜 している。床よりやや浮 い

て径 10cm程の花商岩が置 かれてお り、この周囲から遺物 が出土 している。遺物の出土状態 から́見て、一種

の土器捨場で あろう。

遺物 縄文中期加曽利 E式土器の深鉢破片 が出土 した遺物の全てである。 (小池 )

イ)石 組  (図 17)

遺構 1東 に傾斜する台地の北緑で先端近 くにあって、 2号住居址の東 6mほ どの位置 にある。ローム上

に炉 と思 われる焼土 をともなう石組があ り、これを中心 とす る径2.50mほ どの円周上の南側 に径 15cm位の

石が点々と並んでいる。石組を炉 として住居fILと 考えたいが、壁および柱穴 が見つからなかったこと、床

2)



面は柔 らかく不安定であること、土器の出土量 が少 ないことなど確認 を欠いている。

遺物 石器 と土器がある。石器は全て黒曜石の景J片 でその出土量 は多い。土器は縄文中期加曽利 E式土

器の小破片若干である。                              (辰 野 )

イ。弥生後期の住居址 と遺物

ア) 2号 住居址 (図15080の 17097の 102,写 8)

遺構  山際の東 に傾斜す る台地基部で、暗褐色土か ら切 り込む円形 プランの竪穴住居址である。径 4.2

mを 計 るもので、壁は西高東低 になり、東で 9 cmあ る。床面はタタキがきいて良好で ある。柱穴 は 3本が

確認 された。床面 Jヒ西寄 りに胴部だけを残す甕 を埋 め込んで炉 が しつ らえてあり、付近 には焼土 と灰炭が

散舌Lし ていた。

遺物 床面・覆土 ともに出土 しているが、量 はす くない。床面では炉 ガメ (図 80の 170写 8の 38039)

と、断面四角で長細 い硬砂岩 を使い、 4面 に凹みを入れた凹石 (図 97の 1)が ある。   (根 津 )

ウ 奈良時代の住居址 と遺物

ア) 1号 住居址  (図 150800810900214、 写 8)

遺構 北東 にかなり急に傾斜す る台地の南縁項部 に発見 され、ローム層を掘 りこんだ 430× 430cmの 方

形竪穴住居址である。壁は西 に高 く東ではなくなる。北東の隅には壁の代 わ りに用いたと思われる花間岩

が散在 している。床面は褐色土の貼床であるが、部分的に景J落 してお り、カマ ド付近で最 も堅 く他 は比較

的軟 らかい。柱穴は西側 に 2本検出で きたのみである。カマ ドは東壁ほぼ中央 にあり、石組粘土 カマ ドで

ある。粘土は南側 は良 く残 っているが北 は くずれてお り、カマ ド内側 から補強 に用い られたと思 われる土

器片 が混入 している。袖石は残存す るが天丼石はなく、煙道 は不明である。

遺物 土器では土師器 と須恵器がある。土師器は甕 (図 80の 1～ 6、
t図

81の 3)内黒ナ不 (図 8oの 7～ 10)

須恵器は郊 (図 80の 11～ 14)甕 (図 80の 15)壺 (図 80の 16)が ある。石器では石皿 (図 90の 17)がカマ ド

(小池 )横 から出土 している。

工 土渡 とマ ウン ド

ア)1号 土渡  (図 16、 写 7)

遺構 造跡北東端で発見 された、80× 120cm、 深 さ60cm長方形の土渡である。壁は垂直 に近 く、底は平

担。ロームの混 じた黒褐色の覆土がある。遺物はない。

イ) 2号 土渡  (図 160写 7)

遺構 遺跡 ほぼ中央の、奈良時代住居址の東側 AG O AH55056グ リッ ドにかかって発見 された。径 1

m、 深 さ40cmの 円形 プランを示 している。壁面 2段 になっている。遺物はない。
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ウ) 4号 土渡  (図 16)

遺構  遺跡 南側 ので弥 生後期住居址の西側で発 見 された 140× 70 cm、 深 さ56 cmを 計 る長方形 プ ラ ンを示

す土墳である。壁 は垂直 に近 く、底は平 に作 られている。遺物 はない。

工) 1号 マウン ド (図 16、 写 7)

遺構 遺跡 の北東 01号土墳 の南側 にあり、 170× 90cm三角形 0 150cm径円形 の 2つ のマウン ドを連続

させ るもので、高 さ20cmほ どある。音

`分

的 に異 るが、ローム・ローム混 り褐色土・褐色土・ローム混 り黒

色土・黒色土の地層々序 を示 している。三角形 をなす北側のマウン ドは西側 は1.20m径 ・深 さ35cmほ どの

土渡 をつ けている6遺物 はない。

オ) 2号 マウン ド (図 16)

遺構 造跡北東端、 1号土墳 の西で発見 された。 2m方形・ 2× 3mのヤウン ドを連続 させて方形のも

のは lmの深 さ30cmほ どの墳 をつ けている。方形の方では、ローム・黒褐色土・黒色土・ロームの順 に重

ね られている。 遺物 はない。

力) 3号 マウン ド (図 16)

遺構 造跡北端 2号マウン ドの西で発見 された。 2oo× 125cm、 高 さ30cmの ヤウン ドで、Jヒ側 を 270cm

深 さ 140cmの墳状 にくばめてある。マウン ドはロームの上へ褐色土、その上ヘ ロームを重ねるものである。

遺物 はないσ

キ) 4号 マウン ド (図 116)

遺構 遺跡 の中央奈良時代住居址の北隣で発見 された 140× 80cm楕 円形のマウン ドで、北側 に 130× 60

cm j深 さ20cmほ どの渡 をもっている。 遺物はない。                  (福 沢 )

まとめ

藤山の東麓に広がる台地の上に遺されていた富士山下遺跡では、上述のように住居址 2軒、土墳 4・ マ

ウンド4基 が確認 されたもこの遺跡で注目すべきことに、弥生後期の住居址の問題である。それは弥生後

期中島式期に属する円形プランを示す竪穴の形態についてである。円形プランを示す竪穴住居址は今の所

下伊那で 1例、中央道木年度調査の和手遺跡 8与住居址がそうであり、都合伊那谷で 3例 を数えるだけで

ある。一般 に上伊那鬼芳ネの弥生集落の調査例が少いこともあるが、弥生時代の住居址発見数は僅かであ

る。従って発見例の少ぃものの中で円形プランのものをとり出しての考察は問題を残すが、伊那谷を全体

としをふた碁 |ご 貴重な資料である事に誤 りはない。集落の中の特別な家であったかも知れない。時期不詳

のマウンドがあるが、マウンドのゴヒ側に墳 を付属させるものが多い。それらの置かれた地形にもよるが、

マウンドの裾 に墳 を持つと言 うべきか、渡がマウンドを付属 させていると考えるべきか今後の課題である。

3)
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富士塚遺跡

位置  (図 3,写 9)

富士塚遺跡 は、伊那市西春近7813の 203番 地 に所在す る6・ (図 30写 9)西春近地区最南の諏訪形部

落のある一帯 は、西山の山麓が東 にむかつて裾 をのばし広大 な扇状地形 になって
~お

り、 この扇状地形面は

西山からの幾条かの沢水 に浸食 されて、縦長のい くつかの台地 々形 に分 けられる。藤沢川を北限 としてヽ

漕 蒲沢・富士山下 ・和手地籍 などがJLか ら南へ と続いているわけで ある。

富士塚遺跡 はこの縦長 に並んだい くつかの台地のほ ヾ中央 を占める位置 にありt西山裾近 くの藤 山の小尾

根端部 にありt先端 を遺跡 の北側 ・菖 蒲 沢 地 籍 との堺界をなす小川 によづて断 ち切 られたために、東か

らみれ《ぎ小高 くもり上 った残丘状 の地形景観 を見せている|。 つ まり西は藤 山の裾 に接 し、,東 にむかうて展

開す る扇状地形面 を見下 ろす丘 が富士塚遺跡の地形 となる。標高 690-695mを 数 えている。

ここは先 きにもふれたように、丘麓 を切って流れる小沢の北は、藤沢川南岸までの広い範囲に,菖蒲沢遺跡

が続 き、また丘南の凹地 を堺 に富士山下遺跡 が広がってぃる。_し たがつて自然地形面からの観察でいえば

富士山下遺跡 の中へ含め られてもよいわけであるが(浅間信仰 にまつ わる祭祀遺跡であるとい う分布調査

所ヽ見にもとづいて、富士塚遺跡 として独立 させたと聞いている。

このあた リー帯の山麓近 い所は、桑園・畑地 となっているが、第二次大戦中に開拓 された所で、それ以

前は山林・原野であった。

今回調査では、富士山下遺跡 との関連 もあるため、実際は富士山下遺跡内に入 る 45660mを 基点AAと

するグリッドをB Y38下 60ま で設定 した。残丘状 に張 り出す山麓部 と凹地 とい う徴地形上の起状 が激 しい

ため、地層力序 もまた複雑であつたが、山際では山麓からの転石礫 を多 く含む灰褐色土が30cmほ どあり、

その下 に20cmほ どの黒色土、その下 に20cmほ どの褐色土があり、ロームに続 く。一方丘端では褐色土の下

が軟質ロームにな り、数 10cmで硬質の中期 ロームに移行す る層序 となっている。     i:

発堀 は、分布調査所見 にもとづ き、丘端 を中心 にして浅間信仰 にかかわる遺構・遺物の検出に期待がも

たれたのだがヽ丘項では時期不詳の土渡 1基 がみつかるにとどまった :が山際で横穴式石室 1基 を新 しく

発見す ることがで きた9

報告は富士塚遺跡で一括す る必要があるため、土墳 と古墳 に小項 目で分 けることにした。 (唐 木 )

遺構 と遺物

ア 1号土渡  (図 17)

遺跡のゴヒ部 に位置す る、通称富士塚 と呼ばれている小高いローム丘のほぼ項上 に発見 されたプランは

3

2)
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150× 155cm、 深 さ70cmの 円形す り鉾 1犬 を呈 し、壁は緩 やかに傾斜 して、底部 は狭 い。覆土中にはこぶ し

大の礫 が 3個 と、小 さい木炭片 が点々と混入 してぃたが、遺物 は認 められない。また、富士塚信仰 に結び

つくようなものも認tめ ることはで きなかった。

富士塚古墳

ア)古 墳の築造  (図 18、 写10ご 11)

富士塚古墳は、 150× 540cmの長方形プランを呈す横穴式石室をもち、N15° Wに その長軸をおく。西側

の山麓裾が平担になる所、小高く東に突出する丘の基部が、東南東に向かって緩やかに傾斜するあたりに

ある。戦時中の開拓で地表は平 らにされて桑畑となっ:て おり、今回の調査まで古墳であることが知 られて

いなかった ところで、墳丘の状態などは確認することができない。また天丼石く側壁の 3分の 2(羨道の

大部分は失なわれている。

石室付近の地層を知るため、奥壁から長軸と平行に 1本 と、それに直交するように両側壁から1本ずつ

計 3本 の トレンチを掘った。東壁側の トレンチでは側壁の裏に詰めた黒褐色土の下に、古墳構築前に地表

面をなしていたと思われる、厚さ20cmの黒色土層が認められた。黒色土の下は20cmの褐色土で、 さらにそ

の下はロームとなっており、ローム面は長軸に沿って約 5° の傾斜をもっている。東壁から約 3m離れたロ

ーム中に褐色土の落ち込みがみられるが、落込みは連続 しておらず、:ま たその褐色土も、掘込みの基盤を

なすものとの続 きであることからして、周 ,皇とは認められない。以上、
'層

位から堆測すると、わずかな傾

斜地を利用 して長方形に掘 り込み、石室 を構築 した後、土を盛 り、墳丘 を作ったものと考えられる。なお

側壁は原地表面より15cm高い位置まで残 されているので、天丼石の置かれた位置はさらに高くなる|ま ずで

ある。

掘り込みは玄室中央部で深さ70cm、 約50° の傾 きをもって掘 られ、底部の巾は 200cmあ る。奥壁側はほ

ぼ垂直に近い急傾斜で掘 られ、その深さは原地表から計ることはできないが、ロニム面より70cmを みた。

また奥壁は床面よりさらに30cm深 く掘 り込んで据 えられている。羨道部ではローム面よりやや低いレベル

でたたき状の床を,認 めるが、耕作により掘 り込みの様子は定かでない。

石室構築に用いられた石は、主として花間岩の自然石で、大きいものは一辺が70cmを 越えるものから、

20cm程度のものまであって、大きさは一定 しない。奥撃 には最も大きく偏平な石が用いられ、側壁は一段

目に、奥壁から閉塞部に向かって、大きいものから順に据 えられ、 2段 目からは大小さまざまな石が不規

側に積ま'れてぃる。閉塞部近 くの側壁下段 目の石は抜 き取 られて両側 とも二個ずつ欠いている力゙、ここに

もかなり大 きい石が立てられた状態で置かれていたのでなないかと想像 される。      :
石室近 くの畑には花同岩の自然石で築かれた石垣があるが、これは天丼石や側壁の一部をなしてぃたも

のが開拓の際抜 き取 られ、石垣に利用されたと考えられる。大きいものは径 100cmを越えるものもみられ

た。

トレンチにおいて、裏積石は認められず、黒褐色土が詰め込まれているだけであったもまた茸石に利用

されたような礫 も、付近からは検出されなかった。  l              (深 沢 )

イ



イ) 内部構造  (図180写 10011)

長軸方向N15° Wを 示す長方形プランの横穴式石室で、残存する石室平面の計浪j値は、奥壁から羨道部

西側に 1段だけ残 る壁石までが5。 40m、 そのうち玄室部は3。 60m。 奥壁での本官床巾は1.40m、 閉塞部で 1。

20mを計る。羨道:部は西側の壁体が音5分的に残 るところから汲Jる と閉新 まで1.50mあ る。
・
高 さ90cm

壁体は、奥に70× 110 Cmを 最大とする3枚の扁平 0野面の花同岩を立て、両側 1段は羨道部方向へむか

って小 さくなる根石を並べて基礎 とし、 2段以上は扁平な大 きくても70cmほ ど、それ以下の野面石を小口

積みにしていくが、開拓の際の削 りとりや、耕作時の移動によって405段 まで しか残 されていない。

,いずれにせよ比較的扁平・小形な自然石をそのまま使用 しているところに特色がある。

棺床面は、大は50cm、 小は 5 cmに も満たないさまざまな、しかし一面を平にする礫の敷 きつめになってお

り、かなり几帳面な作 りといえる。本官床は 2コ の閉塞石 によって途切れて羨道部へ続 くようになる。

閉塞石の両側には、側壁体部の根石 が抜きとられた痕跡がある。ロームヘ落ち込む黒褐色土がそれを物

語っていた。

開拓、耕作による破壊が、天丼石、側壁、羨道部に及ぶため、内部構造全体 を復元的に把握することが

不可能であったが、残存部でいえば以上のような構造を示 しており、ちなみに設計企画が高麗尺を基本と

していたとするならば、巾4尺、長 さ10尺の玄室プランであったことになる。

ウ)遺 物出土状況  (図 180写 10の 44～ 46011の 48049)

「遺物は図18の 出土分布にみられるような状況のもとで検出されている。奥壁近 く、敷石の床 に密着 して

尖根鏃が11本、 (写 11の 48049)平根鏃が 2本。鏃束の反対佃Jで須恵瓶、壺。土師高不が並べ られており

玄室中央よりや 閉ヽ塞石寄 りにガラス玉47コ と、金鏡 3コ が集中して発見されている。玄室内では以上の

集中する遺物は、本官床面ないしはそれよりもわずか高いレベルで■土 し、他は高いレベルで散在 していた。

羨道部から須恵 (写 10の 44045)と 刀子が出土 しているが、刀子 (図216の 3)と 須恵 (図 83の 6、 写 13

の59右 )が、当古墳発見の契機となったものである。           |≒   ‐

当初は、富士塚 (浅間信仰の基壇)と しての祭祀遺構発見に意が集中していたため、たまたま羨道部 と

後になって確認された石積の一部が現 われたのであるが、その付近から須恵器メが出土 した。ナ不形をして

はいるが、よく観察するとその底部は通常のこの時期のメとは異なる造 り1に なっており、胴部 にみられる

一条の沈線は高メに多い例でもある。とすれば、本来は高ぶとして挽き出されたものであるが、何 らかの

意図にもとづき、脚部をつけずに底部成形がなされた特殊な器種とみるべきである。 しかも須恵器であって

みれば、近世隆盛をみた浅間信仰 とは結びつかない。ほどなく付近から刀子が 1本検出されるに至 り、特

殊な須恵器と刀子・石積違構を総合すれば古墳ではないかとの結論を得たのである。いずれにせよ、写 10

の44045で みられるように、閉塞石の元に置かれている須恵器は、奉斎の状態をそのままに示 しているも

のとして興味深い。

工)違 物  (図 8302160写 11～ 13)

遺物には、金属器類の刀子・錯・鏃・轡・金錬・ガラス小玉。土師器・須恵器の土器類とがある。
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刀子  (図 216の 2～
｀
4)。 それぞれが完全でないのではっきりしないが、 2:4が 玄室内で検出され

たも
｀
のでt刃区の鋤 きがなめらかになされ、全体からすれば角棟の重ねが厚い、幸造のものである。とも

に茎乖付近 に着柄時の本質を少量付着 させてぃる。 4は羨道部で検出されはものであるが、先幅を細め、
フクラ枯の鋒を持つや 大ヽ形の刀子である。

錯  (図216の 1)。 、 理段階に至って、中空洞の錯であること力洋J明 した。錆化が激 しく、発掘時に
は鉄塊であった。              ヽ                    1
鏃  (図216の 5～ 17、 写 12の 53054)。 尖根式 と平根本がある。尖根鏃は 5～ 12に鋒部 があり、これ

からすれば盤箭式である。13～ 15については不明。幸根鏃には、両丸造腸挟柳葉式の16。 両丸圭頭式の17
がある。

轡  (図216の 18、 写 11の 50)81轡金真の一部、馬の回中にIキ いり中央でくみ合わせ る2本からなる街
が素環状の鏡板にとりつけられた形状で発見されている。引手は錆腐消滅 したのか、当初から欠損 してい
たのかさだかでない。衛12.5cm、 素環鏡板は 4 clll径 を計る。

金録  (図 216の20～ 22、 写12の 51)。 3点 あるが腐食が著しく、はっきりしない面 もあるが、金同芯薄
金板でつつんだもののように観察される。欠損部からみれば中空のようにも見えるが、銅芯がさきに腐食
したものと思 われる。

ガラス小二  (図 216の 23～ 69、 写 12の 52)。 総撃 47′点になる。便宜的 に小玉で呼ぶが 、
いくつかの形状がある。 216の 37039064な どはあるい|キ 管玉の範鋳に入るかもしれない:

2～ 4 mm4登 、

紺・青色が多
く、緑・黄色 が続 き、朱色 に近 いもの もある6

土師器  (図 83の 1く 写 13の 60)。 玄室奥壁の元で横転 して発見 された高杯でぁる。上し較的浅い杯部内
面は黒色磨 挙こみがなされている。脚部が高 くて細い °

須恵器  (図 83の 2γ 6｀写 13の 55ん 60)。 2～ 4は、奥壁の元へ土師高杯 ととも 1子 並べ られてぃたも
の。 506は羨道部で発見 されている。 2031ょ 写 13の 55～ 57で みられる事うに、自然釉の厚 〈流れ落ち
る美 しい瓶である。胴部は別々に挽誉出された半球形椀状のものを中央で接合 して後 に口辺以下と合す成
形法が観察で きる。 2の底辺には焼成前につけられた窯印と思われる刻印がある。写真で もわかるように
窯底 に置かれた際の支え粘土が付着 したま ゝになっている。 4は 直口

零。できばえは良い。 5は対、 6は
先 きにもホれた特殊 な、おそらくは祭祀的な意図を持つ杯型須恵器である。       (唐 木 )

ま とめ

富士塚遺跡では、遺物を伴わないために時期不詳の土渡 1基と、封± 0石室の天丼 0狽J壁と羨道部をか
き取 られた横穴式石室を調査することができた。手がかりのない土渡は、関係項にとどめ、ここでは古墳
の調査所見を述べ、まとめにかえたい。

新発昇のものであるから遺跡名を冠する必要がある。そこで本跡を富士塚古墳と呼ぶことにする。
富士塚古墳は、西春近南端、諏訪形部落西方の藤山々麓に接 して張 り出す残丘の上にある。今回の中央

道用地内調査の折 りに新 しく発見された横穴式石室を持つ古墳である。封± 0石室の一部は欠き取 られて
おり、その全貌 ||つ かめなかったが、得 られた所見のいくつかは以下のようである。

3)
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1っ |よ 、比較的傾斜の強い中麓部に築かれた古墳封土は、当然置かれた周囲の地形・気象条件などにも
|:[■ i‐ i                           

・

関
`係 するであろうが、意外 1崩 れやすぃので |キ ないか ということである。残:卜れていた石室長軸5:40m、

短雫1149撃 .の平
甲

形を示すゃつ であ1つ てそ

'ば

ヽそ
:う

大きなもので |ま ないにしろ、す くなくとも短軸の長

さ以上の高さを持つ石室空間が予想される。だとすれば、天丼石を覆 う封土は現地表よりlm以上なくて

はならぬことになる.。 開拓 i・ 耕作 1子 キる表土の移動だけでなく、すでに開発以前に崩れてぃたと考え:る の

が妥当であろう。古墳伝承もないところからみれば、それもかなり古い時期に進行 したもの と思われる。

2つ は、石
=構

築 に特徴 があったことで ある。側壁最下段 の石積は大 きな材を使 い、それ以外上段 は、

キ1撃的少形iF,角 ?ゃ る扇平 な1野石 を小 口積みに、 また下方床面 を全体的に平坦 になるよう吟味 して上面

のそろった石 を敷 きつめるなど、かなり几帳面 な構築がなされていた点である。

3つ は、遺物の出土状況 についてで ある。奥壁 1子 接 して遺体 を仰臥伸展で安置 したとすれば、頭部右側

に根が出るように、つ まり頭の向 き、に直交す るように10本 の尖根鏃束 があり、左側 に土師・須恵器類が並

べてあったことと、玄室中央 よりや 手ゝ前 に金鏡
:・

ガラス小玉が集中 していたことである。 ともに床面 に

密着:す るか、わずかにレベルを高める程度であるから、後の移動は考えられない。とすると、攻撃用武器

を身近に引き|つ けた武人と、金錬と数10コ のガラス玉で身を飾った貴人が葬られた石室を持つ墳墓であう

たことになる。

4つ は、構築・使用の時期にかかわる問題である。石室構造は、3.60× 1。 40mを 計る平面形を示す石敷

床の玄室と、閉塞石 をはさんで1。 50× 1.4om以 上の平面プランを持つ羨道部がある。比較的小形の材を積

み上げる小じんまりした横穴式石室の形態はすでに末期古墳の相を示すものである。一方検出された刀子

や飾身具なども末期古墳の副葬品にふさわしいし、土器類を百安にすれば、7世紀も後半に帰属する古墳

として理解することができる。

被葬者をとりまく地縁を想像する1子 、 1つ には石室に使用 した材は、角のある山石であった。こ:こ で、

利用できそうな転石の集った川を予浪jす るとすれば、北の藤沢り||が約 l km余 で最も近い。 しかし藤沢川の

河原石 |よ使われていない。被葬者をとりまく地縁の北限は藤沢川までは延びていなかったとするのは飛躍

であろうか。古墳北側には中央道用地内調査で11軒の 8世紀代住居 址 を出し拡 大な菖蒲 沢遺跡があり

南接する富士山下遺跡・和手凛跡でもほぼ同時即の住居址を発掘している。他に諏訪形地籍に限っても、

主師・須恵・灰釉なら 、当古墳構築の時期から平安時代にかけての遺跡は、古墳を頂点とするようにして

その下方に8ケ 所を数えることができる。被葬者をとりまくいろんな問題はさらに検討されるべきである。

(宮沢 )
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位

'li‐ 4.

置 (図 40写 14の 61)

菖蒲沢遺跡

遺跡は伊那市西春近地区、原7723,780607791～ 98番地二帯にある。藤山山麓に発達 した扇状地にあた

り、遺跡は西春近諏訪形 部落 西方、標高 700m台地一帯約 3度の傾斜を着して展開する広大なる遺跡

で、北 側 に は 東 流 する藤 沢川があり、南方二帯は富士山下遺跡が隣接している。山麓との境には苓

ィだ鹿垣が現存している。中央道は遺跡の西縁を南北に横切っているgこの附近一帯は桑畑が多いが東面 1主

は雑畑も散見する。分布調査では台地‐帯に縄文中期を主体とした土器 ‐石斧・土師・須恵‐炭釉な1渉
移

しい出土品を見る6

層位は場所によって変化があり、耕土があり、黒土・

る。相当古い時代 に何回もの押 し出しの跡を示す。グリ

かけて‐発掘をしたι    . :    ‐

2)遺 構 と遺 物      |
ア 奈良時代の遺構 と遺物

:        l  i 
 ヽ i;:」

「`
 |

褐色土 と 3層 から6層位 まで重 なったところもあ

ッドは'45760mを :基点としてAA■ M H38～ 6jに

'         「
 (根津)・

:

: ‐ア) 1号住居址  (図200840900写14016)     : =     ■ 1     1)‐

遺構 台地の南縁東端に単独に発見され、鵜色土を掘り込んだ南北 300cIIl、 東西 450品程め隅丸方形テ

ランを呈する竪1穴
住居址である。壁の状態は南に緩傾斜する地形の為 |こ で:北壁がやや高く、南壁|よ低|で 、

東壁はわずかな立ち上がりしか認め|ら れない。床面は粘土まじりの褐色土の貼り床で、中央に直径60品 、
|

深さ49cm程の焼土と木炭まじり:の黒土のうまった大穴がある。これは大きさや位置からしで二種の灰捨場

であろう。柱穴は各コーナすに4本の主柱穴と北壁と南壁のほぼ中央から外に向かつて斜めに穿たれる支:

柱穴 2本が存在している。カマ ドは東壁中央に接する石組粘土カマ ドで、土師・須恵器片が補強の為 |ヒ 負占

り付けられたかたちで粘土中に含まれ、煙道の一部が東壁外側へ貫通している。

遺物 須恵器の壺・塚 (図 84の 607)、 土師器の甕 (図 84の 1～ 4)・ 内面黒色の不 (図 84の 5)が
でている6石器は砥石 (図 90の 1)がある。金属器は鉄鏃の茎が3点出土している。l・   (小 池)■

‐1イ ) 2号住居址  (図21084 写14) ●・        ― |  ‐ : :Ⅲ   ・  1

遺構 ゆるやかな東向斜面の中:腹 にあり、 6号住居址の南15mに位置する褐色土を掘りこんだ不整隅丸

方形の竪穴住居址であるg規模はおよそ 350× 330ё血、主軸方向は東南東をさす6壁は東壁の二部が耕作

lζ
よって攪舌Lさ れている以外はよく残っており、ほぼ垂直にほられている。カマ ドは西1壁中央にiあ り、1石

組カマ ドである。その大きさは 170× 70cmで、残存状態はあまりよ|ぐ ない。柱穴は対角線上 |:計 4木あら
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たものと思 うが、南西隅では検出で きず 3本が確認で きただけである。床面の状態は粘土混 り褐色土 をた

たいてつ くられてお り、壁 ぎわを除いては非常 にかたい。

遺物 土器のみで石器は出土 していない。土器はいずれも小破片ばか りで、土師器甕 (図 84の 809)

杯・須恵器杯 (図 84の 10)がある。大部分カマ ド周辺 からの出土品である。       (唐 木 )

ウ) 3号 住居址  (図 20088・ 900写 14)

遭構 台地のほぼ中央部で、 6号住居址の東側 に発見 され、褐色土を掘 り込み、南北 310cm・ 東西 350

cm程の隅丸方形 プランを呈す竪 穴住居址である。壁状態は西 とゴしは存在 しているが、南 と東は無 い6お そ

らく耕作の際 に破壊 されて しまったのであろう。床面 は貼 り床で、西は堅 く、東は軟弱である。西 に寄 っ

た所に挙大程の円礫や角礫 が散在 していた。 この石 は焼 けて赤 く変色 してお り、おそらくカマ ドの残骸で

あると思われる。

遺物 土器 としては土師器の甕 (1図 88の 1～ 5)・ 須恵器の杯 (図 88の 6・ 7)、 石器 としては打石斧

(図90)0が出土 している。                             (小 池 )

工) 4号 住居址  (図 21085090 写15～ 17)

遺構 山麓の緩傾斜地に存在する遺跡中央寄 りの住居址群の東南縁で、用地の東端で現在桑畑の中に、

表土より約60cm掘 り下げた褐色土層に掘 り込まれた 460× .430cmの 方形竪穴住居址である。壁は垂直に近

い掘り込みで、西壁は30cm、 東壁は10cmで南北に等傾斜して東に低 くなっている。南壁は不明確で不規則

である。床面の状態は中央け部分的にニケ所程貝占り床 と認められる硬い面があるが、全体 としてはデコボ

コである。柱穴は 4個発見されたが西南の主柱穴は西壁に密着 している。南壁の東端に壁を切 り込んで主

柱穴よりやや大 きいピット35× 30cmが あるが、貝宇蔵穴かと思われる。カマ ドは西壁中央に壁に切 り込んで

おりく石組米占土カマ ドである。石組の右側は支脚石が正確に三ケ並び、左傾1は 2個で少 しずれている。カ

マ ド内の粘土に張 りつけた状態で土師器片が出土 した。カマ ド周辺 には須恵器の厚手の破片が集中して出

土した。カマ ド内の焼土の厚さは4 cm位である。

遺構 土師器の甕 (図 85の 1～ 3)はカマ ド内に集中し、床面からは杯の部分のみ。須恵器は甕 (図 85

の405)・ 壺 (6・ 11)・ 杯 (7～ 10)がある。その他鉄滓片 2点・縄文時代の石斧 (図 90の 3～ 6)

が出土 した。                                   (辰 野 )

オ)15号 住居址  (図 22・ 86 写 15)

遺構 調査地の中央用地西端 に位置する一群の一つである。プランは東西 710cm・ 南北 570cmで 、褐色

土層内に掘 り込まれた隅丸方形である。壁はほぼ垂直で全周 しているが、ゴヒと西が高 く東は低い。床面は

平均 6 cmの 貼 り床で多少の凹凸があり、ところどころ景J脱 があるが概ね良好である。中央に 170× 70cmの

楕円形の凹があり付近は赤く焼けてかたい。凹の内部より少量の灰 と炭化物が検出された。柱穴は4本等

間隔で、その規模はかなり大きく深い。カマ ドは西壁の中央 に接 し数個の石で組み粘土で固めてある。煙

道は一段 と高く壁外へ出ている。袖部上半の粘土上に須恵器片と土師器片が多量に補強のため貼 り付けて

ある。ネ由石の前部は灰溜 りがあり、内部は赤く焼けて炭化物と灰を多量に検出した。
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遺物 覆土及び床面上より土師器の杯 2ケ体分破損 して出土 した。またカマ ドに貼 り付いて須恵器甕・

土師器甕の約 2ケ体分出土 したが、いずれ ももろくなっていた。86図の 1016は土師器甕 02～ 11は須恵

器杯、12～ 14は 須恵器蓋及びそのつ まみ、15は 壺 017018は甕である。 (根津 )

力) 6号 住居址  (図22084)i

遺構 遺跡のほぼ中央、 2号住居址の北に位置 し、耕作土下の砂質褐色土を基盤 とした竪穴住居址であ

るが、現在の溝で切 られ、南側の 3分の 1程は欠損 している。プランは膚九方形で、東西に 445× 380cIIl

だけが残 されている6壁はゴ圏 Iだ けが完全で、南壁および東西壁の一部は朱なわれており、その高さは西

壁24cm、 東壁 8 cmと なっている。柱穴はゴ躙 1に
12個 しか確言忍されない。床面は一‐部 に堅い面も言忍められる

が、概 して柔 らかくさらさらしている。また北東側柱穴の内側に径50品ほ域の浅い凹がある。カマ ドは西

壁に接 して北から2mほ どのところにあり、石組粘土カマ ドである。25cm天 くらいの石が 2個あってまわ

りを粘土と土器片で固められていたが、原形は留めていない。二つの石の間には焼土と木炭の残存がみら

れた。

遺物 量は少 なく、国分期土師甕 (図 84の 11) 杯 (12013)の 破片だけである。 (深沢 )

キ) 7号 住居址  (図 230850221、 写15～ 17)

遺構 調査地中央の一群の一つである。近接せる遺構 tま 北に10号住居址 。東に8号住居址がある。プラ

ンは東西 395× 南北 390cIIlの 褐色土層を掘 り込んだ隅丸方形の竪穴住居址で、壁は垂直で、西が高 く東は

低い。また東壁の一部は耕作により攪舌Lさ れている。床面は平均 6 cIIlの 貼 り床で中央にほんのす部残存す

るほかはあまり良 くない。中央より東寄 り床面に径 50cIIl大の焼土が固くなってあり、その付近より炭化物

が少量検出された。柱穴は4個あり、 うち 2個 は北壁外に掘ってある。また西南隅の柱穴内よりlocm大の

石が4個検出された。カマ ドは西壁中央に接 してつ くられた石組粘土カマ ドである。前部 には補強のため

土師器の甕の破片約 1個体分が貝占り付けてあった。袖石の前は灰溜 りがあリー面赤く焼けているg内部よ

り少量の炭化物 を検出 した。

遺物  カマ ドに貼 り付 けられた土師器の甕・杯・椀はいずれも破片である。

土師器甕・図85の 13014は 土師器杯で、14は内面黒色で刻字 がみ られる」図

である。 (根津 )

ク) 8号住居ュ  (図25087090 写15～ 17)

遺構 遺跡中央寄り住居址群の東端で、用地ぎりぎりに検出された。東西 450× 415cmの 隅丸方形竪穴

住居址で、黒褐色土層に掘り込んである。西は7号住居址に隣接し、9号住居址、10号住居址と続き、南

に4号住居址が近い。壁は西17cm、 東 9 cIIlで垂直に削り、壁面は良好である。_床面は貼り床らしき部分も

あるがさだかでない。中央部分は硬い面もあるが、壁ぎわに軟弱な部分があり良好でない。柱穴は3個 ほ 撃ゞ

間隔で発見され、東南の柱穴が少しづれて発見されか マドは西壁中央に密着して、石組粘土で造られ、天丼

石が床面に崩れ落ち、支脚石が三コ立っているが、外の石は粘土に埋没した状態である。カマドめ中に、土

師器の壺が大きな破片となって重なっていた。更にカマド周辺に土師器片が散乱し、カマド焚i口附近に3

図85の 12及 び写 17・ 図79は

221の 3は鉄製円板様のもの
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Cm年辱 く棒
=が

卒が2て いたO壁タトの東北45cmに径 85Cm、 深さ40cmの ビットがあり、関連施設であ1ろ ラ。

遺物 土師器の壺 (図 87の 1:写 17078)、 ‐甕各 1点の外は出土量が少なかった。また打製石斧 (図 90

の 7～10)も 出土 した。                               (辰 野 ) .:

ケ) 9号 住居址  (図24085087090、 写 16)

遺構 年居址群のlL酉端 1子位置し)黒色土を基撃 とする 570× 485cmの隅丸方形竪穴住居址で、その東

には10号住居址が隣接 し、下部切 り合っている。壁はほぼ垂直に掘 り込まれ、高さは西側 26cm、 東側 1lcIIl

と緩やかに傾斜しているがく末の一部は切り合いのため壁は不明ゃ床面は口,■ のはり床であるが、剥が

れたところもをって、いくら´凸`凹していぅoま たカァドの灰iと 思ゎれるものが床面中央にまで散舌Lし て

おり、一部には焼土も検出した。柱穴は対角線上に4個あってく南西側の1個 には土師器片が少量入つて

いる。カァ ドは東壁の中央、10号住居址の床上 に構築 された石組柿土ヵマ ドで、比較的大 きな石 が使用 さ

れ、燎ヰρ範囲 も■ い。石組補強のたゆ、粘土 |口 丁ムで固められてお り、 さらに厚手の土師・須恵片が

はりつけてあったb

遺物.国分期土師甕 (図 87の 2～ 3)と 須恵器 (図 85の 15 16)及び打製石斧 (図 90の 11)力 :出ュした。

(深沢 )

=)10号
住居址  (図240870221、 写 16017)

遺構 .台地中央東縁‐群の一つで、 7号住居址の北に位置 し、西側の下部は 9号住居址と切 り合ってい

る。東西 360× 南北 475cmで 、‐褐色土層を掘 り込んだ隅丸方形の竪穴住居址である。壁は垂直に近い。JL

午西 |よ
残ぅが、東 0南

|キ 不明であぅ。床面は西より東へわずかに傾斜し、平均 6 cmの 貼 り床であるが、一

音除j脱のところがありあまり良 くない。柱穴は 3個で不等間隔である。東壁中央部に 211× 147c■l,高 さ

26cmの 焼土塊があり、下部壁外へ出てぃる。この付近は下面赤く焼けて固くなっている。相当の入力を使

用 した如 く見受けられる。この焼土塊ゴL側の床面より大10cln～ 小 4 cIIlの 鉄滓が出土 した6    : 1,

遺物 鉄滓が覆土中より出土し、南側床面より欠損せる刀子、中央床面上より鉄鎌 (図 221の 4、 写17

018′)を検出した。また焼土塊西側覆土ぶり須恵器杯 (図 87の 9)・ 蓋 (10011)・ 甕 (12)、 土師器はい

ずれも破片で少量出土したのみである。   |      |    :      '  (根 津)

サ)11号 住居址  (図 250880900221、 写15117)

遺構 10住居址を中心とする住居址群がある浅いゆるやかな谷から北に登 る緩傾斜面の中腹にあり、北

では口Tム を掘 り込み南では黒褐色土中に床を貼った隅丸方形竪穴住居址である。その規模は350cm×330

Cmで 三`主軸方向西である。カマ ドは東壁中央やや南寄 りにあり、粘土カマ ドではあるがその表面に偏平な

ガ礫 をはりつけている。焼土はかなり広 く分布 している。柱穴は確実には認められなかったけれども、住

居址壁外 3ケ 所にあるピットがそれではないかと考えられる。しかしこの遺跡では壁外に柱穴 をもつた住

辱址の例がないこと:、 もう1ケ所に4本 目の柱穴が見つからないこと、深さが浅いことを考えればそうで

はないかもしれない。床面上には、カマ ドの南に焼土と土器片が混 じってつまっていた直径 50cIIl‐ 深さ45

叩のビッ:卜 1カミーカマ ド前には焼土と灰がつまった直径 60× 90cm・ 深さ10cmの 大穴がある。:
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遺物 1土器・石器 と鉄器がある。土器は土師器甕 (図 88の 8～ 13)で ある。いずれも口縁部近 くの破片 1

である。石器 は南壁際 に河原石 16コ が集めてあり、特 に使用痕の認め られたのは砥石 (図 90の 13)1点だ

けで あった。 そのす ぐとなりか ら刀子 (図 221の 50写 17082)が 1点出土 した。    (唐 木 )

イ そ|の 他 の遺 構    :|

ア)土 渡  (図26090、 写 15)

■1号土渡 遺跡南端の 1号住居址北側のA K59グ リットで発見 された古11110× 65cm・ 深 さ65cIIlの長方形

をなす。南西 に接 して60× 45cmの ビッ トがある。図9oの 15の定角式磨製石 斧がみつかっている。|   |

2号土渡 遺跡ゴL端、藤沢り||に面す るゴヒ斜面MB O MC37-38で 発見 された6 140× 85cm O深 さ50cmで

楕円形 をなす。遺物 はない。

i 3号土渡 遺跡北端、 2号土渡の南側 LV・ L W39-40で発見 された。 165× 1́10cmの 楕円形 をなして

いる。遺物 はない。         ‐

14号土渡 遺跡北端、 2号土渡のゴヒM E37-38で 発見 された。 175× 120cmでほぼ楕円形で、地山に含

まれる円礫 が壁面 などに顔 を出 している。遺物はない。                (福 沢 )

イ) ロームマウン ド    ‐

.ロ ームマウン ド1(図26)調 査地の中央、小台地の南先端 に位置す る。地形は西から東へかなり傾斜

を示す。近接の遺構 は南下 に 1号住居址がある。遺構 は東西 240× 南北 160cm O高 き 110cmで、東側 は巾

30cm O深 さ20cmの溝が一部 ある。形状は楕円形で固い。項部 は黒土が混 っていて表面は凹凸が多い。東側

の一部 は褐色土 とロームの混合で 10cm大のロームブロックがところどころにある。底部 はロームで しか り

しているも南狽j基盤上 に厚 さ30cIIlの黒土が帯状 に北 に向い斜 に基盤下20cm、 長 さ 120cm進入 している。マ

ウン ド東面 をカッ トしてみたら黒色帯状の下部 は軟 く、その中から糸電文中期の土器片が少量出土 した。 こ

の土器は小破で磨耗が著 しく文様 はよくわからない。帯状の下 より項部 までは約 130cmで、項壁は中心 よ

り南寄 りである。溝中より加曽利 E式土器破片が少量出土 した。 これらも磨耗が著 しい。遺構付近 からは

縄文中期の土器片・打石斧の欠損せ るものが出土 した。

ロームマウン ド2(図26)調 査地の中央東縁 に位置す る。地形は西 より東へ傾斜 している。地層 は耕

土、褐色土、黒土、褐色土、ロームとなり、明 らかに流の痕跡 を認 める。近接の遺構はない。マウン ドの

項壁は地表下 93cmで、東西 270× 南北 190cm・ 高 さ52cmの 楕円形のものである。傾斜は 4周ほぼ同 じで、

上部 は平である。西側の一部は黒土が混って軟 く不安定である。北側 は巾40cm・ 深 さ30cmの溝が半用 して

いる。東には巾30cIIl・ 深さ30cmの 溝がゴLよ り南に走っているが、この溝は遺構と関係ないもので、南はグ

リット外へと延びている。この溝と北側の溝は切 り合うている。小 さい砂礫が溝内に残存 して流れの跡を

認める。砂礫 に混って糸電文中期加曽利 E式の土器片が磨耗 して少量出土 した。 (根津 )

ウ)集 石  (図26)

遺構  5号住居址の北狽」に発見 され、ローム層面 にそって握 り攀 大から人頭大程の花間岩 を南北 120cm
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東西 150cmの 範囲に長方形状で、かつ平坦に敷つめてある。遺物はない。 (/Jヽ ?也 )

3) :ま とめ

用地内面積17000ぽ に達する広い菖蒲沢遺跡は藤沢川が押 し出す扇状地形面上に展開する JL倶」の台地

と、中央の凹地と、南側の富士塚遺跡を見上げる格1合で南東に緩るく傾 く斜面とからなっている。地形面

からみれば、 3つ に分けることができる。遺構は南から調査をすすめた関係から、南端で奈良時代の住居
キ   1       -

荘 1、 時期不詳の土渡 1、 マウンド2。 中央の凹地を中心に奈良時代の住居址10軒、集石 1。 北の藤沢川

に面する台地斜面で時期不詳の土墳 3基が発見された。     l

遺構関係で注目したいものに、集落構造の問題がある。大型の 5号住居址をめぐるように9軒の住居址が

,馬蹄形)1犬に構築されている。 20306号 住が南側に、 4・ 70809010号 住が東側 に、 11号住がゴヒイ則

に配置される。偶然かもわからないが、中央 5号住を中心にするものと、すこし離れる南側や 北ゝ側の住

居址とでは、遺構 と遺物の出土量が多少ちがう。中心から離れる方がす くなく、また住居址の規模も小 さ

い。また10号住居址の場合は、床面東側に厚い焼土層を′土墳状にくぼめた中に含む円形の火床があり、そ

吐 部へは砂質の粘土が比較的広い範囲にわたって置かれており、通常のカマ ドとは異る様相を示 してい

た。少量ではあるが鉄滓も出ている。このような状況下で全体をみると、 5号住を中心とする住居址のか

たまりは、構成する10軒の家々がそれぞれに関連 し合っているように思われるのであって、つまり、特別

に大きい家を中心に、大きな火を燃すために必要な渡状の火床を持つ家、中心から離れ規模の小 さな家々

が馬蹄形に配置されていたことになる。単位集落の構造を考える資料として貴重であろう。

北イ貝」の藤沢川に面する斜面でナイフ型石器と刃器が 1点ずつ発見されている。 (図 214の 102、 写 17

の83)ナイフは基部に丸味をつける茂呂型 0黒曜石製のものである。これら旧石器を含む中心は用地西側

に中心があるように思われる。 (根津 )
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5 南丘 A遺跡

1)位  置  (図 3、 写 29)

遺跡はは伊那市西春近4105番地一帯にある (図 3、 写29)。 権現山の山麓から出る大 田切川と、城見ヤ城

から流れ出す猪ノ沢川のつ くった大きく広がる木裏原扇状地は、北半分を北丘といぃ、南半分を南丘 と呼

んでいる。南丘A遺跡はこの本裏原扇状地の南半分のうちの、さらに南の半分に当たり、南狽jは猪ノ沢川

が扇状地形を浸 しながら東流 して地形を区切 り、北傾jは木裏原全体の背になる台地が西から東に長 く延び

るがその台地の項部に近い南傾面まで、また西は山麓部まで、東は傾斜の続 く扇央部面におで遺跡は広 く

長 く展開しており、標高は 720～ 740mの 間にあるo

過去の調査所見では、開拓時などの折 り、縄文住居址、土師、弥生炉ガメ.、 須恵器などの発見からして

縄文から土師、須恵器までを出す重要な複合遺跡であるとの記録がある。

今回の調査は、遺跡中央の北側背稜部が猪ノ沢川に面 して傾斜する所から、その傾斜が終って平坦にな

るあたりにかけて、47880mを基点AAと するグリッド
Jを
CY 037～ 60ま で設定 したO場所によっては多

少の相異はあるが、30γ 50cmに わたる黒色土と黒褐色土|の
`下

がローム層となる地層々序 を示 しており、縄

文時代の遺物は多くが黒褐色土中に包含 され、平安時代の淳物は黒色土中に含まれることが多かった。

2)遺 構 と遺物

調査の結果は、以前の分布調査でおさえられていた地域北端で平安時代の墓墳1基と、分布調査では遺

跡範囲に入 らないゴ腋 jの 台地項部に近い斜面で糸電文中期住居址 1軒、台地の南斜面が平坦部 に移る所で、

平安時代の住居址 2軒と、用地を西から東にむかって横切る深いV字状溝が 1本検出されている。糸電文中

期住居址は逆位の埋甕を持つものであり、平安時代の住居址は灰和陶器の量多く、またV字状溝は他の遺

跡で類例す くないものであり、それぞれに特色 ある相を示すものとして興味深い。

なお、糸電文中期の遺跡は用地西方に、平安時代の遺物は用地東方にそれぞれ延びているようである。(宮沢 )

ア 縄文時代中期の住居址 と遺物

ア) 3号 住居址  (図 27095、 写19)

台地のほぼ中央部に発見され、褐色土を掘 り込み、南北 500cm、 東西490c血程の円型プランを呈する竪

穴住居址である。壁状態は南東に傾斜する地形の為に、ゴヒから西は高く、南は低 く、東は存在 していない。

床面はローム層の叩きになっており、炉周辺は良好で、若千凹凸を認める。炉は中央よりや 北ヽ寄 りに位

置 し、角柱状や円味の花商岩で組み、さらに内部 に埋甕を有する方形石囲埋甕炉である。炉内特に甕の周

一-45-―



辺 には多量の炭化物や焼土 を検出 し、それの量の厚 さは10cm程 に達せんとしている。炉縁石 は内側 が焼 け

て赤 く変色 し、亀裂の貫入が認め られた。南西の位置 に土器が逆位 に埋 られ、底部 は床面 より5 cm程浮い

ていた。            i      l

遺物 土器・石器が出土 してお り、出土量 は多かった。土器 (図 95)は覆土 と床面 とに区別 されるがど

ちらも加曽利 E式で ある。埋甕は逆位のものが完形 (図 95の 1)で、典型的 なキャリパー形 を呈 し、口径

28。 2cm・ 底径 8。 Ocm・ 器高 36。 4cmの 大 きさである。他方は鉢形土器 (図 95の 2)で ある。石器は図97の 6の

打石斧 07～ 11の横刃 012～ 16の石錘が出土 している。

イ 平安時代の遺構 と遺物

(小池 )

ア) 1号 住居l■L (図28091～ 93 221、 写19020)

遺構 調査地中央部にあって北より南、かなりの傾斜を示す地点に位置する。東西 540cm× 南ゴヒ480cIIl

のプランで、ロニム層内に掘 り込んだ隅丸方形の竪穴住居址である。西側の中央部が丸 く張 り出 して段付

状である。壁は垂直に近 く、西と北が高 く東 と南が低い。東南の一部が耕作により攪乱されている。北部

壁外中央のところに接近 して円形の貯蔵穴と思われる土墳がある。床面は凹凸が多くあまり良 くない。一

部に貼 り床を認めるが、1中央より東側に 5個の大穴があり、形状は鉢状で、径 100clll内 外・平均の深さ30

cIIlで ある。柱穴は4個等間隔にある。カマ ドは東壁中央に接して構築されていて13個 の自然石を以って組

んであり、多量の米占土をもって固めてある。石組粘土カマ ドである。煙道は一段 と高 く作ってあり焼土化

している。:袖石の一部は取 りはずしてあるが、天丼石の保存はよく焚 回の前は凹んで灰溜 りがあり、一面

赤く焼けている。灰溜の中よりは小量の炭化物 と灰が検出された。

遺物 床面に近い覆土より灰釉の皿 (図 91の 4013014)・ 杯 (図 92の 16)・ 須恵器の甕 (図92の 110

12)・ 土師器の杯 (図 92の 2～ 507～ 9)等出土 したが、いずれも破片で、少量である。カマ ド付近の

床面より刃子 (図 221の 6・ 8)が出土 した。少 し欠損している。ほかに灰釉の壺の頚部、胴下半部や、

灰釉椀 (図 91の 5～ 120図 9213～ 150図 93の 1～ 5、 写20の 92・ 93)・ 須恵器杯 (図 92の 6010、 写 20の

93)な どが出土 している。なお図91の 4は段皿であり、図92の 2～ 5は土師内黒杯である。また図 221の

11は釘状のものである。

イ) 2号 住居址  (図 27093094097)

遺構 調査地の中央、ゴLよ り南・西より東と両面傾斜する地点にあり、 1号住居址の東側 に位置する。

東西 500cIIl× 南北 480cmの プランを示 し、ローム層へ掘 り込んだ隅丸方形の竪穴住居址である。張 り出し

は西佃1中央 に認められる。壁はほぼ垂直で良好である。西南が高 く東が低い。北は耕作 により多少荒れて

いる。床面は一部に貼 り床が残存するが、凹凸が多く良 くない。中央の東寄 り南北 140cm・ 東西 90cIIl・ 深

さ30cmの 楕円形の大穴があり、内部より少量の土器片が出土 した。柱穴は隅に等間隔に4個 あり、各々の

柱穴内外に自然石が数多く、意識的に放置してある。床面上東南の壁に接 して42× 38cm・ 高さ14cmの表面

平で滑らかな石が調理台の如 く据えられてある。西北の隅近 くに並 らんで 5個のイヽ ピットがあり、内部よ

り少量の土器片が出土 した。カマ ドは東壁の中央部に接 し、煙道は明確に夕結βへ出ている。かなり大きな
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自然石を20f固 以上組み、粘土とロームを多量に使用 して固めてある。石組粘土、カマ ドである。原形はよく

保存されている。袖部の先端に凹みがあり、灰溜 りとして残存 し、約 100× 60cIIlの楕円形に焼土化 してい

る。

遺物 覆土・床面上10～ 20cIIlよ り須恵器の甕・土ETF器の皿・土ETF内黒杯 (図94の 8～ 12)・ 灰剰の皿・

椀・杯 (図 93の 6～11)が出土 している。カマ ド付近から鉄片が出土 している。他 に図94の 1～ 7の土師

甕口縁部・底部、そして図97の 5の砥石が出土 している。

ウ) 1号 竪穴  (図 28)

遺構 調査地の中央、 1号住居址の北側に接触 して位置するι東西 210× 南北 190cII1 0深 90cIIlの円形 タ

ライ状の竪穴である。底部は平で 150cmあ り、壁は北・西・南は垂直に近 く良好であるが、東は緩傾斜で

ある。床面は平で二部固く叩いてあるところが残存 し、壁にそって巾10ё皿く深さ10cIIlの 周溝が掘ってある。

此の竪穴は 1号住居址の付属の如 く考えられる。

遺物 覆土の上部は多少の攪舌Lが認められ、そこより縄文中期加曽利 E式土器片が少量出土 し、床面よ

り土師器片 3点出土 した。            .:      .
|'   1

工) 1号 墓墳  (図 28092、 写 18)

遺構 調査地の南、用地西縁の道路添に位置する。隅丸方形に近いもので、プランは南北 230× 東西90

cIIl`深 さ20cIIlを はかりtロ ーム層内に掘 り込んだ堅穴の募墳である。壁は北面のみ60度 の傾斜をもつが、

他は垂直に近いもので、ゴLは固く叩いてある。床は軟弱で―ある。ゴLの 壁に接 して50× 40cm・ 深さ10cIIlの 鉢

状の落ち込みがあり、内部より灰彩の杯・椀の破片が少量出土 した。南壁に接 している不整形のビットは

樹木の根の跡であろう。

遺物 遺構北寄 り覆土内より完形良質の灰邪中型の水瓶 (図 92の 17・ 写 18の 88)と 不、IllL・ 椀等の破片

が少量出土 した。                                 (根 津 )

オ )・ V字状溝址  (図280960970写 18019)

遺構 遺跡ゴ圏」の台地背陵部からの南斜面が平坦部 に移行するあた り、グリッドでいえばヽ西はB T39

から、東は用地いっぱいにわたるV字状断面 を持つ溝址である。西高東低の地形面上であるから、遺構 も

それに従 って西が高 く、東が低 くなるかたちで溝が連続す ることになる。巾 145～ 160cmi、 深 さ50～ 75cIIl

ほど1子 ロームを掘り込んでいる。覆土は上から耕作
=、

黒色腐植土、ロームと黒色土の混じた黒褐色土と

場所よって溝底 に砂利層を認めることができる。このことからすれば、水路であった可能性が大きい。

1・ 2号住居址の南側 にあたり、また 1号墓渡のゴ即 1に位置することになる本 V字 状溝は、住居址区を中

心にすればその夕博 jに 置かれたことになるし、 1号墓墳の発見からすれば住居地区と墓域などとめ区画溝

とも考えられる。

遺物 遺物には土師器 0灰釉陶器片少量がある。多くは耕作土の下の黒色腐植土から発見されているが

わずかに最下層の砂利層からも検出されている。 102号住居址および、 1号墓墳出土の遺物と同一の時

期相を示すものであった。 (図 96の 1～ 6097の 17)                 (宮 沢 )
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まとめ

南丘A遺跡では、過去の分布調査で落された範囲より北、本裏原扇状地の扇央部 に近い台地背陵にかか

る南斜面を中心に遺構が集中して発見された。ここでは平安時代の住居地区夕報 Jに 深い溝をうかった集 落

構造の一部が見つかった。用地が遺跡全体にかからないので、発掘 しなかった所にっいては予測できない

が、住居地区とそれ以タトのたとえば墓域とか、生産地区とかいうような住みわけがなされていたようにも

考えられる。溝夕報 Jの 1号墓墳は、大型の長方形ををすもので、この期の典型的なものといえよう。

また 102号住居址の床面は、ローム層を掘 り込む竪穴式ではあるが、大小の凹凸がはげしく、通常の

床面を平低に切 り込んで、必要な柱穴 をうがつ構築法とは多少異 るもののように観察 された。凹凸はわん

ぐりとした土墳状のくぼみを中心にするものであり、止屋部建直しの際の柱穴 とは考えられないものであ

った。灰釉陶器椀・皿などの個体数 も多く、その面からも資料性の高いものといえよう。

縄文中期 3号住居址南端の床面で逆位に立てられた埋甕が発見されている。西春近地区では口佳一の埋甕

例で、キャリパー状胴長の深鉢型土器で、穿孔 した底部が床面につ き出る形状で埋め込まれていた。飯島

地区例などとともにそのもつところの、形態分類や機能の分析が要請されている糸電文中期住居址に伴 う埋

甕の問題 に資料提供 をす る一例 となろう。 (宮沢 )

3)
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6 南丘 B遺跡

1)位 置  (図 3・ 写 29)

遺跡は、伊那市西春近木裏原 10746の 138番地他 にある8南丘 A遺跡 と北丘 B遺跡 の中間にあ り、 ともに

北の犬田切川、南の猪の沢川 によった広 い扇状地形面上 に位置 している。 (図 3、 写 29)西 から東 に傾斜

す る起状のす くない扇央部 を占めている。

木裏原全体 の地形 は、ゴヒのゴヒ丘 B遺跡 あた りがや 高ヽ く、南の南丘 A遺跡のあた りがだんだん低 くなる。

つ まりその中間の本遺跡は、扇状地の背稜部 から北佃1に偏す る所 に位置 していることになる。

比較的新 しい開拓地帯で、計画的 な100～ 180m区画の四角 な耕地整理 がなされ、ゴバ ンの 目状 に農道

が走 り、大 きく区画 された畑地は、 ライ麦、ジャガイモ、モロコシなどが耕作 され、 また長 く大 きな鶏舎

力河可棟 も建 ち並ぶ規模の大 きな農耕地区で、機械化 された耕作方法 をとる所 が多 く、特 に長芋掘 りの トレ

ンチャーなどは地下 lm以上 までを掘 り進む機械で あり、遺構があって も破壊 されて しま う。標高は720～

740mあ る

過去の調査所見では、木裏原南丘地籍のほ 中ゞ央全域 に広 がる遺跡で、縄文中期の遺物 が多 く、南丘 A

遺跡 よりも特 に土師器片の出土量が多 くなり、住居性高い遺跡 として分布調査の結果が記録 されている。

今回の調査はt48180mを AA基 点 とし、
.38-59に

グリッ ドを設定 したが、遺構は発見 されず、 また遺

物 も数点検出す るにとどまった。

2)遺 物  (図 96・ 97)

発見された遺物はすくない。土器 (図 96の 20021)は縄文中期の土器片があり、石器 (図 97の 26)に は

小形の凹石がある。

3)ま とめ

中央道用地内では違構に当らず、また遺物もほとんど発見されなかった。分布調査の時′点での所見は、

用地外西方地域であるらしい。一面の畑地耕作に上述の機械化がなされていても、遺物の検出はできるは

ずである。遺物も数点であったことなど勘案すれば、遺跡の中心は地形の観察も含めて、西方に延びてい

るものと考えられる。
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7 北丘 B遺跡

1)位 置  (図 5、 現 1の97・ 29)

本遺跡は伊那市東春近木裏原 107460143ん 149 番地‐帯にある。ゴヒは大田切川、南は眼田井川と呼

ばれ、江戸時代に開作された水路によって、金れぞれくぎられた扇状地_Lに位置し、現在は水田ならびに

畑に利用され、竜西 。(天剖 ||の西側を意味 している)穀倉地帯の‐端を担なっている。同地は大田切川か

は比高20血 0南のだヽ沢からは4m高 くなつている。

中央道は扇状地中央部を横切 り、その部分は畑となっており、以前の分布調査では糸電文中期 0糸電文後期

土器・打製石斧 0黒曜石等が数多く出土 している。

グリットは48324mを AAとしてDTま で、36～ 59に設定 した。_な おここには農道が東西に走っていた為

にその部分は未調査である。

C～ D地区にかけて遺構・遺物が集中しており、Aγ B地区では遺物は少なくt遺構は住居址 1軒、堅

穴 1基・土療i3基・土墳群 1を 検出したにすぎなかった。

遺跡地は微地形 に富む。A地区は平坦で、口∵ム層まで40cmと なっている。 B地区は南から北へ緩傾斜

であって、耕土・褐色土・ローム層の順に堆積 し、ローム層まで60cllあ る。C地区は地層が最も深 く、 ロ

ーム層面までは lm程ある。C地区後半分からD地区にかけて、北から南に急傾斜 しく傾斜面に沿って花

商岩の流石が道のように群がっていた。遺物は大部分が褐色土層中に含まれ、遺構は口Tム層より掘 り込

まれていた。

2) 遺構 と遺物

ア 縄文中期の遺構 と遺物

ア) 1号 住居址   (図 300980116)

遺構 台地北縁 にある遺構群最南端 に位置 し、ローム層 を掘 り込み、南北 420× 東西 450cm程 の円形 プ

ランを呈す る竪穴住居址であるg壁は全周 し、高 さは20～ 40cm程を示 している。床面はローム層 の叩 きで

あるが、炉周辺は良好でt他は軟弱である6柱穴 はほぼ等間隔 に 4隅 に配列 され、直径 40cIIl程 0深さ30γ

40cm程度 あり、垂直に穿たれている。炉は中央 よりや ゴヽヒ寄 りに位置 し、炉縁石 は北・東・西 に円味のあ

る花間岩 を、南に角柱状の蛇紋岩 を組み合せて構築 した方形石囲炉で、組み方 自体 は割合 に貧弱で ある。

炉内には焼土や炭化物がほとんど検出されず あまり長時間利用 されなかったのであろう。

遺物 土器、石器の出土量は多 く、土器 (図 98の 1～ 25)は中期のものである。石器は打石斧 (図 116

の 102)・ 磨石斧 (3～ 5)・ 横刃 (6)・ 石錘 (7～10)がある。南壁近 くの床面 に打石斧 が 3本重
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なって置 かれて いた。 (小池 )

イ) 2号 住居址と竪穴  (図300990116、 写25)

遺構 調査地丘上北縁に位置する一群の一つである。近接する住居址は北に 7号住居址、東に 5号住居

埴がある。プランは東西 510× 南北 400cmの楕円形の竪穴住居址である。壁は西北が高 く東南が低い。西

壁に流石と思われる大石が残存 している。壁外南に接続 して 1号竪穴 をもつ。床画は多少の凹凸あるも固

く叩いて良好である。柱穴は 4個 にて等間隔で明確である。炉は中央より少 し西寄 りで平 らな 5個の石 を

直立させた東へ開くコの字状の石囲い炉である。内部は赤く焼けていて炭化物が少量検出された。

遺物 北側の壁に接 して床面上10cmょ り完形に近い石皿 (図 116の 18019、 写25の 117)と 凹石 (図 116

の15～ 17)が重なった状態で出土 した。炉の付近床面より磨石・打製石斧・石皿の欠損せるもの等が出土

した。他に図 116の 1ん loに みられるように横刃 014の
設打器なども出土 している。中期

ア
の住居址として

は遺物が少ないが、図99の 1～ 10に みられる土器も出土 しておる。           i

2号堅穴  (図 31、 写23の 104)

遺構 北縁 2号住居址の南に位置する。プランば東西 220× 南北 230卿の円形タライ状のものでミ■―

ム層へ掘 り込んである。壁は西が17cm・ 東が14cmで垂直に近い。床は軟弱であまり良 くない。中央北寄の

ところに80× 40cln大の自然石 と南壁に接 して20× 10cmの 自然石が据つてあり、この付近は一面赤く焼けて

いる。この遺構は 2号住居址との関連が強 く、貝宇蔵穴として性格が強い。

遺物 床面近 くより縄文中期の土器片が少量出土 した6 (根津 )

ウ) 3号 住居址と竪穴  (図31099010001160117、 写22025)

遺構 住居址は、遺跡北側の台地のほぼ中央tC S42～ 45で発見された。褐色土から掘 り込んだ5。 6× 5。 4

mの ほぼ円形に近いプランを示す竪穴住居である。西から東に緩るく傾斜する台地上に構築されているた

め、壁の立ち上 りも西高東低になっている。床面はタタキのきいた良好な状態であり、西から東にかけて

周溝がめぐっている6柱穴は 4本あり、そのうちの南西にあるものの穴底には挙大の石が数点入っでいた。

中央東よりに
1ま
HO× 80cnl長 方形の浅い石囲炉があり、炉底には平扁な石 と土器片が敷き並べてある。(写

22の 100025の 118)。 炉の西にはたぶん住居廃絶後と思われる花商岩の集石があり、炉付近 とともにそ

の周辺に遺物が多かつた。

遺物、床面、覆_Lと もに発見されている。覆土の石器には図 117の 102の磨石斧、同図 304の横刃

があり、床面からは図99の 11■ 170図 100の土器が出ている。石器には図 117の 506の石錘がある。土

器は糸電文中期カロ曽利 E式土器である。|

竪本はt住居址北隣で発見されたもので、D× 42-43に かかっている。 3× 4mの扁方形をなし、中央

は人頭大から挙大の自然石が30箇ほど置かれている。東側には 2× lmの招鉢状のピットがあり、ピット

縁北働 |こ |二 30Cm径ほどに焼土塊ぶあり、1そ あ脇に口縁と底部を欠く中期加曽利 E式期の深鉢が立てられて

いた。

遺物からみれば住居址“竪穴は同時期のものであり、互がセ ットになる遺構例 といえよう: (福 沢 )
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工 )4号 住居址と竪穴  (図320101・ 117、 写26の 120)

遺構 台地の南先端で、猪ノ山林道 に沿った斜面の大 きな転酒の間のローム層に掘 りこまれた、東西 4

20×南北 330cmの不整円型竪穴住居址で、壁の所々にロームに喰い込むだ自然石がある。西壁は25cm、 北

壁が20cm・ 南壁が15cm e東 壁が10Cmで東南に低 くなっている。床面にも挙大の礫が東半に多い。特に入口

と思われる、東南の壁近 くは敷つめた様に礫層がある。柱穴は 4個等間隔に発見され、入口に近 く、径 30

cm・ 10cmの 深さのビットは支柱穴 と思われる。中央稽々西寄 りに、埋甕炉あり、径 30cIIl・ 深さ10Cmの 底の

ない甕がロームに掘 り込れ、平面の自然石を底部 として、据えられてある。若千の炭化物が検出された。

炉の左隣に1コ 体がまとまって出た。

遺物 埋甕のほか、糸電文中期の深鉢が炉付近 と南壁準 くとから各 1個体分が出土 し (図 101、 写 26の 120

)勝坂式である。なお16は有孔鍔付土器である。石器は図 117の 7の打石斧と石錘 1点のみである。

5号竪穴  (図 320106)

遺構 4号住居址の東に隣接 し、用地東縁ぎりぎりに、南傾斜するローム層に山 り込まれたもので、径

南北220× 東西200cm・ ・深さ50cmの 円形に近いプランを示す。壁は人頭大から挙大の礫がロームに食い込

於 ゴツゴツ している。底面は舟底状 をなしている。

遺物 縄文中期の土器片 4点 (図 106の3)と 黒曜石片 1点 のみである。 (辰野 )

オ) 5号住居址  (図 32 102の 1～ 8 117の 8～ 18、 写22)    .

遺構 調査地ゴ酬」用地内東寄りに位置する。近接の住居址は北西に7号住居址と西南には 2号住居址が

ある。
‐
この遺構のプランは東西480×南ゴヒ440 clnの 円形で、ローム層を掘り込んでつくられている。壁は

垂直に近く、西が高く東が低い。流出により以前からあるものと思われる90× 60cIIlの 大石が東の壁に残存

している。床面は炉の付近は固く叩いてあり良好であるが、西傾1は全面積の4分の 1程度礫土の流人によ

り、荒れて凹凸が出来ている。柱穴は4個でほぼ等間隔であるが、西側のものの内部に10cm大の石が数個

入っている。炉は中央よリゴヒ東寄 りで方形石囲炉である。 8個の石が並べ られるが、その うち 1個 は青色

の河原石で、表面が磨かれてあり美 しい。 (写 22の 101)

遺物 ゴ朧 Jの床面より硬砂岩製の打石斧 20緑泥岩製磨石斧 1(図 117の 8～ 11)、 また炉の付近より

硬砂岩製の石錘 1(16)、 南の壁に接 し硬砂岩製打石斧 2・ 緑泥岩製敲打孝L棒状磨石斧 1・ 硬砂岩製凹石

(17018)・ 硬砂岩製横刃 2(16)等出土 した。他 に磨石斧 (図 117の 14015)も 出土 した。土器類は縄

文中期の土器 (図 102の 1～ 8)の破片が少量覆土・床面より出土 した。

力) 6号 住居址  (図 33010201030117)         11

遺構 調査地北縁の一群の一つである。近接せる遺構は北側 に 2号住居址 01号竪穴、南側に 3号住居

址をみる。プランは径360 cmの 円形で、ローム内へ掘 り込んでいる。壁は垂直で西が高 く東が低い。東南

の一部は耕作 により攪舌Lさ れている。床はわずかに西より東へ傾斜して凹凸が多い。柱穴は 4イ固あり、概

ね等間隔である。炉は中央より東北寄 りで、方形石囲であるが、1ヒ と東の一部が抜き取 られている。内部

は赤く焼けて少量の土器片・炭化物を検出した。                        ヽ

遺物 炉の南イ貝J床面より緑泥岩製磨石斧 2(図 117の 19～21)0硬砂岩製の石錘 1(図 117の 22)・ 石匙
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1が出土 した6土器類は糸電文中期の器形不明の土器片が少量床面上 より出土 した。

3)が それにあたる。

(図 102の 9～ 20010

(根津 )

キ) 7号 住居址 と竪穴
.(図3301040H7の 23～ 29 118の 1～ 7、 写 27)

遺構 台地北縁 にある一群の最北 に位置 し、ローム層 を掘 り込んだ竪穴住居址である。北壁は耕作 で、

東壁は 7号土墳に よる破壊の為 に確実 なプランゃ規模は把握で きない。床面はローム層の叩 きで、炉周辺

は良好であるが、南末の隅一帯は 7号土墳に破壊、されている。 また床面上 には多量の焼土や木炭 が検出 さ

れ、特 に炭化物の中に柱 に使用 されたと思われる[よ うな大 きな柱状の炭化物が発見 された。 この事実は火

災のあったことを物言吾っている。炉は角礫 ゃ円礫からな|る 方形石囲炉であって、石 材は花商岩 や変成岩で

占め られてお り、 なかには赤 く焼 けたものも存在 していた。

遺物 土器 には深鉢・浅鉢などがあ り、図104の 17は有孔鍔付土器である。石器は打石斧 (図 117の 23
24)・ 横刃形石器 (24～ 26)■石錘 (29)・ 磨石斧 (図 118の 1～ 305～ 7)・ 凹石 (4)が出土 して

いる。      |

3号竪穴  (図330106の 5～ 27?112、 写 23027)

遺構 台地北縁 にある一群の最茸ヒにある 7号住居址の西 に隣接 して発見 され、ローム層 を掘 り込み、南

ゴヒ350×東南 300 cln程 の楕円形 プランを呈する堅穴である。壁は全周 してお り、東・北は高 くて却数cmを

計 り、南・西は30cm前後で ある。状態は砂礫を含んでいるため軟弱である。床面は叩 きらしきものは全 く

認め られず に幾分凹凸 している。東南の隅には大小 さまざまな石 が密集 し、石質は変成岩 と花商岩 が半々

を占めている。これらの石 は付近の状況から察 して流石 と判断で きる。     :
遺物 土器 には図106の 15～ 27、 図112の 1～ 4がある。図 106の 26に は木葉圧 痕がみ られる。なお図

,112の 1ん 4は深鉢 (写 27の 126ん 128)で ある。遺物 出土 レベルは床面より若千高 く同 レベルから多量

の炭化物が検出された。

ク) 8号 住居址  (図 3401050118、 写 22の 102)

遺構 台地北縁にある一群の最西に位置し、ローム層を颯 り込み、南北500× 東西550 cmの 円形プラン

を呈する竪穴年居址である。壁高は本遺跡の住居址では最も高 く30～ 60cm程あり、状態は西壁に花商岩の

流石が密着 している。床面は砂礫を含むローム層の叩きで、西半分は良好、他は軟弱であ%。 さらに10cm

巾位の周溝が北半分を回っている。柱穴 は 5本ほぼ等間隔に配置され、直径 と深さはほぼ同じで、40～ 60

Cmである。炉は中心より北側に位置し、方形石囲炉であったと思われるが、石がはずさ■方形の落ち込み
がみられる。現在は西側の石が存在しているのみである。炉底には小さな変成岩と花商岩を敷きつめて湿気
を防ぐように工夫をこらしてあった。                            ≒

遺物 土器と石器の出土量は少なく、土器 (図 105)は加曽利 E式土器であり、床面の土器の中には伏

すた状態で出土したものも「ある。石器 (図 118の 809)は横刃形石器のみである。

ケ) 9号 住居址 と竪穴  (図 350106の 1～ 70118の 10～ 12)

遺構 遺跡南端で発見 され、口,ム層 を掘 り込み、南北 500× 東西450 cm程の円形プランを呈す る竪穴
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住居址である。壁は全周 しているが、北から西に高 ぐ、南から東へ低い。東は 9号土渡構築の際に切 ″れ

低 くなつたのではないか。床面はローム層の叩きになっており、炉周辺は堅く、中央から東にかけてわず

かに傾斜している。柱穴 は 4ケ所検出さヽれたそれぞれに小 さな補助穴を有 し、穴の中を幾分なりとも叩い

てある。東側の南寄 りに断面袋状のピットが検出されたι形状からしておそら1く 貝宇蔵穴であろう6炉はほ

ぼ中央部にあり、構築当時は方形石囲炉が存在 していたと思われるが、何時かに抜き取 られ現在は西側の

■つが存在していた1に すぎない。抜き取 られた部分はわずかな方形の落ち込みになっており、石が存在 し

ていたことを明瞭にしている。

l遺物 1土器・石器がありその出土量は少ない。土器 (図 106の 1～ 7)は いずれも破片で勝坂式土器に

比定される6

14号竪穴  (図 35,10601120写 23の 106γ 108)

遺構 119号住居址東側 にあり、ロームを掘 りこむ南北 4即 0東西4.5mの 楕円形プランを呈する竪穴で

ある。壁は南と西に残っている。床面はロームの叩きで、平坦につ くられている。床面には比較的深 く、

袋状断面を持つ渡がつ くられていて、鍍内または渡縁に遺物を集中させていた。

遺物 :ヽ 土器と石器があり、写 23の 106～ 108で みられるように渡縁で図112の 51が、また渡内に硬砂岩

の景」片が入れてあうたり、黒曜石塊が 1入 れてある。南壁に近い所では緑泥岩の大形石器 (図 112の 5)が

出ている。    ~     ,

9号住居址と 5号竪穴は並がた格恰で検出され、竪穴め方は通常の住居址程度の床面積を有 しながら、

柱穴・炉などを施設 していない。居住のための遺構でないことは確かであろう。しかも渡をうがち、その

中へ、確実に石器原料と思われる景J片、塊を入れていることからすれば、この場合 9号住居址に付属する

作業場的な施設とみることが適当であると考える。住居施設と作業場施設の組合わされた生活単位遺構と

でもいった らよいと思 う。

イ 土墳群 と土墳

(小池 )

|ア ) 1号 土渡群  (図 36・ 107～ 1090118、 写 24・ 26)

遺構 造跡北側台地が、東にむかうて傾斜を強める所、したがつてこの台地全体からみると台地の東端

に位置して発見されている。基盤ロームの中には西方からの花同岩の転石が含まれているが、この大小の

転石のかたわらを少 し掘 りくぼめたり、石を数箇集めたりtま たは土渡をうがつて、その中べ土器・石器

を置 き 中には置いた土器の上へ石をのせた状態が広がって一郭をなしている。 (写 24の 109～ 112)。

遺物  1号土群で発見された遺物には、土器と石器がある。ほとんどが深鉢でt平行沈線と圧凹を連続

させる粘土紐を組み合わせる 1群 (図 107の 20108の 4、写 26の 119)と 爪ヽ形押引きを隆帯に加えるもの

などが文様の中心になっている6(図 107ん 109)中 には沈線と隆帯で文様構成をするものもある。いず

れにせよ、勝坂式の土器群である。石器には図118の 13～ 16018の打石斧、19の石皿がある。 (福沢 )

2号土渡群  (図 36・ 107・ 1090110イ )
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遺構
1遺

跡北縁台地を見上げる
:様

な地形の中央でミ猪ノ山琳道 の南側 に沿った、:用地西半に東西16m、

南ゴヒ12mの範囲に展開する。大 きなのは 180× 70cm・ 深 さ50cm e小 さいのは30× 25cmで 深さ35cmと 云 テ多

様な土渡群である。.表面より西端で70cm、 東端で50cm掘 り下げたもので摺鉢状く舟底.状、皿状、円形、小

さなものは柱穴を思わすものもあった:群の南西のNo。33土墳は、 140× 110 cmで 35cmの掘 りこみであるが、

西壁は特 に盛 り上って底部へは60cmの 壁をなして、その盛土に土器片が集、中しており、更

'こ

壁をなす腐植

質粘土に土器片が多量に混入 した状態で出土 し、その下層 より焼土が15cmの層をなし、炭化物 |も 多量に混

入 して い る。

35ケ の土渡 中全然遺物の なかったものは 7ケ 所、他の土渡 は石器、土器の何 れかを含 肴 していた8配列

は不規則で あるが、'群中央西寄 りに多 くギ東 にはピット状のものが多 く遺物 も少 ない。西縁 に近 いNo.17か

らは紅ガラと見 られる径 l ёm位の朱のかた ま りが出ている6 :  l:      | :  i:  :
遺物 石器 と土器が多数 出土 した。縄文 中期勝坂式ヰ器深鉢 (図 107の 7・ 写27の 124)・ 浅鉢・土器片

多数 (図 110の 1～ 10・ 1130114)、 石器は石皿・凹石 磨ヽ石・石斧 ,石錘・黒曜石 など。.そ の他紅 ガ

ラ・平出ⅢA式類似 (図 107の 80113の 2)・ 深鉢 (図 112の 6)及び底部 (図 109あ 12～ 14)等が出
土 して い る6  :  :   :

(辰野 ):

iウ ) 土渡

土渡 1(図 37の 106)2号住居址と7号住居址との中間に位置し、他の土渡と同じく第 3層 ロームを基
盤として掘り込まれている。プランは 150× 190cm、 深.さ 50cmの楕円形で、北壁は垂直に近い。底部は堅
く叩いてあり、4個の自然石が重なっている。渡内からは淳物は検出されていないが、渡周辺より縄文中
期の土器片

「
(図 lo6の 8)が多量に出土してぃる。

土墳 2(:図37) 2号住居址の北にあって、 loo× 140cm、 深 き20cmの楕円形であるざ壁は急傾斜 して

おり、底部は平 らで少 し堅 く、叩いたようにみられる。遺物はないが周辺より縄文中期土器片 が多量 に出

土 してぃる。

土渡 3(図37)12号土墳 と並んで位置 している。径 loocm、 深 さ30cmの 円形すり鉾 1犬で底部は狭ぃ。

遺物はないが周辺より多量の縄文中期土器片 が出土してぃる。 l        l      i
土渡 4(図37106118119)遺跡のほぼ中央t東ょりに 5号土疲 と並んで位置 してぃる。 1lo× 50cm

深 さ4ocmの楕円形で、壁は垂直に近 く、底部は平 らである。40～ 10cm大 の自然石が墳上縁部の南側 に7個
東側 に2個 あり、この石の酉己夕J斗犬態からみると、この遺構は墓渡 に近いものであろうと考えられる6覆土

中に縄文中期の土器片 (図 lo6の 9・ 10)が少量認められ、loは勝坂式である。石器は磨製石斧 (図 118

の17)、 磨石 (図 119の 1)・ 凹石 (203)が 出土 してぃる。

土渡 5(図37の 106) 4号土渡の北に隣接 しく ,loo× 125cmヽ 沐 さ25cmの浅い楕円形土墳である。‐西

壁 は垂直に近 く、また北壁 10ёmほ どの段 になつて傾斜 している9底部 0東西の隅には径30cm O深 さlocmほ

どのくぼみがある。遺物は縄文中期勝坂式土器 (図 lo6の Hん 14)が出土 してぃる。

土渡 6(図37) 2号住居址 と5号住居址 との中間に位置 しており、 170× 120cm、 深 さ40Cmの楕円形

す り

`滲

1犬 を呈 しているd壁 には凹凸があり、底部はいくらか日「 きが認められる。遺物はない。

土渡 7(図37) 7号住居址の東隣に接 して、 150× 300cmの 南北に長い楕円形。深 さは50cmで東西壁
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は急傾斜 をもって掘 りこまれている。底部 は狭 く、砂礫 を含んでいる。覆土中よ り石鏃 1点 が出土 してい

る。

土渡 8(図 37) 遺跡 の南、傾斜のなだ らかなところに位置 している。 100× 140cm、 深 さ60cmの 楕円

形す り鉾 1犬 で、北壁 は急傾斜 しているが、南壁 は緩 やかで ある。また壁 には全面凹凸があつて崩れやすい

状態で ある。底部 はロームの叩 きになつてい る。置物 は検出 されていない。

土渡 9(図 37) 9号 住居址の東 1■ 隣 して位置す る。 142× 130cm、 深 さ45cmの 円形でく壁の傾斜 は比

較的急で、多少の凹凸がある。底部 は平 らで叩いてある。遺物 はない。

土渡 10(図 37) 8号 土渡 の南 に位置 している。 142× 257cmの 南北 に長い楕 円形で深 さは 100cmと 深

い。西壁 は垂直で、南北東壁 は西壁中央部 に向かって緩 やかに傾斜 している。また壁 には凹凸があつて崩

れやす じ`状態で ある。底部 は小石 を混 じえた砂礫 を含んでいる。遺物 は認 め られない。

土渡 11(図 37) 遺跡のほぼ中央に独立 して存在する、 105× 105cm、 深 さ40cmの 円筒形状の土渡であ

る。壁 と底部は砂礫 を含んでおり、また`底部 には花同岩の流石が密着 している。覆土中より少早の炭化物

と石錘 2点 を検出している。

土渡 12(図 37の 119) 3号住居址の北)2号堅穴の東に隣 して位置 し、 115× 120cm、 深 さ40cmの 円

形 たらい状で北壁は段になっている。底部には20cm大 の石 1個 と小礫 3個がある。遺物は磨石 (図 119の

(深沢 )4)の みである。

ェ) その他  (図 110011201150119、 写21029)

遺構外出土の遺物は量的にはかなり多いがいずれも小破片の土器あるいは欠損 した打石斧 などであり、

見るべ きものは少ない。ただし住居址群の占地 している丘で中央道用地内西端付近から縄文時代早期未の

土器片 (図 110の 11～ 17)が数点出土 している。穀粒押型文二器の口縁部 (11)と 太いめの撚糸文土器 (

12～ 17)がそれで、撚糸文土器はいずれも繊維 を含んでいる。おそらくこれら早期の遺跡は中央道用地外

西方あ標高の高い位置 に中ノいをもつ ものと考えられる。

石器は全て縄文時代中期の土器に伴って出土 したもので、ここでは完形のものだけを図に示 した(図 119

5～ 15)。 打製石斧 (5～ 8)・ 磨製石斧 (9)、 横刃形石器 (10)・ 磨石 (11017)・ 凹石 (12)・ 石

錘 (13～ 15)、 花同岩製の石甲 (16)、 使途不明の大型石器 (18)がある。       (唐 木 )

ま とめ

犬田切川 と猪の沢川 にはさまれた広い扇状地木裏原の北端・大田切川南岸 に西 から東 にのび る台地 ?東

端付近の地形断面 は、北側 が高 くヽ中央が凹み、南側 は中央 よりや ・ゝ高めになっている。北丘 B遺跡 はこ

の北側 の台地項部 から凹地 にかかる斜面 にかけて遺構 が集中 し、凹地、南側の平担面 にも遺構 を広 げてい

た。縄 文中期 2期 にわた り、住居址 90竪穴 5、 土渡群 2、 土墳 12の遺構 と、相当量の遺物 を得た。 この

遺跡で重要 なことは、住居址 とそれに付属す ると思 われる遺構 が確認 されていることと、土渡群 を含めた

集落構造 に関す る示唆である。 2号住 に南接す る 1号竪穴 、 3号住北隣の 2号竪穴、 7号住西隣の 3号住

9号住東の 4号竪穴、 4号住東隣の 5号竪穴 6いずれも出土遺物の相 は住居址 と竪穴 は時期 を同 じにして

3)
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いる。これはす くなくともそれに近接する住居址 とは同 じ時期であり、しかも住居の近 くに構築する必要の

あったものとい うことになれば、関連を持 ち合 う遺構 ということになる。この場合竪穴の基本態は、掘 り

下げた竪穴で、 3号のように土器を持つものと、 4号竪穴のように竪穴面積が、ほとんど住居址面積 と同

じくらいの広さになり、床面に深い渡 を掘 り下げ石器材料を入れているような、つまり住 まいではもちろ

んないが、作業場状の様相を窺 わせるものとになる。 4号竪穴は 9号住居址の東側 にあるが、 9号住 との

間には土渡 が 1つ ある。そうしてみると9号住居址は東に貝宇蔵穴状の土渡 と、更 にその東に工房址 4号竪
曇 ■

穴を付属 させたものとして把 えることができる。 1住居址単位 どしての性格が窺 える、関連 し合 う遺構が

確認 された と考 えているわけである。

もう二つの問題 は、 9軒 2時期の うちの古い時期、つ まり月券坂式の時期 における集落構造 に関 してで あ

る。台地 の項部 か ら南側の斜面 には、 2040506号 住居址 が弧状 に並ぶ:こ の東側、地形面でいえば

東の台地先端 に土渡群 が、 また南側の凹地 に 102号 土渡群 を配置 している形 になつている。傾斜緩 かで

日当 りのよい台地項部 と南斜面は住居地区 とし、台地先端 と南の凹地 は特殊 な、共同のための区画 とす る

住 みわけの原則 が、月券坂式期の北丘 B遺跡 にあうたのではなかろ うか。いずれにして も、中期の集落 問題

については興味 のある資料 を提供す るもので ある。

遺物 も豊富で あった。従来、平出 3類 Aと い う呼び方で位置づ けられていた、竹管状施 文具で施 された

平行沈線文 によった加飾 を持つ深鉢型土器の一群が、本遺跡 か らも何点 かでている。 4号住居址の埋甕 ・

102号 土渡群の器丈のある 底部の小 さな深鉢 (図 107の 2、 写ヽ 26の 119)がその例で あるが、中期初

頭 とい う位置づ けは北丘 B遺跡 に関 しては、他の伴 出土器か
｀
らいって適 当ではないといえる。

2号住居址 のゴヒ壁 に接 して石皿 の上へ磨石 が乗せ られて出土 した。 この状態は石皿 と磨石 が組合 わさって

いたことを物言吾るといえよう。 (小池 )
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8名廻南遺跡

1)位 置  ,(図 5,写 28029)

遺跡は伊那市西春近白沢地籍 にあり、自沢部落の南西のはずれにあたる。         ‐   ―一

中央テルプス山中に端を発 し天竜川に注 ぎこむ西春近でも有数の急流犬口切川は、自沢部落の南で右岸

には急峻な斜面を、左岸には 2段のイヽ段丘を形成 している。この小段丘の 1段 目と2段目の幅70mほ どの

平担地が遺跡であり、 2段目の段丘上の舌状台地には県道に羨道部をけず りとられた名廻東古墳がぽっか

り口をあけている。         i

遺跡 と河床との標 高差はお与そ 5興 である。́現在は畑が作 られているがかつては増水 した犬田切川の濁

流に洗われることもしばしばあったとみえて大きな花商岩があちこちに点在し、また土壌は砂質分を多く

含んでいる。                   l

調査開始前の踏査では何らの遺物も表採できなかつた。

調査は48,600mを AAと しBHま で、41か ら56ま でグリッド設定して行なつた。

遺構 と遺物

ア 平安時代の住居址 と遺物

ア) 1号 住居址  (図 3801200130、 写28)

遺構 造跡台地南縁の先端、大田切川の流 れを眼下にする北岸の河原石の中に褐色土層を1堀 りこんだ、

南北 525× 4ケOCmの方形竪穴住穴址である。壁は、西40cm、 東 5 cmで東に低い。南壁は特に石が多く、石

囲 いの如 くで:北壁は中央 に10cm位壁に切 り込んで、人工的 |二 並べたと認められる石が203あ りその床

面部に多量の焼土 が堆積 しているが一時期にカマ ドとして使用 し、後現在地に移動 したものと思 はれる。

床面は、貼床 とは認められないが、砂質ロームで硬 く、小波のデコボコである。西南の柱穴の壁 との間に

も焼土の堆積が認められた。東南のカマ ドに近 く、長さ 110cm O巾 45cmの瓢単形の大石が床面に20cm程突

出している。柱穴は4個 が等間隔に、10cmの堀 り込みである。床面の中央 に、径50cm・ 深 さ20cmの 凹地が

あるが、焼土も炭化物 もなく遺物 もない。カマ ドは東南の隅に、石組粘土で築かれる。カマ ド左側支脚石

は、立石のま ゝ3個並んで粘土に支えられている。.右側石 と天丼石は崩れて附近に散舌Lし ている。

遺物 床面より灰釉椀 (図 120の 102)・ 皿 (3)0段皿 (405)が 出土 したQ覆土より打石斧 (

図 130の 102)・ 横 刃形石器 (3)も 出土 している。

イ その他の遺物

(唐木 )

2)
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遺構外出土の遺物は全て土器であり、その量は少なかった。遺跡の北側フラットなところから縄文晩期

土器 (図 120の 6～ 8)・ 晩期条痕文土器 (9)0縄文前期終未諸磯 C式 (lo)土 器が出土 した。 (小池 )

3)ま とめ

調査前の踏査の際表採遺物が皆無であったことや、遺跡とされている平担地が犬田切川の氾濫などで荒

撃贔11象駒滉「1曇澤[]Oi菫曾ξ二「這よ菫主II腫住TI:II菖
:::τ

:得 IFtti期 1、

特に
発見された住居址は遺跡南端の第 1段丘縁 に位置 している。この住居址 からli■ 灰釉の椀 2皿 1段皿 2の

5点セットが出土 しており当時の生活を復元する上で良好な資料 となるであろう。
f

縄文時代の土器片は遺跡北禎Jの 第 2段丘下から出
=し

ているが、遺構は検出きれなかった。、

こうした調査結果からみて、用地外東方のなだらかな斜面にもかなりの遺構が埋まうている可能性が強

くむ しろ遺跡 の中心はそちらにあるものと考 えられる。 (唐木 )
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0 名廻東古墳

位置 と環境  (図 1 5, =デ 29・ 30)

名廻東古墳は、伊那市西春近自沢4107番地 に所在する。 (図 1,15・
`写

29・ 30)権堺山の肇 を縫いなが

ら流れ出る大田切川は、自らの造形 による木裏原や自沢原扇状地を解析 して、り|1沿 に小 な段丘地形や、細

長い台地を形成 しながら天竜川へ注 ぐ、西春近地区中央を縦貫する川である。上流地域から土石 を押 し出

す暴れ川でもあり、唐木や沢渡地区が天竜川へ突出する地形 を示すのも、この大田切川の暴れぶ りを物語

るものであろう。写 29tこ みられるように、り:|1巾 い?ぱいに河底 を見せ、花同岩帯を東に流れ走 るさま|よ、

まさに大田切川の名にふさわしい。

犬田切川が山麓部を抜け出て、広い扇状地形面を解析 し始める所の左岸には、川の流れに平行す るように

自沢原南端 に舌状の細長い丘が、西から東に延びているが、この丘項 と犬田切川へ面 して傾斜する所に4

基の古墳が点在 している。西方山麓から名廻西古墳t約 100m東 に名廻東古墳、 250m東に鎮護塚西古墳

その東の鎮護塚東古墳がそれである。なお犬田切川の下流、唐木原東端 に唐木古墳があり、都合 5基の古

墳が構築 されていることになる。名廻西古墳は丘端を利用して構築 された小 さな円墳であり、市道犬田切

林道、灌漑用水路犬田切上井ノ沢修復の際発見 されたというが、封土ほとんどなく、また石室も崩れ、規

模・形状 ・遺物などは不明である。名廻東古墳の東方 250m、 大田切川に面する松林中にある鎮護塚西古

墳は、直径 17m、 高さ2mの 円墳で、天丼石のはず され た横穴式石室がある。鎮護塚西古墳の東側 に 大正

年間に掘 られた鎮護塚東古墳がある。径 18。 4om、 高さ2.4mの 円墳で、横穴式石室が天丼石 を除かれた姿

で露呈 している。直刀 0剣・勾玉 0土師器・須恵器が出土し、西春近公民館などに保管 されている。

さて今回調査の名廻東古墳は、大田切川上流沿いの4基の古墳中にあって、最も日立ち易い所に立地 し

ている。白な原が犬田切川に南傾 し
奮
がら北なや迫る所を、大田切林道が通じているが、この道の大田切

川側の一段低い段丘面に名廻南遺跡があり、その対岸には縄文中期の集落址を露呈させた北丘 B遺跡があ

る。林道が通過する所は、自沢原の南端犬田切川の解析によつた段丘崖状の斜面にあるが、この斜面は川

沿いに西から東に延びる舌状台地の南側の斜面に連続する6つ まりこの斜面を登 り切った丘項に墳丘が構

築されているのである。丘項に立つと南方に、林道 とその下に名廻南遺跡が大田切川沿いの小段丘面に、

また犬田切111越 しに木裏原北端を鋭く断崖状に切りとつた暴れ川の岸があり、断崖の上に北丘 B遺跡の北

端をみることができる。北は自沢原の花同岩礫を混じえた白く傾斜の強い扇状地南面が広がり、手前に名

廻遺跡・ゴヒに続いて白沢原遺跡が見える。古墳のある丘は、50mほ どで切れてしまうので、東方の景観が

美しい。天竜川と二峰川の合流点からずつとその沿岸と、三峰川沿いの段丘地帯の奥に高遠、その上に連

らなる南アルプスの峰々を望むことができるのである。

この丘の西 0名廻西古墳の墳麓を洗って、大田切上井ノ沢が堀られたために、名廻遺跡とは川を1ま さん

で対する形になっているが、もともとの地形ではないし墳丘のある丘の北は古い山道が丘を縦に切ってい
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るため丘 は原形 を保たず細長 くなっている。昭和44年大田切林道拡幅工事がなされ、その折 り墳丘南裾が

切 り取 られ、石室羨道部の調査がなされ、須恵器片が採集 されている。北狽Iを 古い山道が、また南側は林

道によって断ち切 られ、羨道のす部を林道の切 り通 しに顔 を出していたのであるが(中央道用地内にすっ

ぽり入ってし糞うため、今回の調査になった。標高は 720mを計る。           l
なお昭和44年調査結果は、「長野県埋蔵文化財発堀調査要覧、その 2、 昭和41年度二昭和46年度」

教育委員会 (1973・ 3)に略記されている。

2)墳 丘・ 石室の築造  (図40041、 写30031)・

名廻東古墳は、北 と南側を林道によって切 られた細量い舌状台地項部端 に築造 された、横穴式石室を内

蔵する円墳である。
` l         i

l前項でもふれたように、大きくみれば犬田切川の解析 により、南側を大田切川にむけて低めた小丘陵項

端 に、さらに詳細 にわたれば、自沢原南端の大田切上井の川の掘削によって北側 を削 りとられたために、

独立丘状 に見える丘項 に、径11.4m、 高さ2mを残 して、特に南側からは林道拡幅の際露呈 した羨道部め

石積があり、本裏原北端から望めば、写30の 1350136に みられるような、典型的な円墳意観 を眼下にお

さめることができる。

円墳の置かれた丘陵の地層々序は、図400410写 31な
｀
どでみられるように、 2枚のローム層の上に黒色

腐植土・かつての雑木林の落葉をふみ込んだ表上の順 に堆積 している。図40の 地層図41の断面図でみるよ

うに、墳丘構築時には、ローム層の上に4～ 1の黒色土が堆積 していた。この黒色土と、下のローム層を

切 り込む巾3.70m、 長 さ8m(実 際は羨道部が消減 しているのでもうすこし長 くなる)、 深 さ 1～ 1。 50mの

渡 を堀 りヽ、まず壁体最下段 に大きな加工 しないままの野面石を並べ、黒色土混 リロームでおさえる。これ

までが基礎工事 となり、この上へ石室内部からみればt野面石の小口面が出るように壁体を築 き上げてぃ

く。同 時に墳壁 と石積の間1隙へは礫塊の裏づめと、ローム混 り黒色土を築 きこんでいく。この壁体構築は

石室上部にいたるとだんだんせばめられ、持送式ぎみになっていて、石室上面へ横架する天丼石を支えや

す くしている:調査時の天丼石は 7枚 を確認 したが、崩れていて完全な姿を把握する
:に

はいたらなかった。

石室構築の後はきわめて薄い土盛が行われた。図40の 断面図 2がそれで、 かつてはもっと厚かつたのかも

わからないが、調査時に観察 された範囲では、厚い所で50cIIlに す ぎなかった。 (も ともと力ち虫立丘状 に残 さ

れた丘陵項 にあるため、風化や土のけず られ方は激 しかったと考えた方がよい。)1墳丘 をおおふ葺石 は
｀
な

い。この石室を中心 とする墳丘をめぐる周涅 は1.20～ 2。 40m巾 、深 さ40～60cmで あつた。

内部構造  (図410写 31032)

長方形 プラン、石室長軸方向はN6° Wで、残 されていた石室全長 7。 10m、 その うち閉塞部の根石 と思 わ

れるものを基 にして玄室 は5.60mを 計 る。巾は奥壁で 1。 40m、 閉塞部で1.35m、 高 さ奥壁で 1。 70mを 計 る

ことがで きるg   '

側壁 は奥壁 に近 いあた りで 5段までを数 えるが、規則正 しいのは基礎 の最下段 のみで、 それより上段 は

長 野

3)
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不規貝Jな野積みになつている。奥壁は1.2o× 1.30mの 扁平大形の石を立て、さらに三段上へ重ねている。

使われている材はいずれも花同岩で、おそらくは南を流れる大田切川の転石であろうと思われる。

棺床は、まずローム、:黒色土と堆積 していた丘項 に療 をうかつわけであるが、その際黒色土から計れば

lm下の中期ロームの上面まで堀 り下げて、上述の壁体部基礎工事をし、その時 に根石をかためるために

ロームを多く、黒色土をすくなめに混 じた土を使つて掘り下げたローム画を覆い、さ―らに褐●粘質ローム

(たぶんこれは、この丘でみられる2枚のローム中、下部の部分的にイ=ヾ ミスを含むケ所があるが、この下

部の、つまリローム編年でいえば中期ローム)を 敷いて整えて.あ る。またこの褐色粘質ロニムの上には部

分的に小円礫混 りの褐色土が薄 く堆積す
くるが、天石部の裏づ―めなどの崩落土砂であ

.ろ

ラ0

羨道部については、昭和44年度調査の正報告がないのではつきりしないが、林道切通しで
i露

呈されてい

た部分がすでに羨道部の終 る所、つまり閉塞部であっただ,ろ うという予浪1がた?。     ´ :

長軸1.10五 ほどの扁平な石が置かれており、44年度調査の写真記録でみると羨道内に閉塞用の河原石が

充満 していたらしい。したがつてこの棺床南端に、石室長軸に対し直角に置かれてぃる扁平細長の石を閉

塞部とすれば、この石室形態は、玄室と羨道夕区別はするが、平面形で|ま 区別のない長方形の簡単なもの

であったととになる。       ■                           1

ちなみに古墳時代を通じ休宝令尺以前1等用されたという高麗尺を、石室法量に当ててみれば、巾4尺

長さ16尺、高さ5尺をほ 計ゞることになる。

4) 遺物

(宮沢 )

ア 出土状況  (図 42、 写33) ~

天丼石や側壁をつ くる石の上部が崩落 して石室内に入 り込んでいるため、調査は崩れそうな石を取 りは

ず し、理れた褐色土を上から少 しずつ除去 していくことから始まった。閉塞部付近はすでに44年 度調査が

行われているので遺物はない。                ‐   、      '    (

遺体の存在を実証するものに骨片と歯の出土がある。歯は玄室中央部やや奥壁寄り、1西壁から25,mの位

置にく骨片は1さ らに奥壁寄:り 、西壁から15c興 の位置で棺床に検出きれた。lと ころが別の骨片一点は奥壁近

く、
｀
東壁から45cmの位置に棺床から

.35Cmの
高さを持って

｀
出土しているのは何を意味するので―あろうか。他

に歯 1点 がふるいの中で、棺床に近い覆土中から検出されているが、残念ながらその位置を確認すること

はできない。     ′  :                       |

副葬品の水平分布をみると、棺床に分布するものと、棺床から離れて覆土中に分布するものとの二群に

分けることができる。覆土中に分布するものの多くは土器片で、土師の高杯 :i空 と須恵の壺、聟、砲く提

瓶などである。玄室中央部から閉塞部近くまでに分布し、棺床にあるものから、 145cIIlの高さを持つもの

まできまざまで、陸は床上22cmにはぼ完型に近い状態で出土しそいる。これら、の器類のほとんどは44年調

査で得られたものと同一個体をなしており、いずれも石室め外に置かれていたものが、天丼石崩落の際、

破砕されて同時に埋もれたものであろうと考えられる。また床上 loOcmの 高さに位置する紡錘事も同じよ

うに外から入り込んだものであろう6
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その他の副葬品はすべて床面上に10cmほ どの厚さをもつて位置しており、垂直分布が安定 していること

から、いずれも遺体埋葬のとき置かれたものと考える。その水平分布は、玄室中央部から奥壁側では東壁

寄 りに多く、閉塞部の側では西壁側 に多く偏って分布 している。鉄製品がほとんどで、鉄鏃 がその夫半と

占め、ほぼ全面に置かれているが、方向性は認められない。大刀は中央奥壁寄、
｀
東壁から30cnlの位置 に壁

と平行に、柄 を奥壁に向けて置かれている。またその奥壁側 には刀が、大刀と一直線をなすように、病の

部分を接 し、 鋒 を奥 にむけており'ま たその刀よりやや奥壁寄 りにも東壁から30叩離れて別の力がぁり、

鋒 は 奥壁の方向を向く6他の刀 1点 は中央部西壁から20cIIlの位置 に、やは り壁 と平行に置かれご 鋒 は

羨道の方向を向い、ている。刀子は中央部奥壁寄 り、東壁から40cmの位置 に 1点 と、他は中央部 とやや閉塞

部寄 .り に壁から30～5ocmの距離lを おいて発見 されてぃる。l  i   ヽ    |    l   i

金環は 5点の出土をみたが、その うちの4点は大 きさ、保存状態からみて 2個の対になつたもの 2組だ

と思われる。その一組は中央から奥壁寄 りt西壁から30Cmと 45cmに 1`20cllの距離 を隔てて出土 し、別の下

組は中央部付近に 130cmの距離をおいて、西壁から20clnと 東壁から55ёmの位置 にあるιまた他の金環 1点

は前 4点 とは離れ、閉塞部にあって、・東西壁の中間、閉塞石から 110cmに位置 していた。 ::
‐金属

:器
の他 には石製模造品類があり、大小 2種の臼玉 14点 と、扁平大形のもの 2点。模造品のひとつは

奥壁から 180cnl、 東壁ヵ ら70cmの位置にご̀他の 1点は閉奉石から140cm、 東壁から30clnの位置 にあって、二

つの距離は 260cIIlを 隔てているι双方とも鉄製品の群在する中心部から離れたところにあうて、その周辺

には遺物 は少 ない。また玉類 は大刀の置 かれた付近一面 に集 中 して検出された。 (深沢 )

イ 遺物  (図 12101220217～ 220、 写 33ん 35、 )

金属器 大刀、刀 (図 217、 写34)、 大刀は造込t平造き全長96cIIl.0刃長79cIIl・ 茎長17cII1 0元 幅 4。 8 cIIl

先幅 3 cIIl・ 元重ね0.8 cm、 先重ね0。 76血反 りなしの平造大刀である。なおこの大刀は倒 :卵 形 の、金軍を付属

させていた。 (図 217の 1)、 刀には造込、平造・両区・角棟・フクラ枯のみられる図 217の 204と 、

刃区片区で、棟が内側 に反 り、全体形からすれば鉾型状 になる平造刀の図 217の 6がある。204は 、.30

5の ような0祖をつけている。 3は二端が反 り出すようにもみられ、あるいは領と錆付 してこの形状 を残 し

たのか、鞘口金具かもわからない。

′
刀子 (図 217、 写34)片 区の方が多い。110121ま 刃部が内反 している。使用によるためかtも ともと

の形 なのか不明である。なお12に区が逆に切ってある。鋒の形状 などからみると刀子でないかもわからな

い。       
‐                                     _

鉄鏃 (図 218-220く 写34035)鏃 には尖根、平根鏃 とがあるL量的には尖根鏃が多 く、平根鏃 |よ 16

点を数えるに過 ぎぬが、この時期からすれば多い方であろう。平根鏃 には図 219の 1-16があるが、有茎

の逆刺のある両丸造腸扶柳葉式の 11:2。 両丸造柳葉式の 3-9。 両丸造圭頭式の100116両 丸造三角形

式の12`013と 、14015016の 有孔無茎式の 5つ の形態がある6:14は着柄本質が残つて
て
いる。 (写 34の 157)

尖根鏃 には鋒部形状からみて、図 218の 1-4、 図 219の 24が片刃箭式 0218の 5-29、  219の 220123、

220の 7:8・ 10な どでみられる、1尖根鏃の大部分は難箭式のものであるgi鋒部が残 されていても、錆付

があつたりする
iの

ではっきりしないものである。なお 218の 30・ 219の 23024は鏃 として造 られはしたの
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だが、最終的には意図的に曲げたり、捻を加 えられており、別な用途・機能を付加 されていたらしいふ し

がある。

金鏡  5点が発見されている。銅芯金鍍のもので、図 220の 16～ 200写 33の 150、 でみられるように、

図の16017、 写33の 中 2つ は鍍金が美 しい。図16:17と 、18019は それぞれ対をなすものであろう

石製品 紡錘車が 1点 ある。図 220の 36、 写33の 149がてれで、滑石製、同心円状有段で厚みのあるも

の。線刻などの加飾はない。糸巻棒 をさすための貫通孔が下半分で太 くなっている。

石製模造品に玉類 と、斧型のものがある。 (図 220の 21-35、 写33の ゴ51、  152)

玉類は臼玉 2種 があり、図 220の 21-33の 大形のものと、34、 35の 小形品があり、大形品は一見粘土 とも

思われるきわめて軟質の黄褐色砂岩を使い、ほのかであるみで しかとは判断 しがたいが、赤色塗料で着色

してある。小形品は滑石製で通有の模造臼玉である。斧型のものは図 220の 370380写 33の 152で あるが

扁平両刃を磨 き出すものであり、模造品とすれば大形品に属す。

土器 土師器 と須恵器がある。 (図 1210122、 写33の 147・ 148)         _

須恵には図 122の ような大きな壺、図 121の 405の ような壺型のものと、図 121の 30写 33の 147の瑯

図 121の 6の提瓶がある。土師には図 121の 1、 写33の 148の 婉、図 121の 2のメ がある。

自然遺品に臼歯 があつた。 (図 22oの 39、 写33の 153)遺存状態は良好であつた。

ま とめ

名廻東古墳は、大田切川北岸に細長く延びる小丘陵端近くに構築された横穴式石室を内蔵する円墳であ

り、大田切川上流左岸に点在する4基の古墳群中の 1つ であらた。44年林道拡幅工事の際に発見された古

墳で、道路の切通しになる墳丘南裾と羨道部が工事のために破壊された。しかし主体部でもある玄室|キ そ

のまま残されておりt今回の調査に至ったわけである。 [

詳細 にわたつては関連項を起 しふれてきたが、本項とすればまとめの意味を含めて所見のいくつかをか

かげておきたい。

1つ は、残 されていた墳丘規模や、林道工事によつて露呈、消滅 した石室の一部などから判断 して、そ

の石室 0遺物などの残存状況はあまり期待で きないのではないかという予想を、はるかに越す阜好な状態

で関係者下同を驚かせたことである。N-6° 二Wに 長軸 を置 き、5.60m× 1.40mの 棺床平面形で、1。 70m

の高さを持つ玄室 と、消滅していて測 り難いが確実に1。 50m以上の羨道部を持つ横穴式石室は、上伊那地

方その発堀例 とすれば最大の規模を誇 るものであると同時に、欠損部はあるが、羨道・玄室をそなえ̀た横

穴式石室の好例 として記録 し得た点は貴重であつた。

2つ は、中央道用地にすつぽりはいつて しまう関係上、で きる限りの細部にわたる調査が要求 されてぃ

た。そこでは全面的調査方法が講 じられねばならないのはもちろんであるが、特に石室構築の,1犬況 を細部

|三 ゎた.っ て観察することを重点の 1つ にした。石室の長短軸 に合わせて畦畔帯を残 し、他は石室石積 を残

して封土を景Jぎ t石室・墳丘構築法を復元的に観察する方法をとつた。この結果、丘陵成層の基盤 になつ

ている2枚目の、中期ローム層上面までを石室内棺床巾の 3倍蒻巾に拡 を堀 り下げ、壁体下部の基礎工事

3)
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ともい うべ き最下段 の石積 は特 に入念 に、ロームを多めに黒 色土 を混 じた土 を築 きこむ方法 をとり、 また

石室 が長大で あることも計算 に入 れたのか、壁・天丼の裏づ めも礫塊 を多量 に使用 し、 その礫塊 を黒色土

を多めにロームを混 じた土で築 きこむ とい 0構築法の とられてぃたことがわかった。石室下部へ はローム

を多めに、 また上部では黒色土 を多めにした築 きこみ土の区別 には、 どんな意味 があったのか、 ともか く

区別 しているところが興味深 い6-方 石室法量 は、5.60m× 1.40m力淋官床平面形で あったか ら35cm尺 をと

れば、16尺× 4尺 とな り、高麗尺で あれいず れにして も石室空 間の構成 に基本的設計意図が うかかゎれる。

3つ は、金属器
｀
を中心 とする豊富な出土遺物 にっぃてでぁる。44年 羨道部調査の折 りには、須恵・土師

器の存在が知 られていただけでぁるが、今回調査中に記録 された遺物分布図への ドット数は、全部で 160

を越 した。 しかし後の整理段階で 1つ に接合 されたり、同二個体のものであることなどによってこの数は

訂正 されたが、全長06cmの 大刀から、 2 mm径 の白玉にいたる大小の遺物は関係者一同を喜こばせるに充分

の量であり、計測班はうれしい悲鳴の上げ通 しであった。この遺物群全体をみると一部 には比較的古い要

素を残すもの、たとえば、刃区 0フ クラの強い鋒を持?大刀、石製模造品などがそれであるが、大 部 分

を占める鏃や他の刃子 0金鏡・土器類 などの相は後期古墳・それも7世紀代に通有な副葬品類 とぃえる。

ただ伊那谷の後期古墳 に多い馬具類が見当らないのが不思議である。

以上いくっかを総括すれば、すでに群集墳構築の時期 に属するが、石室は長大、大 きな鏡石を奥壁に備

え、墳丘裾 に小規模ながら周涅 を残す構築であり、加えて豊富な副葬品を残すことなど勘案すれば、型式

白勺には最終末までは降 らない 7世糸己代の古墳 として理解 される。

この被葬者の丘 をとりまく関連遺跡は明瞭ではないが、西から北に続 く名廻・東方に広がる児塚・南小

出南原・犬田切川を越 して西・南方を占拠する北丘 0南丘の各違跡などはその地縁 として位置づいてぃた

もの と考 えられる。 (宮沢 )
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10 名廻遺跡

1)位 置  (図 5,写 36)                          ,

(図 5,写36)北から拡 げられてきた自沢原扇状担の
名廻遺跡 は、伊那市西春近 3968番地に所在する。

南端は、大田切川によつて、また後に|キ 犬田切上ォの沢の削塊 によつて断ち切 られる。この扇)犬

“

の現地

表面は、江戸時代の押 し出しによると、わヽれるきゎめて新 しいものである。西中麓を流れ落 つた白い花間

岩礫 を多量 に含む土石で、遠 くヽ夕ら`みると、まこと、自沢原にふさわしいoこ の新 しい■石流の覆 りのす

くない南端は、東に緩 るく傾 きながら、犬申切川左岸に細長 く延びる二陵裾 IF合 ゎoり 、rtがて南傾 レな

から大田切川岸に至っている。白沢原の南端が、大田切川左岸の小丘陵に合する手前に名廻淳り は位置 し

ているので)あ る。標高は 725-735mを 数えている西春近山麓部帯状遺跡群の一?で ある。 t

名廻遺跡の南にはく小丘陵項部 に名廻東古墳以下 4基の横穴式石室
|を 持つ円墳が群集 し、大田切川に面、

した小段丘上には名廻南遺跡が、また北の小 さな沢を越 して白沢原遺跡がそれぞれ占地 してしヽる遺跡分布

濃密な所で、過去の分布調査でも資料性高い遺跡 として評イ面されていた。

今回調査|よ 、中央道センターライン:148750を AA基点としてC E35-59ま でのグリッドを設定したO

地層はおよそ、ローム・黒褐色土、・黒色土・耕土のllFに堆積しており、ロームを切り沐んだ平安時代の住

居址1軒・溝状遺構1がみつかつている。

2):遺 構 と遺物

ア 平安時代の遺構 と遺物

ァ) 1号 住居址  (図 430写36)

遺構 遺跡南西端・西側巾杭 ぎりぎりの所で発見 されている。 4。 9× 4.7mの 隅丸方形 プランの竪穴住

居址で ある。西 か ら東 に傾 く地形面上 に構築 されたため、・壁高は西が高 く東 に低 くなってい る。床面良好

で、床面北・南縁 に周溝 があり、中央南 よりに90× 105cmの ビッ トがある。東 0西壁中央の床面が焼 けて

お り、西壁 に接す る方が焼 けが強い。東側 にも一時 はあつたのだが、何 らかの事情 により西壁側へ移動 し

たもの と思 われる。柱穴 は四隅に各 1本 と、東 0西のカマ ド両脇 に 2本ずつ堀 られている。

遺物 遺物 には土師甕 (123図 1-5)。 ナ不 (同図 6)、 須恵壺 (同図 7)・ 灰釉椀 (同 図 809)が

ある。図上復元不能 なものまで合わせ ると、土器類 の量 は非常 に多 く、その個体数 をまとめてみると、床

面で土師甕 10・ 不 50須 恵壺 10灰釉椀 70瓶 1・ 覆土では土師甕 30灰釉椀 3を 数 えることがで きる。

灰釉伴出の時期にみられる特徴といえる。
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イ)溝 状遺構  (図 43、 写36)

遺構 造跡北端、北隣 りの白沢原遺跡 と境 をなす沢近 くで発見 されている。最大巾 180c血 、平均 120ch

―番深い所で30cm、 平均15cmほ どの深 さを持つ溝状め導構で、長さ15mま でが確認 された。全体 とすれば

西から界に緩 るく傾 く地形面であるり、15mの浄 1犬遺構は南西から北東に向って傾斜 してぃる。

中央部が 2ケ所巾広になり、そこを中心に掌大からや 大ヽ きめの、比較的風化の進んだ花商岩塊がloヶ ほ

ど並んでいる。ローム層を切込んだ溝状底は、アバタ状 にくぼゥ所があり、全体的には黒色腐植土が堆積

するが、 くぼみの中は この黒色土 と砂質の土が混 じるか、または砂質の土のみがつまってぃる。溝底の広
い所はロームがかた くしまり、黒色土に|ま 木炭の混入が認められる。 i

遺物 溝状底まで堆積する黒色土下部か、浄 1犬底に接 して土師器片が数10点検出されてぃる。ぃずれも

磨滅した角を持つ小片で、甕・杯型の破片が多く、個体数ではlo点近 くになるらしい。灰釉陶片 も含まれ

てお り、南の 1号住居址構築 と時期 を同 じくす るものであろ う。 (宮沢 )

3) ま とめ

名廻遺跡 は、名廻古墳群 に近 く、 また過去 の分布調査 からの所見ではかな り期待 されていたが、結果的

には平安時代 の住居址 1軒 と、浄 1犬 に細長 く続 く遺構 が 1条1発見 されるにとどまった。中央道用地タト西方

に遺跡 の中心 があるため と思 われる。

住居址でカマ ドが移動 された と思 われるのは、本址の外 に名廻南遺跡 1号住居址で窺 うことがで きた。

どんな事情 によるもの か即断はで きないが、:予測 されるケースとすれば、同一竪穴住居 が時期 をず らして

使用 されたが、忌詳的 な意図 によるか、ない しは風向 など機態的 な問題 によるかなどで あろ うよ出土遺物

の様相からすれば、時期をず らして使用 したとは思われない。 2つ めか 3つ めのケ=ス にあてはまるよう

に考えられるもので、名廻南の場合は南東隅に構築 しなおしてぃるのは、
~も

ともとが北壁中央にあっヽたの

だが、ちようど名廻東古墳にむくことからくる忌講的意図によるもののように思われる。類例の増加を待

ち検討すべ き問題であろう。

名廻遺跡は、現在犬田切上井の川が堀削されたためにく名廻東古墳の立地する丘陵とは切 り離 された格

恰になっているが、この人工井の堀られる前は地形的には地続きであった6今回調査の折り、古墳の墳丘
東側で縄文時代の違物 が発見 された。原地形 を想定 し、 この遺物 は名廻遺跡 の中へ包括 してふれてお きた

い。図 124の 12-19がそれである。12-17は 同一箇体の繊維 を含む粗大楕円押型文である。口唇 に長い刻

目を入れてあり、10は繊維を含まない楕円押型文である。 (福沢 )



自沢原遺跡

1)位 ‐置 1(図 6、 写36の 1`67)

遺跡は伊那市西春近白沢4000の 1～ 2に あり、名廻遺跡 とは小川を境 に接 してその北に位置する。地名,

の示す様にこの地は花商岩礫 とそれの白い風北土砂の堆積する、傾斜の強い扇)大地面に立地 している。礫

混 りの土砂の堆積は 2ん 3mに もおよび、地元では江戸時代前期 ごろの押 し出しによるものと伝 えられて

いる。,そ の下にようや く遺物 を包含する黒土層があり、ロームに至る。          l  i‐

調査はそうしたこの遺跡の特殊な性格のため、初めグリッド法によつたが途中からトレンチ法に変更せ

ざるをえなかつた。 トレンチは幅 2mで計 4本を、A～ Cト レンチは斜面の傾斜 に平行に、Dト レンチは

傾斜に直角に設定 した。

遺物  (図 4401240130)

土器 0石器 とも出土量ば少ない。                    |

土器 は主 としてAト レンチ黒土層より出土 したもので 、縄文時代中期の土器片である(図 124の l γll)

他に押 し出 しの砂礫 中より数点の土師器 0須 恵器・灰釉陶器・中世陶器片がある。石器は縄 文時代中期土

器片 に伴 なつて出土 した打製石斧 (図 130の 6)と 磨石 (7)がある。磨石はもっと時代がさかのぼり早

期ものもかもしれない。

3)ま とめ

中央道用地内には何 らの遺構 も発見されなかつた。遺物包含層である黒土層はAト レンチでは40cmほ Fど

であったが南べ しだいにうす くなりBト レンチで20cm、 Cト レンチでは全 くなくなつてしまう。IDト レン

チではまた60cmほ ど堆積 している。 r:の こと及び遺物の出土状況 から‐見て、遺跡の中心は用地外山ぎわの

斜面 あるいは東方 に広がるゆるい斜面 にもあるもの と考 えられる。 (唐木 )

11

2)
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12:山寺垣外遺跡

1)位 置  (図 6、 写37の 168)

:     :    J  I      :|′ F            、_],| '

本遺跡 は伊那市西春近 白沢341o番地一帯 にあ
:る

。南 |ま 白沢洞を北 ぼ小戸沢り||め 氾濫 によ ヴ形茂 きれた出

麓扇状地 の扇測部 に位置 し、範囲 |よ 扇墳音

`ぼ

権 IEx前 山、扇端部 は自沢部落 に表んネぃる:付遠一帯 |ま両活

川、あるいは湧水 を利用 して水田耕作 を行 なっている。

グリッ トは 49260を AAと してCGま で、39～ 56に 設定 した。なおここには開田の為 に破壊 された と思

われる場所 が認 め られた事:よ り、その部分は未調査で ある。

遺構 はB地区で溝状遺構、 C地区西端では土墳 が検出 されただけである。遺跡地 は西 か ら東へ傾斜 して

いるために、西は浅 く、東は深 くてローム層 まで 2m程 はかる。

層位 は上 か ら順 に、耕作土 (第 1層 )、 水田の地場 (第 2層 )0褐 色土 (第 3層 )・ ホル ンヘルスを含

んだ黄褐色土 (第 4層 )・ ローム層 (第 5層 )と 成 ってお り、ローム層 を追求 してみると、複雑 多岐な起

伏 が認 め られ 、ルー ト中央部 は陥没状態 を呈 している模模である。               |

遺構 と遺物

ア) 1号 土墳  (図4401250130、 写37の 169)

遺構  台れ 中央道用地西端1羹見され、 ローム層 を掘 り込み、南北 lo5× 東西95cmの 円形 プランを呈す

る土墳で ぁる。壁は西から東へ傾斜 している扇状地の為 に、西は高 く東は低 くなっている。床面 には人頭

大程の花商岩 が 2個密着 して発見 され、その うち 1つ は焼 けてぃた。

遺物  2つ の石 に密着 しして加曽利 E式土器 (図 125の 3)がつぶれた状態で出土 した。 (小池 )

イ) 1号 溝址  (図 44・ 125、 写37の 170)

遺構  造跡 中央で、二っの河り||の 扇状地の、左右側の合 した凹地 を概 ね西 より東 に流 れる溝で、延長 8

m、 幅員 150cm深 さ40cmで ある。水田造成地層のため、耕土ょり 120cmの地点で、溝の底部 には挙大の小

石 が硬 く貼 りつ けられて、その間隙 に鉄分の酸化物 が回 りになつている。水田造成のため地形は変化 し、

地層は攪乱 されていて、不明の点が多い。特 に東端の部分 は不明確である。

遺物 溝の中から出土 した土器は、指頭大のもので、摩滅 しているもとが多 く、覆土 よ り縄文中期の石

器・土器 が出土 し、また網代底部 (図 125の 2)も 出土 した。             (辰 野 )

2)

3) ま とめ



山寺垣外遺跡 は明治時代の開田の際に破壊 されたとみえて、結果的には土渡 1基 と溝状遺構 1基 を検出

したのみである。土渡は縄文時代中期後葉 (加曽利 E期 )の ものである。また溝状遺構は、底 に多くの鉄

分の沈澱がみられ、長時間水が流れていたものと思われる。溝中より縄文時代の土器片がわずかにみられ

るだけで、時代決定の遺物は確認で きなかつた。

その他の遺物 をみてみると 1片 だけではあるが、縄文時代前期の本島式土器が出土 している。また縄文

時代中期初頭土器片 (図 125の 4～ 13.17～32)同 晩期土器片 (1。 15.16.33。 34)も 出上 している。

更 に時代はくだると、中世の青磁片 (図 212の 10.11)銅板をまきつけ、刀子の柄 としたと思われる金属

製品 (図 221の 14、 写37の 171)や鉄片 (図 221の 12。 13)が発見されてぃるが、これはかつて用地外西

方、200■ 山麓に寄ったとこうにあつたといわれぅ琴妙寺跡 に関係すると思われる6 :  (小 池) i
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13.細ケ谷 B遺跡

1)位 置  (図 6、 写38め 172)

伊那市西春近小出3359番地にある。権現山の東山麓、ふところ深 く̀よ り東べ細長 く発達 した扇状地の扇

央部に位置 して、南側は小戸沢川、北傾jは 戸沢川支流のヒデリ沢にはさま:れた、緩やかに傾斜する台地上

にある。扇状地中央を林道が走 り、遺跡の上部には細ケ谷部落を有するgま た台地は開墾 されて、水田な

ちび7ビ 桑畑 となっている。

中`央道は遺跡 を南北に横 ぎっており、 標 高 735～ 740mで 、川 との比高は約lomほ どである。分布調査

では台地の北部を遺跡 に指定 してあるが、発掘前の調査では台地の辱ぼ全面にわたって地表より遺物 を集

収 したので (― 発堀め範囲を拡げた。センター 49480mを AAと してAE～ FRま で、36ん60に グリットを

設定 した。遺構は土衰19個、ピット群・溝、配石址の検出をみたが、多くはE～ F地区、台地北部のヒデ

リ沢を見下ろす0:い くらか北に傾斜 した地域 にまとまってみられた。     ■

地層は、
:西

山麓より供給 されたホルンヘルス礫 を多量 に含んだ土砂の、たび重 さなる押出 しにより複雑

である。遺構の集中したF地区では「ヽ上から耕作土、黒色土、茶褐色土、黄褐色土、さらにホルンヘルス

礫 を多量 に含む青黄褐色土の順 となっている。遺構 は第 3層 および第 4層 から検出され、また第 4層表面

からは押型文土器片を多量 に出土 じているき

2)遺 構 と遺 物 ,

'1ア ) 土墳

土渡 1(図 45、 写38の 76)遺跡の南端、山寺垣外遺跡 に近いところにあって、第 3層含礫粘質土を基盤

としている。プランは 180× 410cmで 南北に長t｀ 三角形 をしており、深 さは50clllで ある。西壁は南北に直

線的で垂直からやや内側べ入 `り 込むように掘 られている。東壁は丸味をもって、中央部で突出しており、

西壁に向かちで緩やかに傾斜している。また渡内南寄りにも小さなピシトを伴う。覆土より少量の炭化物
を検出し時期不詳の石製円板一点が出土 してぃる。

土渡 2(図45.126)遺跡の南西部に位置 してその南には配石址を:隣 している。第 2層茶褐色土を基盤

とし( 110× 125cmの 円形、深さは35ёmである。壁は傾斜をもらて掘りこまれ、1底部は平らである6覆土
よりわずかながわ土器片:|(図 ■26の 1)の小 さなものを検出 した。 `i′ i11■

｀
 1:|:i Lil i li:

土渡 3(図45)遺跡のほぼ中央に位置`し 、
~第

2層砂礫土を基盤 としでぃる6プランは11号土療 と似 てぉ

り、 305× 190で北西側が直線的で長 く、南東に突出した三角形を呈 し、ている。深 さは50cェ でt西か:ら 北

東の壁はほとんど垂直であり、
′
東から南の壁は

´
なたらかに傾斜 してぃる。南東の突出部に小 1ピ ットを持 ち、

底音Fは い くらか凹凸がある。遺物 はない。



土渡 4(図45.126)遺 跡の北部に比較的まとまって発見された16個の上渡群の一つで、南東端 に位

置 している。第 3層茶褐色土を基盤 とし、 330× 190cmと 東西に長 く、北へふ くらんだ半円形で、疲の南

側は高さ20cmほ どのマウンド状 にならている。深 さは 105cmで南壁は垂直 0北 と東壁は傾 きをもっている。

底部は西より緩やかに傾斜 しており、礫混 りである。覆土より多量の炭化物 を検出 し、また縄文中期土器

片 (踊場式、大歳山式)・ (図 126の 2～ 5)と 打石斧 1点 を得た。またマウン ド状周辺からも中期土器

片が多量に出土 している。

土渡 5(図 45) 土渡群の南西端 に位置 し、北に 6号土渡、南に溝 を隣 している。第 3層茶褐色土を基

盤 とし、プランは 100× 260で 南北に長 く、西にふ く らんだ半円形で、東には高さ30cmほ どのマウンドを

伴 う。深 さは40cmで 、東壁は垂直に近い急傾斜で、20～25cm大 の石が組み込まれている。底部は細長 く狭

ぃ。遺物は縄文晩期土器片が 1片 出土 している。

土渡 6(図450126) 5号 土渡の北東部 に隣接 して位置 し第 3層茶褐色土を基盤 としてりる6高 さ40

cm、 径 100Cmほ どの   マウ:ン ドを東西からは|む ように、二つの三カ月形の落込みからなり、東側が

大 きく80× 145cm、 深 さ40cmで 、西側は25× 165cm、 深 さ15cmと なっている。ヤウンドを造る側の壁はい

ずれも垂直に近 く、反対側は緩やかに傾斜 している。遺物は縄文早期(7)(格子 目押型文 )、 中期 (8。 9)

晩期(6)の土器片を各 1点ずつ検出した。  ‐

土渡 7(図45)土 渡群のほぼ中央にあつて、第 3層茶褐色上を基盤 としている。 200× 215の 円形深

さ60cmで 、壁は傾斜 をもち、南側では幅40CInほ :どの段 になっている。底部は自然地形 に沿 って西から東ヘ

わずかに傾いて、石がくい込んでいる。覆土より少量の炭化物を検出し、周辺から多数の押型文土器片が

出土している。    :`

土渡 8(図 46。 126) 土渡群の北部で、地形がいくらか北に傾斜 してところに位置 して、るヽ。傾斜に

沿って南北に細長い土塊があり、それによつて東西二つの落込みに分けられ、東側はさらに南北に分かれ

ている。西側土渡 は 100× 320cmで 土塊を造る壁は垂直。西南壁は緩やかに傾斜 し、北の端で25cmと 最も深

くなっている。東狽J土渡 は南が75× 100Cm、 北が 110× 155cmの楕円形 プランで、深 さはどちらも25cll。

土墳を造る壁の傾 きは急である。導物は縄文早期土器片 (押型文山形 2。 格子目2.撚糸文 1)(図 126

の11ん 14)が出土 している。      r

土渡 91(図460126)土 渡群の西部に位置 し、その北にはピット群を隣している。第 3層茶褐色土を

基盤 とし、 190× 1 170cmの 楕円形で、甲形のものが重なったようにみうけられ、大小 4つ の底部があうて

深 さはいずれも20cmで ある。導物は覆土および土渡周辺より縄文早期押型文 (16～ 19)お よび縄文後期土

器片が少量出土 している。

土渡 10(図 46写38) 506号 土疲 と9号土渡 との中間に位置する。第 3層褐色土を基盤 とし、 360×

135cmの東西に長 く北にふ くらむ三カ月形 を呈 している。南壁は垂直ないしはいくら入 り込んでおり、幕

西 。北壁は中央に向男ヽつて傾斜 している。深 さは90cmで 、底部は平 らである。覆土には人頭大からそれよ

り大 きい石が多数埋 っており、少量の炭化物 も検出したが、,遺物はない。         |

土渡 11.(図46)土 渡群のほぼ中央、 7号土渡の西に位置 し、第 3層茶褐色土を基盤 としている。 168

× 185cmの 円形でミ壁は傾斜をもち、さらにらして崩れやすい。深 さは95cmと 深 く、底部は平 らである。

遺物は認められない。

一-72-一



土渡  12(図46) 7号 土渡 の北東 に隣 し、第 4層黄褐色土 を基盤 とし、第 5層 青黄褐色土 にかけて掘 り

こんでいる。南北 に 200cmと 長いひ ょうたん形で、二つの底部 をもち北側 の墳 が大 きくて東西 は 129cmあ

る。壁 はす り鉢状 に傾斜 し、深 さはlLが 45cm、 南は20cm四浅 い。遺物 は認 め られ なかった。

土渡 13(図 46) 8号 土渡 の東 に位置 し、第 3層礫混 りの茶褐色土 を基盤 としてぃる。 40しm大方形 の変

成岩 を隅に して、中心 に数個の礫 と青色粘質土 を組み入れたよ うに境 をなし、た肺状 の二つの落込みで一体

をなしている。規模 は西側 が大 きく80× 17ocmで深 さ25cm、 東佃jは 80× 150cm、 20cmの深 さで双方 とも舟

底状 を呈 している。縄文早期土器片 (押型文格子目 1)・ 黒曜石片 1と 珪右 3個が出土 してぃる。

土髪 i4(図 47) lj号土渡の北にあって第 3層 、礫 を混 じえた茶褐色土を基盤 としといる。プランは215

× 160cmの 楕円形す り鉢状。東壁には20cmと 30ёm位の二個の石があって急傾斜で、南北西壁は緩やかであ

る。遺物 は認 め られない。

土墳 15(図 47。 126、 写38の 177)12号土墳の西に位置 し、第 4層黄褐色土を基盤 としている。 165

× 175cm、 深 さ50cmの 円形す り鉢状で、覆土にはこぶ し大の礫 がかなり埋 まっており、少量の炭化物 も検

出 した。格子 目押型来土器 (図 1260)。 撚糸文土器片 1と 黒曜石片 2点の出土をみた。

土渡 16(図 46) 8号土墳の西に17号土渡 と並んで位置する。プランは 165× 175cm、 深 さ50cmの 円形

たらい状で、南から東の壁は緩やかに傾斜 している。底部は平 らで、遺物は認められない。

土墳 17(図 47)16号土渡の東に隣 して位置 し、第 3層茶褐色土を基盤 としている。 170× 175cm、 深

さ50cmの 円形す り鉾 1犬 で底部は狭い。壁は凹凸が激 しく不安定である。遺物は認められない。

土墳 18(図 47) 16017土墳の南西にあって、第 3層茶褐色土を基盤 としている。プランは 106× 245

の南北に長い楕円形で、壁はほぼ垂直となり、西側ではぃくらか入 り込んでいる。深 さは50cmで底部は平

らである。押型文土器片格子目 1・ 楕円 1と 無文土器片 3点 を出土し 大。          (
土墳 19(図 47、 写38の 174)13号 土墳の南にあって、第 4層黄褐色土層を基盤 としているL70× 130

cmと 南北に細長い舟底状 を呈 し、深 さは45cmで 、壁には多少の凹凸がある。覆土にはこぶ し大からそヽれ以

上の礫 が多量 に含 まれてお り、押型文土器片格子 目 1と 石器片 2が出土 している。

ィ) 1号 集石址  (図 48)

台地の中央用地西限に位置 し、褐色土層面に南北 160cm・ 東西 160cm程の規模 を有 し、円形状 に挙大か

ら人頭大のホルンヘルスの角礫や円礫・を配列 してある。配石は外周がやけ、内側へ向かって若干傾斜 ぎみ

であり、下部は黒土がつまり、土墳状 になっている。黒土に混って拳:大程の礫の炭化物を検出したが、遺

物 は出土 しなかった。 (小池 )

ウ) 1号 溝状遺構  (図 47)

遺跡 中央の細 ケ谷林道 よ り東ゴLに 傾斜す る斜面に、西南 より東北 に向つて流れる延長 720cm、 中央径で

110cm、 両端径で80cmの 中ふ とりの溝 が、表土 より50cmの ロニム層 を扶 っている。左側 は50cm右側25cmと

なつて斜斜す る。西南上部 に径50cm位 の石が 2個並んでいて、その間から溝 は発生 している。東 ,北 の 尻

の部分 に、径 120cmの マウン ド状 の円形 ローム土塊 があ り、その周囲 に、深 さ3 5cmの 周溝 となつて終つて

(深沢)

いる。遺物 は縄文後期土器片 2ケ のみ。
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工) ピッ ト群  (図 480126)

調査地の北側台地上西縁 に位置する。地形は西より,東へかなりの傾斜を示す地点で過去撃回?押 レ■し

により、黒
=0褐

色土・黒土 と層位は重なつていう?そ の中,4石 が多く混
ァ了

い
ぅ
。近

替
の遺

憚
は

中
に

1

9号土墳 がある。遺構の範囲 1事 約束西がlo興,0南北 omで、その中に不整形なピットが14個 ある。大 きな

ものは 200× 100cmで 、底部は摺鉾 1犬 が多い。小さいものは30cm大 で、複雑に組み合っている。褐色土層

内へ黒土から掘 り込んでいる。壁は不安定なものが多い。底部 |ま 平均的にあまりよくない。付近のグリッ

ドよりは縄文後期の土器片・黒曜石片が出土 している。遺繕内より出土遺物は少なく、縄支後如あ壺の口

縁菩

`の

破片が2点出土した。
:(図

126め 21二 40) (根津 )'

芽

' :そ

の他の遺物‐(図 127■ 130・ 137021401215)     '        ″
'遺

構外出上遺物 には、縄文早期から晩期にいたるものがあつたが、特に目を引くものに押型文
101撚

糸文

繊維土器などの縄文早期の土器群であり 地区でいえばEIF地 匡 |三 わたるパ:土渡の集中すえF地区が

皇島に多からた。こああたりは、細ケ谷扇状地の扇央部北端 に位置 しt隣の百駄 XIJ遺跡狽1へむかつて北面

する傾斜地 にならている。‐地層々序は場所によっては多少の差異があるが、,耕土 =黒色土・茶褐色土・黄

褐色土・ホル|シ 全ルス礫 を含む青黄褐色土という層序を示 し、縄文早期の遺 物 は茶褐色 土 と黄褐色 土

を中心にし、1黄褐色土上面に集中する包含状況 を示 していた。早期あ土器は便宜的に縄文、押型文、撚糸

文ヽ条痕文系の 4つ のグループに分けておきたい。         ` _ ・     |

縄文土器 1́.(図 .128の 20-24)は 5点 ある。20022は同個体のもめ、灰褐色 ヽ石英粒、雲母 を混 じた胎

土、‐徴量の繊維 を含むものである。図断面が適正でないが、甲辺が本 きく外反する深鉢型の形状であった

ことがわかる。211231:24と もに少旱の伸維 を含有し、石幕・
暴石粒が含まれる。子の類は、ピ「ッ

l卜 帯出

土遺物中にも混 じっているb(図 126),       「:i         : ご

押型文土器、 (図 1271128の 1・ 2)全体で 100点弱 になる。量的内訳は、格子 目 0山形・楕円 :市

松文の順 になる。格子 目文のものは大小の方形・菱形・更 に格子 目区画が太いもの、細いものなどに文様

を細別することがで きる。 (127の 1二 42)色調は茶褐色 ないしは暗褐色で、キラキフ輝 く石英微粒 を多

量 に含む胎土に特徴がある。厚さ5～ 10mmほ どにわたるが、 8 mm前後のものが最も多い。帯)1犬施来状 にみ

える拓本もあるが、破片を個体分に還元する作業ができなかつたこともあり施文法の分折は不充分である。

山形文のものは、山と谷の魯なもの、緩やかなもの、巾の広狭・横位・縦位または山と谷とが切れていて

綾杉状 になるもめ、一種の変形で山形が平行せずに、杢体 とすると菱形 になるもの、下段の谷の上べ上段

の山がくるものなどかなリバラエテイに富 む。一方施文法も統一的でなく、施文原体の回転方向が二定な

ものと一定でないものとがある。色調灰褐色のものは石英粒多く、数はすくないが、 127の 53は茶褐色で

雲母片 を多く含む傾向がある。 5～ 1.2 mmほ どの厚 さであるが 8 mm前時の
′
ものが多い。

i器
形の典型は15号

土渡出土の (図 1ゴ6の 17)深鉢であろうふ

楕円文 には陰 陽 の両 ガ が あ る。陰の逆楕円文 (127の 44な ど)はむしろ格子目文の中で分類すべき

かも知れない。陽のいわゆる楕 円文は穀粒状のものと、 (127の 70二 72、
｀

128の 1)粗大なものとがある。

殻粒状のものは胎土に石英粒を多く含み、
・
粗大なものは繊維 を含んでいる6  :

市松文の拓本 はかかげてないが、126の 19と ほとん ど同 じで、長方形 か方形 に限 られ、点数 もす くない。
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撚糸文土器 (図 128の 3-19)。 量的 にはす くなく、個体数 も 203で あるらしい。 3-6は 細 ぃ撚 :

糸で、10-12は や 太ヽ い撚糸 を、13-19は 極太のものを押圧 している。 3-6は 灰褐色、長石粒 を胎土 に

含む。他 は茶褐色 、かたい焼成で繊維 を含んでぃる。 なお10は 口唇部 に棒状施文具 を押 しつ けた刻 目を入

れている。                                 、

条痕文系の土器  (図 128の 25-44)。 便宜的に条痕文のはっきりしないものがあるが一括 した。総 じ

て灰褐色 、多量 の繊維 を含む一群である。表 裏 に条 痕 を もつ か 、一 方 に も ち、刺宋・沈線・細 い隆帯

をめぐらす。また口唇を残すものは刻目や押引きなどで加飾するものがグい928は波状をなす口縁の突端

へ、いわゆる茸状 の把手をつ けるもので ある。し`ずれも早期未葉 の茅山式(鵜 ケ島台式系 の土器である。

早期の土器以外では、中期初頭の竹管文 を中心 とす るもの (図 129の 1二 7)、 縄文 と押 引 爪 型 を含

むものなどと、晩期末の土器 (図 129の 9-15)が ある3

石器 も各種の ものがあるが、早期土器類 に伴 うと思 われる特色 ある‐ものにふれておきたぃ。図 130の 20、

21は硬砂岩製の もので あるが、河原石の先端 を使 う礫器。図 137の 11-17は 硬砂岩 またはホルンヘルスを

用いた特殊磨製石器である。図 214の 3・ 4・ 6-9は 景J片 石器の一群。 4は綱 ケ.谷台地最下層のホル ィ

ヘルス礫を含む青艶 土上面 か ら発見 されている。 図 215の 7010021024の 石鏃 が検出 されているが、

脚 を対称的 に長短 に作 り出す古い型式 を示す ものがある。 (宮沢 )

3) ま .と め

調査の結果住居址は発見されなかったが、19基の上渡 とその他の遺構 を検出すると共に、多数の押型文

土器片 と繊維土器、撚糸文土器片の出土を見、この地域の縄文時代早期における貴重な資料 を得ることと

なった。 しかして遺構の′性格 を断定する決め手となるものは残念な力゙ら残 されていない。

遺跡の南方に検出された三つの土渡 と配石址は遺物がなく、時期不詳であるが、北部に集中した16基

の土渡の うち、縄文早期のもの 6、 中期 1、 後期 3、 晩期 1が遺物より判明した。早期土墳 の15、 19号は

第 4層 を基盤 としており、他 に遺物のなかった12号 だけが4層 を基盤 としてぃるが、これも同時期のもの

ではないかと推測 される。その他の遺物はすべて第 3・ 層を基盤 としている。     '      f
第 4層表面には、礫 に混 じらて多数の押型文土器片が出土 しt後期土渡の覆土にも入 り込んでいるほ ど

であった。 しかし(比較的個体 としてまとまっているのは15号土墳ょり出土 した山型文の深鉢だけで、多

くはグヽ片である:こ れらが上からの流れだとすると、中央道用地の西側台地には縄文時代早期の生活を知

る遺構が、かなり残されているものと思われる6 (深沢 )
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14 百駄刈遺跡 :1

1)・ 位置  (図 7:写39)   」        |:  ・      t  ｀

_|  :  '   
｀
   ,    1      1'く                   

｀
: ''    「

| 、  1 1   1

首駄刈遺跡 は、:伊郡市西春近宮の原地籍 に所在す る。 (図 7、
:尊39)権現山か ら流 出す る戸沢川は、西

春近見直 を縦割 りにす る 3河川の うちの 1う で ある。山装 を離 れるとその口元 か ら扇状地形 を東へ展 開1さ

せながら、しばらくは宮の原部落を流れるが、ゃがて左岸は村岡部落、右岸は中村部落に分ける程、谷を

深く削るよ|う )に なる。このあたりまでくると西方から延びて|い た扇状地形面|ょ もう端部になる|が、それに

かわり天竜川によ
|る

段丘面が連続するようになるも
1段丘 を出はずれて下島部落まで くだると、地形は下1変 :

して夫竜川 1日 氾濫原を天竜川にむかつて流れ込むことになる。      :  :|

首:駄刈遺跡は、戸沢り|1本流が山を抜け出す所の右岸にあたり、標高 725‐ 735mを i数 える。戸沢川本流

が山を抜け出して 230mほ ど東へ行ったあたりで、南から流れ込む支流 を合するため、この合流′点を基に

して地形をみると、ちょうど逆三角形の項点に合流点がある。本流 と支流が山を抜け出す手前は、ヨドガ

沢ヒデリ沢で、その中間に西女ら延びる権現山の東麓を山王の尾根 と呼んでいる。つまり百駄刈遺跡は、

西に山王の尾根 を負い、南側 をヒデリ沢・北側をヨドガ沢で切 られる形で舌状 に東へ延びる台地の上に位|

置十るゎけである。   1 ′          1  ‐   |  _    ‐   |

―過去の分布調査では灰釉陶器片が採集 されている 、百駄刈の東・舌状台地の先端は中原遺跡 と,呼 ば:れ

る縄文 後期の遺跡 として知 られていた所でもある。
lヒ デリ沢を越すと細ケ谷遺跡群が南に広がり、ヨ

ド分沢を越すと大境‐1宮の原遺跡があり、西春近地区にお1)る 画麓帯状遺跡群の中で、も特に濃密な分布を

:_‐   11   :  「   11

山王め尾根が急傾斜で落ちているため■との舌状台地べ供給する土石も多く、何回にもわたつて流下さ

せたらしく、地層々序は複雑であうたo遺跡南側と中央部、北側の高まりのある所と大きく分けるとわか

りやすしヽが、`中央部のもあだけをみると、耕土、
1黄

福色土く黒色土く含礫灰青色土|な り、後背地が片状

ホルしベルス帯になつてし
′
るヽ関係上、ホルンヘルス礫の転石が多く、また各層とも大なり小なりこの礫も

じ 1々ま糸由
1粒 が混じそ|お り、1地層平J別 がむずかしい61        ‐

今回:の 調査では、 49820mを AAと してCE、 36-69ま でグリ:ッ ドを設定した。 (宮沢 )

遺構 と遺物

百駄刈遺跡では、縄文早期の土墳、後期の住居址・配石址 :ピ ット群・特殊遺構 0土渡・平安時代の住

居址などの遺構 と、それらに伴 う遺物が確認 された。遺構では、縄文後期の立石を伴 う配石址と、それをと

りまき分布する住居址・土渡 など、同一時期における集落構造の一端を窺い得る好例を、またそれに

伴 う多量の遺物 と、縄文早期の土器類は資料性の高いものである。

2)
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ア 縄文早期の土墳 と遺物

ア) 8号 土墳  (図530147)

6号住居址北側の傾斜面に位置する。南北 1350東西 115cm・ 深 さ40cmで 、褐色土層から亡―ム層内ヘ

掘 り込んだもので楕円形である。壁は北狽1が40度の傾斜をもつが、他は垂直に近い。西壁の一部は樹木の

ため攪舌Lさ れてよくな,い :‐ また流石が中間
:に

はまり込んでいた。底部は平で固く叩いてあり、明瞭にて良

好である。遺物は縄文早期の押形楕円文の土器片が少量 と糸電文後期 (図 147の 22,23)の 土器片がわずか

に出土:し たのみであった。 (根津 )

イ) 9号 土渡 (図 53)

遺構 北側の土台が南へ傾斜をはじめる所、10号土渡 と隣合わせになる。 2m径 の楕円形、浅 ぃプラ

ンを示す土渡で、渡内覆土中に木炭粒を含んでいる。

遺物 付近からは押型文、繊維土器がでている。                ::  ‐

ウ) 10号 土墳  (図 53)

遺構  9号 土墳 の南側 に並んで発見 されている。径 1。 2m・ 深 さ lmほ どの底の深 い土渡である。

遺物 付近 からは押型文その他の早期土器が出ている。

工) 13号土渡  (図 54)

遺構・ゴヒ側の台地の・西巾杭近 く 015号土渡 と隣合せている。′1× o.8m・ 深さ20cmほ どの規模を持つし

基盤 になって いるホルンヘルス礫 を含む褐色土・を堀 り込むもので、渡 内には黒掃色の覆土がつまってぃる。

遺物 押型文土器片がでている。早期の土渡である。

オ) 15号土墳  (図 54) l iフ

遺構 13号 1土渡 と隣合わせに、遺跡北端で発見された。径80cm、 深 さ35cmほ どの規模を持っている。
‐

褐色土を掘って作ってある。

遺物 黒褐色覆土中に押型文土器が含 まれていた。 (宮沢 )

イ 縄文後期の住居址 と遺物

ア) 1号住居址 (図490101‐ 13201360137、 写39040042)

遺構 台地の南縁 f遺跡 の最南にあり、 2号住居址 とは 2mは なれてその東 に位置す る。特殊遺構の南

にあたる。小礫 を含む黒色砂質土を掘 りこんだ円形竪穴住居址で、その規模 は5.10× 4.80m。 壁は西で20

cmを 計 り東 1ま 次第 に低 くなり東壁で はほとんど高 さがない。南壁でははっきりした立 ちあがりをもたない。

住居中央 に60× 70cmの石組炉がありヽ中の焼土中より骨片 が出土 している。何の骨かわかっていないL

床は全体に焼 けて、その上に炭化材が堆積 しており、この住居が火災にあったことを想像させるも

炭化材は各柱穴を結ぶ方向に分布し中には板状のものもある。東側では耕作による攪舌Lの ためか炭化物は
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ほとんどない。。柱穴は対角線に4本と東側に1本の計5本がありうち西側の2本 には柱と思わ4る 炭化材

が縦に10cmほ ど埋まっていた。住居東側壁際には偏平な大石を3枚敷きつめてあり、そのすぐ南に径70cm

の浅いピットを掘っている。この方向に入口があったもの
:と

考えられる。       ・

遺物 土器・石器 と骨片 がある9土器は縄文時代後期のもので、小型土器 2個体 (図 131の 150160写

42の 1980200)を 除いて全て破片で ある。精製・粗製があり、鉢形土器 (102012013020021)´ ・

注口土器 (14)が多い。石器は覆土・床面から石錘 と石鏃 (図 215の 36)が出土 しているほか、円盤状石

器 (図 136の 17)が 1点 と、打製石斧 (図 137の 19020)・ 磨製石斧 (25)・ 凹石 (図 136の 12～ 16)・

横刃形石器 (図 136の 10137の 21～ 24)も かなりの数が出土 している。骨片 は炉中からと住居南半分の

うちから発見 されているが、何の骨であるか不明である。 (唐木 )

イ) 2号 住居址、 (図500132013301340135013601380215,写 39043)

遺構 遺跡の南端、戸沢川の支流に面した台地にあつて 1号住居址の西に位置 し、北西に3号住居址、

北東に特殊遺構を隣している。ホルン全ルス礫 を混 じえた灰黄色土と、その下の黒色土とを基盤 とした径

500cmの円形竪穴住居址である。壁はほぼ垂直に掘 りこまれているが、北側では押し出しのためか、崩れ

たように傾斜 している。また南東部には除去できなからたのであろう大 きい石が壁にくっついている。肇

高は西壁で35cmあ るが、基盤傾斜のため、東壁は認められない。柱穴は4個で等間隔に並び、北と西の壁
｀

際には3個のビットがある。住居中央にはホルンヘルスで構築された直方形の石組炉があつて、少量の焼

土と炭化物、骨片と黒曜石片を検出した。また炉の底部には下面に土器片が敷きつめられている~。 床mは

柔らかくて半i然 としないが、|よ ぼ方形で平らな7個の石が炉を囲むように北から西へL字型に、床と等レ

ベルに並べてある。

遺物 土器 で は縄 文時代後期 の深鉢 (図 1320122)・ 注目 (図 133の 7～ 9)・ 小形土器 (写42の

199)・ 石器は打製石斧 (図 18の 18～ 22)・ 磨製石斧・積力 (136の「23～ 260138の 11・ 12)・ 石鏃 (図

215の 27)・ 凹石 (図 138の 27～ 29)・ 磨石 (図 138の 30)と 多量の石錘 (図 138の 3～ 26)を 、またゴL

側 にある斜 めに掘 られた深 さ30cmほ どのビッ ト底部 からは土偶の破片 (図 133の 170写 43の 204)が出土

(深沢 )している。

ウ) 3号 住居址  (図 500138～ 140)

遺構 遺跡南側、後期住居 llL集中地区内の 1軒である。A148-50グ リッドで、A地区での層序竿 e層 |

礫混 り褐色層へ切 り込む ものであるが、西倶J山 麓部 からの土石流のために、西壁の一部が確認、されただ け

で全体 プランは不詳。柱穴 4本 とや 西ヽに扁 して石囲炉の一部及び焼土が検出されている。炉内 と思 ねれ

る焼土中に少量の骨粉 が出ている。床面〈壁面 ともに明確で ないが、石囲炉 を中に、 4本柱穴のあること
~

などから、住居址であることは確 かである。
|

遺物
i少

量の土器と石器が出土している。図 140の 1-5が土器。石器には磨石斧 (図

打石斧 (図 138の 35)、 横刃器 (図 138の 33034)、 石錘 (図 138の 36037)、 、凹石
｀
(図

がある。縄文後期中葉の遺物である。

138の 31・ 32)

138の 38)な ど

(福沢 )
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工)4号 住居址 と14号土墳  (図50,5401380140～ 1430146014701520写 140の 183)

遺構 調査地中央東縁 に位置 し、小台地傾斜面で、黒土層は深 い。住居址のプランは東西 390cm× 南北

415cmで 、黒土層内へ掘 り込んだ竪穴式住居である。壁は垂直で軟 らか く、西壁の一部 は不明である。床

面の状態 は、黒土のためか、軟弱で不良で ある。また流
'土

のためにあれていることも二因で あろ う。それ

に西より東にかけて、わずかに傾斜があり、中央はやや低い。柱穴
|ま 4ケ、不等間隔にならんでおり、そ

のうちのひとつは北壁に、
′
他の13ケ より深 く掘 り込んである。炉はプラン中央よりやや北寄 りに位置 し、

粗悪 な当地のホルンフエルスを使用 した石囲い炉であるが、その一部は抜 きとられている。炉縁石の内部

は焼 けてもろく、景J脱がみられる。炭化物が少量検出された。

4号住居址の東側に14号土墳がある。プランは径85cmの円形で、黒土層内を50cmの深 さで掘 り込んでい

る。壁は垂直で安定 しており、底部は褐色土層へ達 して、かたくたたぃてある。この土渡は4号住居址 と

近接 し、その関連性は強い。

1ほ かに近接する遺構は、南・傾斜面上に石囲遺構があり、南に配石址が点在する。

遺物 住居址より硬砂岩、緑泥岩製の大小29ケ の石錘 (図 142の 8～ 36)が出土 し、北壁付近より破損

した凹石 (図 142の 4～ 7)、 緑泥岩質磨製石斧 (図 138の 39～ 41)が出土 し、ほかに横刃形石器 (図 1

42の 1)、 磨石 (図 142の 203図 146の 1)が出土 してぃぅ。土器は台付土器 (図 141の 4)注口土器

にDや深鉢 が出土 し、土偶の足の部分 も出土 した。

土墳 からは石棒片 (図 152の 11)の ほか深鉢 (図 147の 25

じ、縄文時代後期のものである。

オ) 6号 住居址  (図 49)

遺構 調査地北寄 りの傾斜地 に位置する。黒土層は浅 く樹木の根 に依 り付近は荒 れている。近接せ る遺

構 は南 に石囲い遺構 あり、西 に土墳群 が点在す る。プランは不明であり、床面 と思 われる部分が一部固 く

叩いてあり、柱穴 は検出す ることはで きず、炉 は現地の粗悪 な石 を使用 した石囲い炉であるが、その規模 は

小 さく、炉縁石の一部は抜 き取 られている。内部 よりは炭化物 を少量検出 した。推定 プランは 400cm内 外

の円形で、壁は低 く、黒土層へ掘 り込んだもの と思 われる。

遺物 縄文後期の土器片 がかなりの数量 と黒曜石片少量出土 した。 (根津 )

縄文後期の配石 と遺物

ア)配 石址  (図 54～ 560149～ 152、 写41)

遺構 遺跡南縁の一号住居址の東に密集する土渡の北で、用地東端 ぎりぎりに、南北10m、 東西 7mの
範囲に表土より 100cmの 黒褐色主層に自然流入の礫群の中に石棒配石が発見された。表土より60cm位 まで

は石、礫は全然なからたが、 loocmに 達 して自然礫層となる。

この配石をとりまく集石はほとんどホルシフェルスで、一人でか えヽられない大 きなものから、人頭大、攀大

`26)注口土器が少量出土 した。住居址 と同

|   (根 津 )
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のものまであるが、大きな|も
のは比較的少ない。礫群の中央東寄りに最初、縁泥岩の鰹節形の磨製石棒が

東北に40° 位傾いて発昇さ、れた。傍に自然石の大きなのがあり、′流入時におしたおされた形である。この

石棒を中心に、西北に 230ёmよ り自然石のふたつに折れた石棒が発見され、東南に自然石のもの、東北に

二本並んで自然石が発見された。4号石棒に密着して安山岩磨製石棒の頭部が入出したが、続いて 1号石

棒の東より出土した安山岩の磨製石棒が折れて出土したが3m離れた頭部と同一箇体であつた。西北の端

から有頭小石棒が出土した。上部に発見された2号石棒は南のヒデリ沢の氾濫の折 1手 流入した土砂によつ

て若干押されたものか、集石上に浮いていたo他の石棒は二様に東北に倒れてゐたが褐色土層に密着してい

る。この配石の方向は、磨製石棒二本を中ゃに東画している。
|こ

の配石は縄文後期の祭祝場で何年もの間

にだんだんに建立され、集落の人々の信仰の中心であったと考へられる。

遺物 この配石址より出土 した石棒は、有頭小石棒 (図 152の 4)・ 自然石石棒 (図 150の 204～ 6)

成形 した石棒 (図 150の 103)あ わせて 7本になる。ほかに打石斧 (図 151の 6・ 7)・ 横刃形石器 (

9)・ 磨石斧 (8010011)・ 石錘 (12ん20)0磨石 (21～ 250図 152の 2030506)、 凹石 (図 1

52の 1)・ 磨 製 敲打器 (7)0黒曜石石塊が出上 しており、土器は注目土器 (図 149の 24～ 26)0深鉢

(辰野 )が出土 している。l

イ)石 囲遺構  (図5701460151・ 1540写41)                :

遺構 調査地のほぼ中央で西寄 りに位置する。地形は西南へかなりの傾斜をもち、遺構は褐色土層内に

おぃて検出された。規模は東西 400cln、 南北 420cmの方形の範囲に自然石60ケ を配 した遺構である。更 に

その外部東側に不規則 な集石がみられるが、この導構 と関連するものと思われる。また石囲の南壁 といえ

る個所の中央部には配石がなく、出入口とつ考えられる。

配石に使用された自然石の石質は、現地のど子にもるホルンフエルスが 7割 を占め、花間岩、硬砂岩は

2割程度である。中には明らかに他地区より搬入されたと思われる表面平 らな花間岩が、;東北隅に据えら

れてある。東壁付近には縁泥岩製の欠損した石棒が検出されたι

遺物 出土 した石棒 (図 151の 102ん 4)の ほか、打石斧 (図 146の 24)横刃形石器 (25)石 錘 (26～

28)凹石 (図 146の 30、  151の 5)があう8土器は主 として縄文時代後期のものである。(図 1460147)o

(根津 )

工 縄文後期の土渡 と遺物

ァ)土 渡群  (図 5201410写41)

遺跡の南東端で、用地内いつぱいのところに位置 し、東西 3.5m、 南北へ1lmの範囲に集中し,て 発昇さ

れた、 7つ の土渡のグループである。南より2010604030507号 の順 に配列され、土渡群の西に

|よ 1～ 3号住居址 と特殊遺構を、北には配石址を隣している。西からの緩やかな傾斜地で、層位は上より

耕作土、黒色土 I、 褐色土、黒色土Ⅱ、事灰色土であるが、土渡群の南と北の部分では、第 4層黒色土Ⅱ

を欠いている。 7つ の
′
上渡のうち、 1° 6号は第 3層 の褐色土を基盤 とし、他は第 5層の灰黄色土を基盤

としている。灰黄色土中には、西より流れ込んだホルンヘルスの礫が多量に入 り込んでおり、土渡 1事 この
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礫 を取 り除いて掘 られている。渡内から遺物の検出をみないものもあるが、多くは縄文後期土器片が少量

ながら出土 し、また渡周辺にも散在 していた。この土墳群は、隣接する住居址群などと共に構築 された、

縄文後期百駄刈集落遺構のひとつであろうと思われる。

土疲 1 93× 117Cm、 深さ30cmの 円形たらい状で、壁は多少焼 けているが、 しっかりしている。ナラか

クヌギのものと思われる比較的保存のより木炭が多量に出土 し、その上にはホルヘンスの礫 が重なって

いたが、焼 けてはいない。底部は若干のたたきになっている。遺物は縄文後期土器片が―片。

土渡 2 215× 205cm、 深さ35cmの 円形で、土渡群中最大であるが、流れ込みと思われる多くの礫の入

込みにより、プランは不確定なものとなっている。礫の間には角の丸 くなった多量の縄文後期土器片 を石

棒などを含む4点の石器片を検出した。

土墳 3  100× 105cm、 深さ20cmの円形すり鉢状で、北壁は急傾斜である。ホルンヘルス礫塊を音β分的

に除去 して掘 りこむ渡で、渡縁などには除去 しきれなかったのか、ホルンヘルス角礫が残 されているL黒

色覆土中に縄文後期土器片少量を認めた。

土渡 4 96× 100cm、 深さ30cmの 円形す り鉢状で〔底部は狭い。渡周辺には、大は数10cmか らの礫がみ

られるι縄文後期土器片 を少量検出した。

土渡 5 70× 60cm、 深 さ20cmの 丸味をおびた方形で、壁は緩かに傾斜 している。底部には30cm大のホル

ンヘルスが密着ノしヽ 墳周辺にも大小20個 余 りの礫が集中してぃる。縄文後期土器片を少量みた。

土渡 6 115× 100cm、 深さ20cmの楕円形すり鉢状である。壁にはホルンヘルス礫が入 り込んでおり、

渡周辺にもコブシ大から人頭大の礫がある。遺物はない。                     _
土墳 7 土墳群の最北に位置 し、60× lo7cm、 深 さ15cmの 楕円形で、舟底状 を呈 している。底部の南側

には、さらに径20cm、 深 さ20cmほ どのピットを伴 うι遺物はない。

土渡群付近にも遺物がみられ、やはり縄文時代後期の土器片 (図 147の・8～ 21)で ある。 (深沢 )

H号土墳 (図54:147)石 囲遺構下層に位置するもので、プランは東西90cm、 南北85cmの円形で、深

80cmロ ーム内で掘 り込んだものである。壁は東が垂直であるが、他は多少の傾斜をもつ。底部はほぼ平で

固い。覆土の中より2ocm大の石が壁に付いて 2個検出され、本面よりは縄文後期の土器片 (図 147の 24)

少量 と黒曜石の破片が少量出上 した。

12号土渡  (図54)石 囲遺構の下層に位置する。H号土渡の南側に検出されたもので、プランは大小

2個の円形のもの。組合わさり、中心の長さは南北 145cm O東西 100cnlで 、ローム層内へ70cm掘 り込
'ん だも

のである。壁は北が40度 の傾斜をもち、その他は垂直に近い。底部は固く叩いてあり、多少の段をなす6

覆土より30Cm大 の石と硬砂岩の打製石斧め欠損せるものが出土 し、底部より縄文後期の土器片が少量出土

した。

オ 平安時代の住居址と遺物

ア) 5号 住居址  (図 510143～ 145・ 2210写40043)

遺構 調査地のほぼ中央西側 に位置する。地形は西より東へ かなりの傾斜 を示 し、1オ甲し出 しのある地点
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で褐色土が転石とともに黒土の上をおおつている。近接せる遺構は南側に、ピット群・東側は事石址が点

在する。プランは東西 462×南イヒ465cmの 隅丸方形をなし、黒土層へ掘り込んでぃる。壁は垂直に近く、

西が高く東は底い。流れにより北と西の壁中はかなり大石が残在しており壁は不安定である6床面は黒土

であるがt一部のみ固く叩いてある。もっとも流土のために大半は荒れている。柱穴は4個がほぼ等間隔

である。なかには不安定のものもある。カマ ドは東撃中央やや南寄 りに石組粘土製カヤ ドである。多量の

粘土を使かってあり保在は良好である♂壁外煙道は完全に残存 し、一面赤 く焼 けて固くなつているO内部

は焼土と炭化物混っており、少量の土器片が検出した。北壁下にそつて10Cm巾 の周溝がす部に残っている。

西壁下に焼土がみられる。

遺物 覆土中より土器 が多量 に出土 した。

器甕 (15,16)・ 灰釉婉 (180190図 145の

杯や婉 がみ られる。 また北壁 より鉄製紡錘車

側床面 より欠損 した刃子 (図 221の 1015)

力 その他の遺構 と遺物

土師器甕
´
(図 143の 25～ 28)0杯 (図 144の 1～ 4)・ 須恵

1～ 8・ 14)・ IllL(9γ 13)がみ られる。カマ ド付近 には、

(図 221の 160写 40の 188・ 43の 205)・ 鉄滓・カマ ドイL

・鉄針 (170写 43の 206)・ 鉄釘 (18)が 出土 している。

(根津 )

ア)特 殊遺構  (図 500155・ 写39)

1号、 2号住居址の北、土墳群の西に位置 している。西から東へ傾斜する第 4層、ホルンヘルス礫 を混

じえた灰黄色土を基盤 として、西側の一部が弧状 に掘 りこまれている。その高さは30cmで、弧状の壁を延

長すると径 600cmほ どの円形プランが想像 される。掘 りこみの内部には、多量のホルンヘ′レス小礫が入っ

ており、「柔 らかくて床面 らしいものやその他の構築物は認められないが、ほぼ等 しいレベルにおいて10カ

所に獣のものと思われる骨片が検出され、さらに縄文時代後期の深鉢 (図 155の 102)・ 注目(4)の 破片

(深沢 )と磨製石斧、凹石が出土 している。

ィ) ピツト群  (図 530146～ 148)

遺構 3号住居址の北西隣の東向斜面にあり、大きな転石の間、青褐色土層を掘 り込んだピットの集ま

りである。 コ の字型の滞犬遺構を中心に、その周辺に不規則 に8個並んでおりその性格は不明である。

遺物 土器・石器がある。土器は鉢形土器 0台付土器の破片 (図 148の 1～ 50809)で 全て縄文時

代後期のものである。石器は打製石斧 (図 146の 10～ 13)1石錘 (18～ 21)が多く、ほかに凹石 (22)0

横刃形石器 (15)0磨 石 (23)が 出土 している。なおピットから遺物の出土はない。全てその周辺からの

ものである。 (唐木 )

ウ)そ の他の遺物  (図 150・ 1520156-1840214121502210写42043)|

百駄刈遺跡の遺構外出土遺物は多量である。検出された遺構々築期のものはもちろんであるが、それ以

外の、遺構は確認できなかつたが遺物だけが発見されたというものもある。

遺物は縄文時代全期にわたり、平安・中世にまでわたつてきるが、量的に多い縄文早期、後期を中ゃに
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大概 を記 してお きたい。 
｀

縄文早期の土器 (図 171-179)。 早期の土器は、押型文、撚糸文・縄文 ,沈線文などの文様を持ち繊

維を含むものと含まないものとに分けられる。便宜的な分け方であり、充分な検討がな:さ れていないので

詳細にわたる分析は将来に待ちたい。

縄文土器の一群  (図 176の 25-41・ 177の 1-42, 175の 24028-30)        |
押型文に次 ぐ量を示すもので、単節で、回転方向がほぼ下定の斜縄文が多く、 1部 に無節の縄文がある。

図 176の 25-410｀ 177の 1-13ま では繊維 を含まず、暗褐色か黒褐色の色調・胎土に石英粒を多く混入さ・

せている。図 177の 14-42は繊維を含むものである。器厚は 5～ 1lmmを 測 ることができる。

押型文土器の一群  (図 171の 12-42。  172-175の 1二 13)

格子目文。(図 171の 14下 4201720173の 1‐ 9)ti格子1目 のフ体はバラエテイに富んでいる。方形t菱
形がほとんどであるが、押 しつぶされた形、九味をおびるもの、夏にまた大小等細別もで きるg厚 さは 7品
くらいのものが多く、中には10mmを 越すものもある。暗褐色・黒褐色のものが多く、胎土へは石英粒を多く

含んでいる。押型文中、本類が一番多い。

山形文ι (図 173の 10-630174の 1)。 山と谷 との広狭・高低・山なみの緩急・山と谷 とが切れてt
まい、綾杉状 になるもの、羽状になるものなど各種があるが、大きくはlo二 31ま での角ばる山を持つもの

と、丸い山になり、波状 を示す32-63に 分別することができ4。 前者は黒褐色かこげ茶色の色調、かたく

しまった焼成、胎土に石英粒・雲母片などを多く混入 し、厚手であるのに対 し、後者は褐色 ないしは灰褐

色のものが多く、薄手・繊維 を混入するものもある。口唇へ刺突文をつけたりするのも後者に限られるよ

うである。  
‐

″
 楕円文。 (図 174の 2-520175の 1二 6)。 陽 0陰両方があるが、陰・図 174の 2-24は ここではな

く、格子目ないしは市松文の中へ編入すべきかも知れない。陽の方は
J、粒で丸味の強いもの、細長 くなっ

て、先端の尖るもの、大粒なものなどがあり、灰潟色・茶褐色などの色調・石英粒・雲母片 を含む胎土で

焼 きも=般 に良しヽ。繊維は混入されていない。無地帯を残 して帯状施文法をとる例あ観察で きる一群もあ

る。

市松来9(図 175の 7二 13)。 方形、長方形のものに限 られている。黒褐色 を呈 し、厚手のものが多い。

胎土は他の轟型支同様 に石英粒 を含むが、不透明な長石粒が他 より多めに混入す るものがある。押型文の

中で占める率は低い:

撚糸文土器。 (図 175の 14-23025-27031-46, 176の 1-24)。 図175の 14-16と 41は網手の撚糸文

原体の糸の太細・撚 りの強弱、回転方向の定・不定 0撚糸地文の上全沈線 をめ ぐらす ものなどいろいろな

施文上の差異 と胎羊・繊維の有無などからの細 :券
も可能である。早期の土器の中では、格子 目 0山型・楕

円についで多い。、

沈線文の土器。 (図 178の 15-18)。 櫛状器具 による沈線で飾 られた一群であ り、薄手・堅緻 に焼 き上

げられたところに特色 がある。

1子 の隼の土器。 (図 178の 21-290179の 1-18)。 便宣的にいろいろを一括 した。粗大 な爪型刺突文

を持つ一群、凸帯 をも け指頭 ないしは棒状器具で押圧 してぃ く一群、貝殻縁 で連続刺突文 をつ けるもの、

浅 い条痕で器面調整 をした後 に爪形 を押す もの、粗雑 な条痕文だけのものなどがある。 178の290179の



1二 3・ 6・ 7な どはかなり量 多く繊維 を写 入す るが、他 はあまり多くは含んでいない。 178の 23は薄手

繊維 を混 じない土器である。         .

擦痕程度で無文繊維土器 を 178の 1-13に携 げた。 141よ 特異 な土器で篭 目文のようである。明 るい褐色

焼 はよくない。時期不詳。

縄文早期の土器 は以上のようであるが、押型文土器の中には立野式 iを 中心 にして下部櫂沢式・綱

^保

式

などの南信地方 を中心にす る型式の要素が混 じつている。押型文以外の土器の中には粕畑 、上の山、不神山

.式
など東海方面からの影響 あるもの、一部茅山、子母 口式 など関東系の ものも混在 してお り、早期後半の

様本目をみることがで きる。

早期土器に伴 う石器 としては礫器 (図 180の 30407-12)と 、特殊磨製石器 (図 180の 1・ 205

6,図 181の 16-18)が ある。礫 器は細長の河原石の先端 に使用痕 を認 める ことので きるもの を一 括 し

特殊磨製石器は、中期 などに多い磨石のよう1子 全面 を研磨 しない。 ともに硬砂岩 かホルンヘルス礫 を材 と

している。他 に景」片石器 (図 214の 11012・ 16)、 石鏃 (図 215)も あるが、特 |1石鏃 の中には他時期の

ものが多いように思われる。

図 179の 19以下 は縄文前期前半の上器 と思われるものを一括 した。図 156の 1-9は 中期の土器群。同

図10-24は 晩期の条痕文系のものを一括 しそれぞれ図示す るにとどめる。

縄文後期の土器。 (図 157-1701171の 1-11) (    :い

,百駄刈遺跡の違構外出土々器の量 はかなりにのぼる。器形 を復元図化で きるものはわず かであり、で き

るだけ拓本 を多く、また後期特有の把手、注 口などはより多 くを図化す ることに努めたL

図 157二 160へ は底部 と、底面網代圧痕 を集めた。土器の器種 ごとにはなつているが、おおざ?ぱ には、

深鉢・鉢・注 口型の順 になるかと思 う。網代圧痕の分類 ・検討 がで きなかつたが、46年度飯島地区で なさ

れた分類 に 1部照応 してある。以下各器種 について略記す る。

深鉢型土器。 (図 164-168)   1  1

「
深鉢型土器には、施文・研磨などにより飾 られたもの と、無文粗製あ両方がある。いずれも図上復元可

能 なものがほとん どないために、その全体形 を窺 い得 ないが、文様 とその構成 などを中心 におおよそのこ

とがわかる。まず器壁 を飾 る装飾文様は、平縁 またはすでに装飾的な意味 しかもたなくなった把手ないし

は突起 をつ けるために、大 きく波状 になる口縁付近 に集中 してお り、従 うて胴の下辺 から底部 にかけては

無文のままになる。この口縁付近から胴上辺あたりに集中する文様帯も、一部 (図
′166の 1-6、など`)を

のぞけば、`横位 にめ ぐらされるものが多い。横位 に展開 される文様は沈線 :刻 目・圧凹・,細 い隆帯 に刻 目

または刺突を加えたもの、磨消縄文などが単一にまたは組合せで施されるL装飾構図は沈線または隆帯が

イニシアティブを握らているが、直線的に横方向へのびるものと、弧線による、平行線状構図をとるものが

多く、沈線で区画 された外イ貝」の縄文を消す磨消縄文手法が発達 しているのが特徴 といえる。 しかし一部 に

は(沈線が縦、斜方向にのび、全体 とすれば三角形 や菱形 となる構図 もあり、縄文が完全 に磨消 されない

ままになっているものもある。磨消文技法からいえば、完成 されていないもの といえる9-方 磨消縄文を

区画するためのものとは異 る沈線が綾形状 に引かれるものがある。いずれも時期的な施文法の相違 として

理解される。文様加飾は口縁内側 にも及ぶ場合 もあるが量はす くない。             ―

器形 を図 162の 162な どで窺 えば、頸音

`を

す こし締 めるものと、直線的 に朝顔花 )1犬 の力Tブで底部 に至
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,る ものがある。口縁 は平、波状 が あり、.口唇部 が内側へ折れるものもある。二般 に頸部 をす こし締 めるも

のは、朝顔状 にのびるもの より器壁 が厚い。

深鉢型土器で飾 りの ない粗製土器の一群がある。 (図 1640165)、 口唇 に刻 目を入 れるか、口縁 内側

へ太 い沈線 を入れる程度で、暗灰色 などの色調、厚手で粗雑 な成形である。

鉢型土器。 (図 169の 1-22・ 170の 1二 13):         :

中には浅鉢の形態 をとるものもあるが、便宣的 にここで二括 した。沈線 または隆帯が構図の中心 になる

|が、横方向で全体的には平行線状 にまとめられる曲線・弧線 を描 く沈線で磨消縄文 を・作 り出す も1の く'所々

へ S定状の沈線文を埋 めるもの、また口縁内側へは隆帯 もしくは太 い沈線 を入れ、刻 日、圧 凹を加 えるも

のがあり、 この種では口唇 を鋸歯状 にするものが多い。図 170の 102な どは口:縁 が大 きな測 犬をなすら

しい。      . :

_壺型土器。 (図 170の 14T24・ 171の 7-90H)。 壺・江 回の別が判然 としないι沈線 と縄文で構成

す る磨消縄文 と、刺突す る隆帯 をめ ぐらす もの、細 い沈線だけのものなどの文様 がある。

注口土器  (図 162の 3二 12)。 はっきりしている注由部だけを二括した。4は注目基部の装飾が窺え

る唯―の例である6

把手  (図1161の 1-3・ 162の 14-16・ 163の 1-lo):oこ の時期を特徴づける機能的にはすでに退
化した、宋起状装飾も含めて一括したぁ環状で孔の貫通するもの、扁平、渦巻状になるものなどが多い6

口縁へ縦位につけられたものがあるが、多くは口唇に装飾の下部として什立してぃたものであろう。
小型土器 (図 162の 17-20)。 ネ状、筒状などのミニチュア土器である。文様はない。11号住居址か

ら2点発見 されている。             :

土製品 1(図 161の 4-10)4は 断面円形 を示す棒状 の土製品である。渦巻来 をめ ぐらしている。 5は
1中空で外壁 に沈線 を施す。 6は土製円板。 7は小形の容器か、 8下 10は土偶の部分である。 8は仮面型土

偶の顔 面。 9は騰口音β。 loは 月要部片である。 4 0 5は 土偶 かオ巴手の一音『かも知れない。   |
百′駄刈遺跡 出土の、縄文後期土器は以上のようであるが、先 にもふれ、たように検討が不充分:で整理 され

ないままに図類 などが組 まれている。土器の分類作業iが さし当 り今後の課題 となる。 l
:文様構成 と図上復元 による器形の観察からすれば(縄文後期中葉 を中心 とす る

=器
群 といえよう。前半

の堀之内式の新 しいあた りから、次の加曽利 B式の古い時期 を中心 にし、一部加曽利 B式の新 しい時期の

ものも含まれてぃる。         l

平安時代の住居址 も 1軒みつかってしヽる関係で(図 161の 11-14に示 した土師甕 ・灰釉皿 ・中世陶器皿

が遺構タトから出上 してぃる。 l  (宮
沢 )

3)ま とめ

戸沢川 とその支流、 ヨ ドガ沢 とにデ リ沢に狭 まれ、山王 の尾根 を負 う日だま り地形状 の舌状台地 に遺 さ

れた百駄刈遺跡調査の結果、資料性の高い遺構 と遺物 を得ることができた。

縄文早期の土墳 と、押型文・撚糸文・縄文土器など、早期 にかかわる課題解決への好資料 を提供 したと

いえる。山麓線上 に点在す る早期遺跡 の中で も、遺物量の多いことからいえば西春近地区随一であり、早
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期土器の型式編年作業のために資するもの大といえる。特に注目しておきたいことは、押型文土器を中心

にしてみれば、立野式をもとにして、樋沢式 0細久保式などが混在 していることや、遠来の天神山式など

縄文早期後半から末葉にかかる土器様相のあり方‐が単一でない点である。相互の交換現象という結果だけ

でなく、更に検討を要する間翠を提示 し`ていると思 う。       |

縄文早期にとどまらず、縄文後期にかかわる問題提供 も大である。             |

1つ は、集落構造の問題があり、中央を窪める地形面へ、計画性の窺 える遺構配置が予測 される点にあ

=る 。用地内だけでいえば、中央東端へ立石を伴 う配石、その北西側へ石囲配石を置 き、この 2碑の配石址

を中心に住居址が南側に3軒、北側に 2軒 とりまく形状で発見されているも他に南側住居址 と土墳群の間

にヽ、具体的にいえば、南側住居址群の東端に位置する 1号住の北隣に、骨片を数ケ所へ散乱 させる特殊遺

構を置いている。中央部を占める2種の配石址が、集落構成の中心になる格恰になるわけである。用地内

に限られた調査結果であるために、集落全域にわたらないうらみはあるが、
1単

位集落の構造は、お祭広場

配石を中にして、まわりをと:り まく形 に住居地区を持つようである。

2つ は、遺構個々にかかわる問題である。

立石を伴う配石址は、関係項でもふれられてあるように、西側のLL王 め尾根から供給されたホルンヘルス礫

を部分的にとり除き、そこへ 6本の円筒状の石棒を什立させる形態をとるものであつた。 6本は、安山岩

で磨かれた1本 を中心にしてその外禎Jへ弧状に4本、更に外側へ 1本 というように、中央の安山岩製のも

のを中にして同心円状に立てられていた。縄文中期頃から多くなる石棒の性格が、後期を通じて同じよう

なものであるとするならば゛集落内の限られた住居址がら発見されることの多か た中期頃の 石棒のあり

方から、後期に至ってある特定の場所を選定し集約されるようになるのだろうか。石囲配石址の場合は、

比較的角のある扁平な石を方形に並:べ るもので、石棒の破片が囲みに使った石の脇に立て るもの もあっ

た。いずれにせよ、配石と石棒という組合わせが、集落の中でどのように位置ずいていたのかが問題にな

る。また特殊遺構と呼んだものの性格もまちきりしないが、住居址に接するところから考えれば、散乱す

る骨片が鍵 を握 るもののように思われる。

3つ は、検出遺物の問題である。伊那谷の後期資料はす く

て くる。充分な検討 と分析 が本資料 によつて、なされねば なら

について資すると思 う。

遺構 とその他から多量の石錘・凹石が出土 している・。遺構では 4号住の石錘が特異であつた。従来の知見

に従 えば、漁労用具 とい うことであるが、遺跡の両側 を洗 う川は規模 小 さく、石錘の使用法の FHD題 もあろ

うが、漁労具 を是非使 わないと魚 が得 られないとは思わ れない。 ここの場合、た くさんな網代圧痕底 を出

しているが、

'魚

労具 としての用途 もさることながら、む しろ編物具 として考 えられないだろうか。

凹石は長細 い河原石 を多用 している。石器の形態は機能的な制約 を受 けるはずであり、長細 いことを充分

考慮 してい く必要 がある。

5号住は、鉄製紡錘車を出土 した平安時代の住居址 で、この台地では一軒 しかみっかつていない。東下

地続 きの
｀
中原遺跡 に関連す るか、さもなくば北隣 りの大境遺跡で検出 された同時期の遺構 と関連するもの

ない。ましてや遺構 に伴 うものは更 に限られ

なじヽ。後期前半から中葉にかかわる土器型式

かもわからない。
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15、 大境遺跡

位置  (図 100写 44)

戸沢川が現権山の装から抜け出る所、その左岸は山麓に接 して傾斜の強い扇項部が北から南に傾いてぃ

る。一方戸沢川の押出しが南から北に向って張 り出しているため、中央を窪める格恰になっている。この

南北から押し出す形の凹地は、西側に山を背負いヾ 東にむからて開く形状の日だまり地形をなしている。
標高 730mを 数 え、宮の原部落 を東 に従 える山裾 に大境遺跡 は位置 してぃる。    ■

戸沢川 を越す と百′駄刈遺跡、その東の中原遺跡 が、またその南側の台地 は細 ケ谷 B遺跡 が連続 してし1る 。

っ まり、西春近地区山麓帯状遺跡群中の 1つ に当っているのである。   1
過去の分布調査では、遺物 |ま す.く ないが、山裾 に接す る高位の遺跡 として注 目されてぃた。_  i

中央道 が遺跡 の上端 を通過するため、今回の調査 になっ
句

もので、 5902omを
今
AIし 、 c T33-62ま

でのグリッ ドを設定 した。遺跡南側 は杉林の跡で手がつ
けられなかったが、凹地 から南に傾 く北か らの斜

面にかけては桑園であった。凹地で平安時代の住居址、集石flL O土渡 を、また全体的 には遺跡北側 になる

南に傾く斜面で住居址、竪穴をそれぞれ1基ずつ発見した。|

(福沢 )`

遺構 と遺物

ア、平安時代の遺構 と遺物

ア) 1号 住居址  (図 58・ 185)

、遺構 遺跡北寄 りの、南 |ヒ むかって傾斜する斜面で、 B c42‐ 44で発見 された 5× 4:1五 方形の竪穴式

住居址 である。西山麓から押 し出す土右流のため、地層が判然 としなぃが、3層 目の小礫混 りの黄褐色砂

質土 を堀 り込んで構築 してある́。砂質土の中で あるた め、壁、床面 とも不良。柱穴 も北東で 1本確認 され

ただけである。南西隅に石鹸 L土 カマ ドが作 られてぃる。

遺物
′
床面、覆土 ともにみつかっそいるが少量である。カマ ド付近 に土師甕 (図 185の 1)と 須恵、灰

釉片 があった。

イ) 2号 住居址  (図 59・ 185・ 215・ 2210222,写 44)

遺構 遺跡南西端、A F45二 48で発見 された 5。 7× 4.6m長方形の竪穴住居址である。地形全体が南か

ら北 にむかって低 くなるため、北、東側の壁はない。床面は良好で南束の二部は貼 り床 になっている。北

2)



を除いて周溝がめぐっており、床面中央に90× 80cm、 深 さ17cmの 摺鉾 1犬 のピットがある。主柱穴は4本確

認 された。東中央に石組粘土カマ ドがあるが、袖石を残 してつぶれた形状 をなしていたo

遺物 床面・覆土から出土 しているが、量がすこぶる多い。、土師甕 に図 185の 2～ 5があり、灰釉ナ宛に

同図 6-10が、灰釉皿 に同図11-140写 44の 212が ある。また床面北側で須恵紡錘車 (図 221の 22,写 44

の 211)、 刃子 (図 221の 21)、 斧)1犬石製品 (図 215の 38)が出ている。この住居址出土の土器個体数を

みると、床面で土師甕 30杯 70須恵壺10辱釉椀 80灰釉皿 6。 覆土では土師甕 10杯 30須恵甕 20

灰釉士苑110瓶 1と い う数 になる。 (福沢 )

ゥ) 1号 竪穴  (図 60・ 18o O写 44の 123)

遺構 台地の北縁のやや平担な位置 に発見され、褐色土層を掘 り込み、南北 265× 東西 205cm程 の長方

形プランを呈する竪穴である。壁の状態は北から西が高 くて70cm程 もありt断面はほぼ垂直で崩壊 しなぃ

ように、わずかな叩きになつていた。床面は叩きで、密着 して微量の焼土や木炭を検出した。柱穴は竪穴

の外、北と南に密集 して存在し、直径10cm～ 20cm程 、深 さは浅ぃので 7 cm、 深いので40cm程である。

遺物 土師器の甕・須恵器の壺・灰釉陶器の杯 (図 186の 10)が数点出土 し、灰釉陶器の皿 (図 186の

11)が出土 している。

工) 1号 集石址   (図 60・ 18601o7)

遺構 台地の中央部凹の一角゛ 2号住居址に近接 して発見され、褐色土層面に南北 160cm、 東西 160 cm

の範囲にわたつて、方形に敷 きつめられている。石の大 きさは大50cm・ 小10～ 20cm程で、石質はホルンヘ

ルスであった。

遺物 配石レベルより浮いて出土 し、種類は土師器の甕・須恵器の壺・水瓶の口縁部 (図 186の 1)と

頸部 (2)・ 灰釉陶器婉 (3～ 6)・ 皿 (7・ 8)・ 段皿 (9)・ 須恵器水瓶破片 (図 187の 1～ 6)な

(小池 )ど数多く出土 している。

ォ) 1号 土渡  (図 1860187、 写44)

・遺跡中央の台地の南斜面に、表―Lよ り609m掘 り下げた、褐色砂質土層に検出されたもので、東西 1。 40m

南北 1、 mで深45cmの土渡である。覆土中に多量に木炭が含まれ、又焼土も堆積 していた。床面は箱々硬

く平面で、中央に土師器の杯 (図 186の 12、 写44の 214)が完形の状態で伏って出_Lし 、須恵器甕 の破片

(図 187の 708)も 出土 している。 (辰野 )

まとめ

大境遺跡では、平安時代の住居址 2軒、竪穴 1基、集石址 1基、土渡 1基 を確認することがで きた。

それぞれに特色 を持つが、 1号住の南西隅につ くられた石組 カマ ドは類例のす くないもので あつた。西

´
春近中央道用地内では、名廻南 1号住 が南東隅につ くつてあり、合わせて 2例 を数ヽ えるにす ぎない。

2号住の灰禾由婉 を中心 とす る土器類個体数の多いのには驚 く。灰釉 陶器を出す住居址では、南丘 Al号

3)
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住が多いが、本 2号住 には及ばない。灰釉 陶器の問題 を考える際のよい資料 になろ う。須恵質紡錘車も茜

春近では初めての例であった。

遺構外で遺跡 中央部の凹地で、縄文早期の押型文土器片 が出ている。図 187に 示 したものがそうで ある

が、南隣の百′駄刈遺跡 出土のもの と同 じ組成であり、同時期のものといえる。      (福 沢 )
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16。 r山 の根遺跡

1) 位 置  (図 8、 写45の 215)

当遺跡 は伊那市西春近城部落 441番地一帯 にある。北は自山沢、南は大洞 にはさまれ、権現山ょり発達

した東傾斜のなぎの沢の扇状地南端、諏訪神社、常輪寺の南一帯 に、東西、南北 とも 200mの範囲 に広が

っている。現在はA～ B地区の東半分は水田、他は畑地 に利用 されている。分布調査 によれば、縄文中期

土器片、石斧、土師器、灰釉 が出土 したことを記述 している。

グリッ トは 50640mを AAと して、AA～ DVま で、41～ 61を 設定 した。なお、東半分の水田は、ブル

ドーザーによる開田のため、末調査で ある。

微地形 はA～ B地区は平坦であり、 C地区は南に傾斜 している。遺構 はC地区に集中 してお り、南向地

形 から判断 しても当然である。

層位は何回もの押 し出 しがあったとみみて、褐色土層がサ ン ドウィチ状 に混入 している。遺物 は全般 に

褐色土層 に包含 されておる。

2) 遺 構 と遺 物

ア 縄文中期の住居址 と遺物

ア) 1号 住居址  (図 61・ 188、 写 45・ 47)

遺構 台地の中央部で用地の東端 に位置 し、黄褐色砂質土 を掘 り込み、東西 425× 南 1ヒ 420cmの 円形 プ

ランを呈す る竪穴住居址である。床面は凹凸があり、東へ傾斜 している。黄褐色土のために叩いてもあま

りその効果が見 られない土層のために、叩 きらしいものは、わずかに認 めるにとどまった。 炉 は中央 より

やや北西寄 りにあり、方形石囲炉であつたと思われるが、数ケ所 にわたって、炉縁石が抜 き取 られた痕跡

がうかがわれる。炉内は長円形状で、断面は舟底状 を呈 しており、東寄 りには湿気 を防 ぐために、渦巻文    、

様の加曽利 E式土器片 を一重 に貼 り付 けてある。

遺物 深鉢 (図 188の 1～ 406・ 701～ 3、 写47の 224～ 22602240225)は 炉出±。 台付 (図

188の 5)な どが出土 している。

イ) 6号 住居址  (図 610188・ 197～ 199、 写45047)

遺構 用地内の中央部附近 に位置 し、黄褐色砂質土を掘 り込み、東西 5。 00m、 南北5.50mの 円形 プラン

を程す る竪穴住居址である。壁は低 く、高いところで も20cmに 満 たない。床面は黄褐色土のわずかな叩 き

で、水平状 を呈 し、全般 に不良である。炉はほぼ中央 にあり、ホルンヘルスの角礫 や円礫 を 6個並べた方
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形石囲炉である。炉縁石の中には、焼 けて赤 く変色 し、ひび割れが認め られた。炉縁石は一 ケ所だけ存在

してお らず、おそらく灰取 りのためにわざと石 を並べ なかったのであろ う。

遺物 深鉢 (図 197の 1～ 3、 写47の 227・ 228)が出土 し、また土器片 (図 1980199)が 多数出土

してお り、いずれも加曽利 E式 に属 している。                   (ノ Jヽ池 )

イ 弥生後期の住居址 と遺物       '    ヽ

ア) 2号 住居址  (図 6201890写 46・ 49)

遺構  調査地北縁台地上に位置する一群の 1つである6黒土層は薄 く、遺構 は浅 い。近接せ る遺構 は北

に4号住居址、北西 に 3号住居址がある。東西 395× 南北 500cmの胴張長方形 にて褐色土層内に掘 り込ん

だ竪穴住居址である。 この遺構 は廃絶後 に投 げ込 まれた らしい集石が北西側 (図 62の波線 )に ある。壁は

低 く北 と西がわずかに高 く東から南は二部不明のところがある。柱穴は 5個不等間隔にある。床面は荒れ

ていてよくない。北 より南にわずかに傾斜 している。炉 は中央 よりやや北寄 りに位置する。 2重の埋甕炉

である。外側のものは胴以下は欠損し、内側のものは底部がない6弥生後期中島式のもので、赤く変色し

てもろい62つ の炉付近二帯は床面が焼 け固 くなっている6炉の内部 よりは、土器片少量 が検出 された。

遺構外南の位置に柱穴 と思わせるピットが 1つ 検出された。

遺物 炉に使用された弥生後期の甕 (図 189の 3、 写47の 229)と 床面から出土した甕

壺 (506)な どが主なものであるι

ウ 平安時代の遺構 と遺物               :

(10204)

(根津 )

ア) 3号 住居址  (図 62・ 190、 写48)

遺構 調査台地の中央西縁に位置するもので、近接せる遺構は東に4号住居址、南に2号住居址がある。

プランは東西 442× 南北 423cm、 褐色土層内へ掘 り込んだ隅丸方形の竪穴住居址である。黒土は少なく、

地表面より浅い。壁は垂直に近 く、褐色土層のためにもろく良 くない。西が高く東と南 |よ 低い。床面は50

cm位の貼 り床で一部景J脱があるが良好である。ヽわずかに西よ
~り

東へ傾斜 している。柱六は 6個で、南北の

壁ヽにそって 3本づつ等間隔にある。柱穴は他のものに比 して小 さぃ。カマ ドは東壁の中央に小量の石と多

量の米占土でつ くった米占土カマ ドで 100× 89 cmで あり規模は大 きい。カマ ド前部は大きな灰溜 りがあり、

凹状になっていると内部より多量の灰と炭化物が検出され(付近一面に赤 く焼けて床面は固い。カマ ドの

北傾けに80× 60cm・ 深さ35cIの 貝宇蔵穴と思われるものがあり、内部よりは少量の土器片が検出されている。

遺物 カマ ド付近。と西壁の下から土師器杯 (図 190の 10-14、 写48の 231)が出土 し、灰釉椀 (図 190

の16017)・ 皿 (18・ 19)が出土、床面中央から土師器甕・灰釉等の破片が小量出土 してぃる。 (根津 )

イ) 4号 住居址  (図6301890191～ 194・ 222、 写46・ 48)

遺構 A地区ほぼ中央、台地の東縁のK46-48で発見された隅丸方形の竪穴式住居址である。褐色土を

掘 り込み、 440× 390cmプ ランを示 し、比較的高い壁で残存状況は良好であった。南東隅の一部は貼床に
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なつており、中央・南束の床面が焼けてぃる。南から北西にかかる周溝が、また4本の柱穴 と他に2つ の

ビットがある。カマ ドは東壁中央に接 して石組粘土で しつらえてあり、吉J合 いに整った住居址の 1つ とい

える。                                             、

遺物 覆土、床面ともに発見されており、量もかなり多い。カマ ド内とその付近に集中していた。 (写

48)土師甕 (図 192の 20193の 102)杯  (図 189の 11-14016、  191の 1-9、 192の 3713、 193の

3、 写48の 232-234)がある。土師杯の中には 191の 1-3で みられるように、・黒色ュ器のi内 外面へ十

字を、また逆に伏せて書いたと思われる「木」 と読める刻字土器がある。須恵では図 193の 4-6の 杯 と

図 192の 15の瓶があり、北壁近 くでは鋤先 (図 222の 2、 写48の 235)が発見されてぃる。 (福沢 )

ウ) 5号 住居址  (図 6301890193～ 1960222、 写48),   「

遺構 造跡の南端、西か
｀
ら東へ傾斜 した台地上にあって、その南には沢が流れている6 448× 345cmの

隅丸方形竪穴住居址で、第 3層褐色砂質土を基撃 としている。壁はほぼ垂直に掘 りこまれ、その高さは西

で14cm東で20cmあ る。床面は叩きで、全体に堅 くしまり、平 らである。北末よりの壁際には40cmほ どの範

囲で焼土と木炭片が散在 しており、土器片もあった。 4個の柱穴は4隅 に規側的に並び、北西偶」柱穴の内

側にはさらにノ
Jヽ さいピットがあって、その上部には焼土が、内からは数個の土器片が検出された。西壁中

央に接するところには石組粘土カマ ドがあつて、青灰色を帯びた粘土を主体とし、比較的角のある小石を

多量に使用したらしいが、崩 されて床面に散乱 している。また床面上には灰と炭化物の混ったものがカマ

ドから中央に向かって広 く堆積 している。土器片も補強のため用いてあり、火床から壁の外に向かって煙

道と思われる焼けも認められた。

遺物  カマ ド周辺 に集中 し、国分期土師壺 (図 196の 1～ 3)、 甕 (図 189の 7γ 10、 図 193の 708

図 195の 1～ 5、 図 196の 4)、 灰釉婉 (図 189の 15・ 図 195の 7・ 8、 図 196の 11)、 土師器杯 (図 19

3の 9・ 10、 図 194の 9～ 11、 図 196の 6～ 10、 須恵器杯 (図 193の 11012)、 須恵器瓶口 (図 195の 6)

鋼製腕 (図 222図 の 3、 写48の 237)と 思われるものの口縁部が出土 している。 (深沢 )

手 )‐  7号 住居址  (図 640200)

遺構 遺跡台地上の住居址群 を見上げるような位置で 、一群 と蛇石林道 を境 にして(林道南添いの住宅

跡地の庭先 に黒褐色土層 に掘 り込 まれた 345× 340cmの 方形竪穴住居llLで ある。壁高は西34cm「 東20cmで

東に低 く、垂直 に切れて良好 である。床面は貼 り床で一部景」落 しているが大体良好である、カマ ドは東壁

中央 に10cm位切 り込んで、石組粘土のカマ ドである:が 、支脚 乙 もほとんど崩れ、天丼石 も床面 に落 ちて、

粘土だけ|よ 若干盛 り上がっているが、規模 ははっきりしない。焚口音5付近の床面 に50cm四方位 に焼土が散

乱 している。          i

遺物 ′西壁 に接 して土師器甕 ・カマ ド周辺 より土師器甕 (図 200の 1～ 3)・ 杯 (405)が 検出され

た。                                       (辰 野 )

工 その他の遺構 と遺物
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ア) 1号 竪穴 とピッ ト群  (図 65。 2020203・ 写 46・ 48)

遺跡台地の西縁で、用地 ぎりぎりに褐色土層 に掘 り込んだ、 230× 150cmの楕円形遺構 である。中央で

二́段 となり、西半は深 さ30cm・ 東半は47cm程 あり、西は舟底状で、東は摺鉢状である。覆土半分位 は明 ら

かに攪舌Lさ れた形跡があり、黒褐色土混合の もので、多量の焼土 を含み、その下層 よリクル ミ炭化物 (写

48の 239)・ 灰釉片が出土 し、東半 は攪乱 された様子 はなかったが、最深部 より砥石 (図 203の 6)縄文

早期末土器片が出土している。ピツト群|ま 1号竪穴と切り合うように接触して、22個のピツトをごって構

成する。延長8.Om・ 巾2mの規模で南北に走っている。ピットの規模は22個 中2研固は径20～ 30cmで、/深

さ20～ 40cmで あ
′
る。西己列は 2030は み出すが、ほとんどは lmの 中の中に入 り、間隔 |ま 不規則で あ り、

ジグザ グか、又は 2列 とも見
|え る状態で 8mにおよんでいる。周辺 に焼土が散舌Lし 、 203の ピッ トか ら

は多量の焼土が検出 された。

遺物 周辺 から内耳鍋 (図
´
202の 2)`灰 釉片 0天 目 (1)・ 黒曜石片・縄文後期片 が出土 した。 こめ

地層が攪乱 された形跡 ががあるので明確 にネ きないが、平安・中世の施設遺構であろう。 (辰野 )

イ) 1号 土渡  (図 650201)

遺構 台地の中央部で南傾斜の項 に位置 し、砂質黄褐色土 を掘 り込み、南北 160cm O東 西 172cmの円形

プランを呈す る土墳である。/壁の状態 は砂混 りのためにぼろぼる して不安定である。断面 は段 を有す るフ

ラスコ状 を呈 し、下段の壁は上段 よりも浅 い。覆土内より微量 の本炭 を検出 している。 l

遺物 土器 (図 201の 31032)が数点出土 したのみである。             
´

ウ) 2号 土墳  (図 650201・ 203、 写47) '

遺構  台地の中央部用地の西端 に位置 し、砂質黄褐色土を掘 り込み、南北 180cm・ 東西 145cm程 の円形

プランを有す る土渡である。壁はくずれやす く、断面袋状 を呈 している。床面は挙大から人頭大程のホル

ン

省傷

ス

1重堡曾 iち 曇藤 :冨主曇

°

(5tI「 魔子策曇 :『11111:Flilし て i、 る。

工 )ピ ッ ト列

C地区の南端部、北から南へ傾斜 してい く黄褐色土層面 に存 在 している。南北 850cm二 東西 280cmの範

囲中に、径20～ 50cm・ 深 さ平均15～ 30の ピッ トが16個点在 していた。配列状態は列をなす ものが大部分で

あるが、 間隔は不規則
｀
である。撻艶4吻 はない。 (/Jヽ幸也)

オ) 2号 竪穴  (図 650196)

遺構 遺跡 の南端 05号住居址の東 に位置 し、第 3層 の赤味 を帯びた砂質褐色土 を基盤 とす る 145× 180

cmの 隅丸方形竪穴である。壁はわず かな傾斜 をもって掘 りこまれ、南ゴヒ西壁の高 さはほぼ20cmで等 しいが

東壁は、水田をつ くる土手に接 してお り定かではない。床面は平 らであるが、柔 らかく、壁の内外
′
ともに

構築跡はない。

遺物 国分期土師器の小片10数点 (図 196の 13)お よび須恵器メ (12)ヽ 甕 (14)が出土 した。 (深沢 )
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工 その他の遺物  (図 12001290200～ 2030222～ 242)

遺構外出土の遺物特 に土器は縄文時代各時期のもの、弥生時代後期の もの、平安時代のものがあり、そ

の出土量 は多かった。

遺跡北東部の、台地の傾斜 が東 にやや急 になるところから縄文時代早期末から前期初頭 にかけての爪形

文土器、太 めの撚糸文土器・縄文土器・条痕文土器 が出土 している (図 129の 21～ 38、  201の 1～27029

30・ 202の4～ 13)。

弥生時代後期中島式土器 (図 120の 11～ 17)は、同時期の住居址 2号住居の周辺から出土 している。 こ

の期の遺構 は用地外 にまだあるもの と思われる。

平安時代の遺物 (図 200の 8～ 10)は、土師器の鉢 と思われるもの (8)、 須恵器士不 (9)・、灰釉壺 (

lo)を 図に示 したが、他 に土師器甕 ・士不片 が出土 している。

ピッ ト群 に関連す ると考 えられるものとして、内耳土器 (図 202の 3)(鉢 釘 (図 222の 5～ 7)があ

る。これ らはピッ ト群周辺からの出土であるが、ややはなれた所から刀子 (202図 (4))が出上 している。

土錘 (図 223の 10)は単独出土であ り遺構 との関係 は不明である。

石器 については打石斧 (図 203の 7～ 10)が 中心で、特記すべ きものに環状石斧 (図 203の H)が ある。

敲 き磨製技法 によって成形 されている。                       (唐 木 )

3)ま とめ

山の根遺跡 は古 くから知 られた所で、今回調査で もかなりの成果を得 ることがで きた。縄文前期の土渡

1、 中期の住居址 2、 土渡 1、 弥生後期の住居址 1、 平安時代の住居址 4、 竪穴 1、 時期不詳の ビッ ト群

と竪穴 10ピ ッ ト列 1な どの遺構 と、それに伴 う遺物相当量である。

縄文前期土渡 は、今回の中央道用地内18遺跡ではつきりしていたのは本例だけで ある。朝顔花状 に開いた

前期未の深鉢であ り、口縁 に 2つ の補修子Lがある。 1・ 6号住居址は、切 り込む土質が軟弱 なたの、遺構

そのものが完全な姿では露呈 されなかった。 l号住の土器敷 。摺鉢状 の炉 は今回調査では唯一の ものであ

った。遺物 が豊富 に発見 されたことは特記すべ きであろう。

弥生後期め住居址 が 1軒見つかった。床面 に集石 ある例 は、下伊那地方でい くつか発見 されている。住

居の廃絶後 .ま もない頃であるらしい。検討の要がある。

平安時代の遺構関係では、 4号住の遺物が多様 にわた り、注 目され る。鋤先・刻字土器・窯 印 らしい刻

印、それと全体の遺物量 は相当な量 にのぼる。また 5号住では銅翁宛口縁 が出土 した。いずれも資料性高いも

のといえる。ピット列・ピット群の時期は中世であるらしいが確かでない。なお1号竪穴からは炭化した

クル ミが発見 されている。

遺構外出土遺物の中では、遺跡北端 に集中 して縄文早期末の土器片 が、比較的多量 に出土 している。そ

の中で も量的に多いものに、表裏 に条痕 を持つ繊維土器がある。口縁付近内外面 に粗大 な爪形文 を施す も

ので、早期末粕畑式に比定 されよう。縄文関係では他 に晩期土器片 が少量 ある。口縁 に平行す る太めの沈

線 をめ ぐらすもの、具殻条痕 を施す ものなどが主 なものであった。
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中世の内耳鍋片 が何点 かあるが確 実 に中世遺構 とはぃえないにしろ、 1号竪穴 とそれをとり囲むピッ ト

群、ピッ ト列は中世遺構 の可能性 がある。遺跡北 には二代立川和四郎作 といわれる諏訪神社があり、その

東続 きに曹洞禅寺常輪寺 がある。山の根遺跡 とこれ ら神社仏閣 をも含める一帯 は、中世城郭 があった と伝

えられる山の東麓 に当ってお り、北隣の城平遺跡で発見 されたぃ くっ かの中世遺構 とともに、社寺 ない し

は城郭 に関連す る中世遺跡であったのかもわか らない。 (小池 )



17 城平遺跡

1)位 置 (図 9、 写 51)

遺跡は、伊那市西春近 802～ 813番地に所在する。 (図 9、 写51)権現山の東に延びる尾根の先端はt

中世城址 という伝 えがあるが、その尾根の東麓一帯を城平 と呼んでいる。遺跡はこの山麓一帯に広がる平

坦地にある。山本部落の西方に当っており、北は城平上遺跡のある小台地が西から東に続いており、その

小台地の北は、傾斜 しながら小黒川に接する段丘地形 になっている。従って城平遺跡はこの小台地を北に

して、西方山麓にある山白神社の下から、南は白山沢まで続いていることになる。白山沢よりは、この川

の押 し出しによる小台地が西から東に延びるため小高 くなっている。西春近地区山麓帯状遺跡群の北端に

位置 し、標高 720～ 725mを 数えている。

付近には、上述城平上遺跡が北に、自山沢を越 して南に宮林遺跡が、また東方部落の下にはゴヒ条遺跡が

ある。過去の分布調査では、縄文中期土器 。石器・土師器・須恵器 0灰釉陶器が出ており、中央道用地が

遺跡をすっぽり包むため、今回の調査になつた。 51000を AA基点としてP」 までと、後になり南側台地

にも遺物のあることがわかつたために、AA基点から逆にY区を設け38-62ま でにグリッドを設定 した。

北側 と南側では地層々序が異 るが、遺構の集中した北側 CeD区 では、耕土・黒色土・黒褐色± 0ロ ーム

の順に層位が確認 された。

今回の調査では、南側の小台地では縄文晩期の土器片が 、 中央凹地では平安時代の住居址 3軒、墓疲

1基 へ時期不詳の土渡 1基 と、縄文中期末か後期初期の住居址 1軒 が、また北側の城平上遺跡方面から南

に向かって緩 らかな傾斜する斜面では、平安時代の時居址 5軒 と墓墳 4基 。中世の地下倉 3基、井戸状の

害址が2基 0300箇 近いピット群と、時期不詳の土墳 8基が検出された。 (宮沢 )

2)遺 構 と遺物

ア 縄文時代の遺構 と遺物

ア) 9号 住居址  (図 6602120213、 写 50)

遺構 遺跡の中央、北向傾斜 と南向傾斜の接点にあたる平担地 にあり、当遺跡口佳一の縄文時代の遺構で

ある。表土下80cmほ どの黒土層中に構築 された4.65× 4。 50mの 楕円形竪穴住居址で、壁はほとんど垂直 に

掘 られている。床は西から東 にわずか 1手 傾斜 してお り、全体 に軟 らかい。柱穴 は 4本検出された。炉 は石

囲炉で住居址中央 にあり、中から赤 く焼 けた河原石が出土 しその うち 1つ は磨石である。東壁近 くには、

上部 を欠損 した埋甕 が、石棒片 を中にさしこんだ状態で出土 している (写 50の 244)。 遺物 および遺構の

状態から見て縄文時代の中期未～後期初頭の住居址 と思われる。
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遺物 縄文時代中期末～後期初頭の甕 (図 212の 1～ 3)が主 な出土土器であるが石器では、石棒片 (

図 213の 1)磨石 が出土 している。石棒 は緑泥岩である。               (根 津 )

イ) その他の遺物  (図 210・ 211・ 212の 3)

縄文時代の遺跡 は、中期未 ない しは後期初頭 から晩期末 にいたる土器片 が出土 してぃる。図 211の 1・

2は 、 7号住居址北から発見 されたものであるが、中期末 とも後期初頭 ともとれる一群で ある。 これは 9

号住居址の時期 とも関連す るものであるが、 9号住の構築は全 く後期的で、つ まり黒土中へ切 り込 まれた

竪穴住居で、深鉢胴下部 を床へ埋 め、その中へ石棒 を什立 させ ることなど は、中期住居址 にあま りみ られ

ない構築方法である。従 って住居址の構築 などはきわめて後期的であることからして、後期初頭 としてお

さえた方が妥当のように思われる。南側では後期晩期の土器 が集中 して検出された。図 210の 1-9ま で

は後期中葉 までの、また同図10-330図 211の 3-27は 晩期の土器片である。晩期の土器 についてふれる

ならば、図 210の 12-14な どで代表 される精製土器の一群 と、他の条痕系の粗製土器 に分 けることがで き

る。晩期末葉 の大洞 A～ A′ 式 に比定 されよう。今回調査 の西春近地区 とすれば、晩期資料 中の最たるもの

であった。

イ 平安時代の遺構 と遺物

(宮沢 )

ア) 1号 住居址  (図 670204)

遺構 遺跡北側の中世遺構集中地区にかかる手前で発見 された。調査前 に畑の肥 え土をブル ドーザーで

削った所 にあったため、全体 プランは把握で きなかった。花商岩の袖石 と、人床 の一部 を残すカマ ドが西

壁 に接 してつ くられていたことと、ヵマ ド東 にピッ トが 1つ 、カマ ド付近でロームのタタキ床面の極 く一

部 が確認 されただけである。

遺物  カマ ド火床内 とその付近で土師甕 (図 204の 1二 4)

いる。他 に灰釉婉片がある。平安時代の住居址である。

(3)と 須恵器のメ (図 204の 71)で あ

(小池 )

と、須恵琢 (図
:204の

506)がみつかって

(福沢 )

イ) 2号 住居址  (図 6702040224の 60写 51の 251053の 265・ 55の 208)

遺構 遺跡北端にある住居址群の最も東側、用地東端にあり、ローム層を掘 りこんだ南北3.84m、 東西

4。 70mの 隅丸長方形竪穴住居址である。壁は西・南で約20cmを 、東で約10cmを 計るが、ゴヒ壁は 1号地下倉

址に切 られており残肴 しない。床面はロームの叩きであり、わずかに凹凸があるがほぼ良好である。カマ

ドは東壁やや南寄 りに、壁に接 して造 られた石醸 ミ土カマ ドで、補強のために土師器片を貼 りつけている。

しかし残存状態が悪 く、その詳 しい形態や煙道は不明である。カマ ド手前に90× 150cmの ピットがあり焼

土 と木炭が充満 していた。  r

遺物 土器 と古銭 がある。土器は土師器の甕 (図 205の 12)罫

る。古銭 は祥符元宝 (図 224の 6)で ある。
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ウ) 3号 住居址  (図6802040205、 写53)            ヽ

遺構 遺跡北端 にあ り、 4号住居址の東 lmに 位置 している。ローム層 を掘 りこんだ4.65× 4.19mの 隅

丸方形竪穴住居址で ある。壁 は垂直 に掘 られ、西に高 く東ではほとんどなくなる。床は叩 き床で良 く残 っ

っている。柱穴 は 4本が対角線上 にある。カマ ドは西壁中央 に造 られ、石組粘 土カマ ドでほとんどくずれ

て しまっている。煙道の出口と思われる地点 に焼土があったが、落 ち込みは確認で きなからた。焼土 は床

面 にかなり広 く分布 している。また本址南側 にあるピッ ト群の一部 と思われるピッ トがい くつ か床面 に見

られる。北壁および南壁沿 いに浅 い周溝が設 けられている。

遺物 土師器では甕 (図 204の 809、 図 205の 4～ 7)罫 (図 205の 8)、 須恵器では甕片 (図 204の

10011)ネ
1(図

204の 12013、 図 205の 8)こ れが出土遺物の全てであり、床面出土のものばか りである。

(根津 )

工) 4号 住居址  (図 68・ 2220写 53の 266)

遺構 遺跡の北端、 3号 住 居 址の西 に位 置 し、 ロームを基盤 としている」 3。 43× 3.20mの 、隅丸方

形竪穴住居址で、壁ぼほぼ垂直 に掘 りこまれ、高 さは西 が29cm、 東が 8 cmと 傾斜 している。床面は耕作 に

よる攪舌Lがひどいが、叩 き床で固 く、一部 は二重 に残存 して、その上下の差は 8～ 10cmく らいである。柱

穴は北側 に二つ しか確認 されなかつた。西壁 に沿 う全面 と南ゴヒ壁の一部 にはV字冽犬の周溝 が検出され巾 8

locm深 さ10cm程度で ある。東壁中央部 には石組粘 土 カマ ドが接 している。灰青色 を帯びた多量 の粘土 と 1

個の石があったが攪舌Lの ため原形 は留めていない。

遺物  カマ ド周辺 と西壁付近の覆土から、国分期土師甕 ・ネ の破片 が、また床面 より刀子の先端 (図 222

の 8)が 出土 している。                                (深 沢 )

オ) 5号 住居址  (図 6902050206、 写50の 245)

遺構 東傾斜の台地の緩やかな南傾斜の斜面上 に位置 し、ローム層 を掘 りこんだ4。 35× 4.30mの 隅丸方

形竪穴住居址である。壁 は西 に高 く55cm、 東は16cmと 低 い。床面中央部 は堅 く叩かれているが壁近 くは軟

らかい。カマ ドは西壁 に接 して設 けられた石組粘 土 カマ ドで、残存状態はやや良好である。 なおカマ ド周

辺 に数個の石が散舌Lし ていたが、カマ ドに用い られていたもの と思 われる。

遺物  カマ ド周辺 より出土 した土師器甕 (図 205の 9、 図 206の 1～ 9)壺 (図 206の 10011)、 ナ不 (

図 205の 10)お よび須恵器壺 (図 205の 11)杯 (図 205の 12)甕 片 (図 206の 12)が ある。(小池 )

力) 6号 住居址  (図70020602070222、 写50の 247)

遺構
=遺

跡 ほぼ中央の凹地の北、 B U46-49で発見 された隅丸方形の竪穴式住居址である。主車由方向は

東 にあり、 520× 550cmの平面形 を示 し、西壁中央 に接 しで石組粘土カマ ドを構築 している。本来は 4本

柱穴であったらしいが、北西隅は床面が落 ち込むために明確で なく、それを除いて 3本が確認 された。床

面一部貼床 になってお り、全体的には良好 な床 といえる。中央 にピッ トが うがたれてお り、ゴヒ壁沿 いに周

溝が掘 られていた。

遺物 床面カマ ド付近 に集中 して土師カメ (207の 1-4)、 罫 (206の 13)、 須恵琢・ フタ (206の

16・ 19)が、また北壁沿 いの周溝の中へ落 ち込むかたちで刀子 (222の 9)と砥石が検出されている。遺

物 からすれば平安時代のものであるぃ                       福沢 )



キ) 7号 住居址  (図 70・ 20602070222、 写50の 240054の 270)

'遺
構 住居llL群の占地する南向傾斜 と遺跡南端からの北向傾斜が交わる平 らな所にあり

｀
住居址群では

最南にあたる °
黒褐色土からロニムまで堀 り_こ んだ4.85× 4.53mの 隅丸方形竪穴住居址で主軸方向は南東

を示す。壁はわずかに傾斜 して掘 られ
｀
西で45cm東で20cmと 東に低 くなっている °

西壁中央に石組カマ ド

をもつが ほとんどカマ ドの形は残っておらず焼土と動いていると思われる石があるだけである。床はロー

ムをかたくたたいてあり、柱穴は攪乱のある北東隅を除いて 3本 をもつ。南壁際 1鎖宇蔵穴 と思われる径80

cm深 さ20cmの ビットがあり、住居中央にも径80cm深 さlocmの 浅いピットがある。いずれ も出土遺物はない。

南壁沿いにのみ周溝をもらてぃる。平安時代の住居址である。

遺物 土器 と金属器がある。土器は土師器甕 (図 207の 5～ 90206の 21022)・ 須恵器琢 (図 206の

15017018)・ 壺 (図 206の 14・ 写50の 247)、 甕片 (図 205の 10011)・ 蓋 (図 206の 20)であり、金

属器は刀子 と思われる鉄器 (図 222の 11)で ある。土器はいずれも床面あるい |ま 床面に近い覆土からの出

土で、特にカマ ド周辺から出土 したものが多いも須恵器甕は南東隅の出土である。金属器は床面から出土

して い る。 (唐木 )

7) 8号 住居址  (図 71・ 2070208、 写50の 248054の 269)

遺構 遺跡中央の西寄で、用地西縁の墓渡 に接 し、東南に9号住居址が近い。褐色ローム層に堀 りこま

れた 390× 355cmの方形堅穴住居址で、壁は西35cm、 東10cmで東に低 く、西北の一部の壁が攪舌Lさ れてい

るが、他は良好である。柱穴は 3個確認 されたが東南の隅は85× 65cmの大穴で、深35cmあ り確認出来ない。

壁の裾 に巾10c五深15cmの 周溝があるが東壁には一部 しかみられない。床面に西南の隅に柱穴 と並んで径

52cm、 深 5 cmの くぼみがあるが正体不明である。他の床面は大体硬 くたたいてあり良好。カマ ドは東壁中

央に平板石を立て 支ヽ脚石に使つた長方形石組粘土カマ ドで、天丼石は少 し押 しつぶされた状態であつた。

煙道は黒土でつまっている。カマ ド内の粘土に土師器片が詰められていたが、石組補強のものであろう。

遺物 土師器壺・甕 (図 208の 1～ 30写 54の 269)・ 杯 (図 207の 8)・ 須恵器甕 :メ (図 208の

4)が出土 した。
(辰野 )

ケ) 墓渡  (図 720207・ 223、 写51)

墓渡 として一括 したものは、後述 4号墓渡 をもとにしてある。従って 1部 は平安時代以外の時期にかか

わるものもあるが、項 を同 じくして理解 しやすくするためにここで扱 うことにする。

l号墓渡  (図 720223)

遺跡北側の、 2号住居址南隣で発見されている。ロームを堀 り込み、東西 210cm、 南北 110cmに長軸1.

70血 の T字形プランを示すものである。渡外には数箇のピットを持 ち、床隅には焼土と木炭が堆積 してい

た。違物は認められなかった。

2号墓渡 :(図 720写 51)

2号住居址東隣で発見 されている。 190× 150cm、 深 さ30cmほ どの方形をなす疲で、床中央に 1穴 を堀

る。東側床面 と、ゴL側 壁外に焼土がある。内耳土器片 と、刀子 (図 223の 1、 写51の 2510252)が出土
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している。中世 の墓渡で あろ う。

3号墓渡  (図 72)

北側 の遺構集 中地区のほぼ中央で 5号墓渡 と並んで発見 されている。 3号住居址 の南隣 にな り、 2。 00×

1.30m、 深 さ10～ 20cЩ、長方形で、東壁側 に一穴 を持つ。覆土の黒色土 中に鉄釘 が含 まれていた。

4号墓渡  (図 72、  207の 14)

8号住居址 に南接 して、 180× 95cm深 さ20cmの 長方形 の渡で ある。北側 の渡縁 に須恵器堺 が置 いてあっ

た。

5号墓渡  (図 720223)

3号墓渡 の北 に並べ構築 されていたもので、 3号同様 に平安住居址 3号の南隣 にある。 130× 115岬、

深 さ20cmの 長方形 をな している。

コ) その他 の遺物

図 212の 4は遺構 外で出土 している。 5号住居址 の北で、ロームがや 小ヽ高 く

上の黒色土中に含 まれていた。遺構で あろ うと予測 したが、確認で きなかった。

図 223、  224の 金属器類 がある。̀

ウ 中世の遺構 と遺物

なる状態で堆積するその

須恵器瓶である。 他 に

(宮沢 )

ア) 1号 地下倉址 (図 72・ 730209021302220224、 写51の 251～ 254052の 257・ 260053の 265)

遺構 用地東端近 くにあつて、南で 2号住居址を西で 2号害址を切っている。平面プラン 210× 220cm

深 さ 150cmの 方形竪穴遺構で、ロームを掘 りこんで構築 されている。壁 |よ 垂直ないしはオーバーハングぎ

みに鍬状の道具でていねいに掘 られている。床は全体 に堅 く、四
・
隅とその間に計 8個 あつたと思われる浅

いピットの うち2号害址 と重ならない部分で 6個確認できた。柱穴であろうかと考える。東壁沿いには周

溝が掘 られている。床面上およそ50cmに廃絶後投げ込まれたと思われる人頭大の自然石の集石があり、遺

物はほとんど
。
がこの集石の上面あるいはその間から出土 している。埋没状態は集石のある面までは自然埋

没 と思われるが、集石以上は黒色土の単層で人為的な埋没 と考えられる。

遺物 土器 0金属器・古銭がある。土器は天 日と内耳土器 (図 209の 1～ 305)の 破片である。金属

器 としては刀子 (図 222の 12)が 1点 0不明 2点出土 している。古銭は合計 6枚出土 しているがその内訳

は元豊通宝 10政和通室 10皇宋通宝 20不明 2で ある。その他黄瀬戸オロシ皿 (図 209の 4)・ 中世陶

器 (6)、 砥石 (図 213の 3)が出土 している。 (唐木 )

イ) 2号 地下倉址  (図 72・ 730209・ 213・ 2240写 51の 255・ 256025の 257・ 258053の 265・ 267)

遺構 調査地の北で用地内東縁 に位置する。地形は西より東へかなりの傾斜を示 し、北より南へわずか

な傾 きがある地点で黒土層は浅ぃ。近接する遺構は南で 3号地下倉llLと 切 り合い、西に 1号害址 と3号住

居址がある。プランは東西 190cIIl・ 南北 255cm、 不さローム内 100ёm掘 り込んだ竪穴で、東へ多少のびて

いると思われるが、用地外のため調査は出来ない。北と西側は浅い掘込と段付状に切り合っている。壁は
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垂直であるが、東傾 は用地外で不明である。床面は平で堅い。床面 には20～ 30clll大 の自然石 を礎石のごと

く、17f固 方形 に並べ中央は並列になうている。この石の上には径10cm大 ・長 さ 220cllの 本材の炭化 したも

のが数列並べてあった6

また長 さ 190cm大 のものを東西に丼桁状に三段積重ねてある。中間には 3 cm程の板が炭化 して陥入 して

いる。中間には焼土 と灰が所々赤く残存 している。炭化物は木 目からみて槍の本が多い。遺物は炭化物の

中間と床面近 くに多く出土 した。                                。

遺物 陶器としては、陶器婉 (図 209の 11)、 黄瀬戸皿 (図 209の 809)・ 天 目婉 (図 209の 10)

が出土 している。その他内耳土器・青磁 も出土 している。

古銭は計 3枚出土 しており、内訳は永楽通宝・治平元宝・嘉祐通宝である。その他鉄製品、火打金具、

石臼 (図 213の 4)も 出土 している。

ウ) 3号 地下倉址  (図 72073・ 209・ 2220224、 写52の 257・ 258e53の 265・ 267・ 54の
.272)

遺構 調査地の北で、東縁 に位置する。近接する遺構 は西側 に 1号害址・北は2号地下倉 1ヒ が接続してい

る。プランは東西 255cIIlt南北 19ocmで長方形の竪穴で、ローム層内 145cm掘 り込んでぃる。壁は 垂 直
で明確であるが、遺構が東へ延びるため用地外 となり調査はで きない。床面は平担で叩いてあり堅 く良好

である。遺構の上部は西側 と南側は浅い。掘込 と切 り合って段付状 となっている。柱穴は浅 い掘込の南狽j

の壁にそって 2個・西傾jに 1個検出する。覆土は表土より45cIIl黒 土下にローム混 りの褐色土層があり、赤

く焼 けたローム塊の10cnl大のものが混っている。この状態は遺構の南東にある。

遺物 古銭では元祐通宝 2枚 0紹聖元宝・皇宋通宝・熙滓元宝 0聖宋元宝・元豊通宝各 1枚 (図 224)

黄瀬戸婉 (図 209の 120写 54の 272)・ 刀子 (図 222の 3～ 5)・ ピンセ ット状の鉄製品 (16)・ 釘 (17

18)・ 火打金具 (19)0内耳土器の破片など、床面近 くの覆土で遺構の北寄 りに多く出土 した。

工 ) 1号 害址  (図 73・ 2090222、 写52の 257～ 260053の 265)

遺構 調査地北寄 り用地内東側に位置する。地形は西より東へ傾斜 している。近接の遺構 は北西に3号
住居址があり、東には 1号・ 2号地下倉址・南に2号害址・がある。プランは東西 200cm・ 南北 23 0cmの

ほぼ円形で、ローム層内へ、深 さ 223clll掘 り込んだ竪穴でぁる。上部は上開きで南側は段付状で、中間よ

り袋状 になっている。壁は固 く良好である。95cm下 の西壁は厚さ20cmの礫層である。床面は平であるが、

軟 らかい。ttA~は 上部の段付状のところに南北 に各 7と 、西側 に遺 構 を囲み 等間隔に4個ある。東側は

浅い掘込 と接 しているё覆土は黒土 と褐色土の混合で中間よりは20～ 30cIIl大 の石が多量 に投げ込んである。

2号害址 と壁の差は袋状の下部で30clnあ る。ある時期に流れの跡 を示 し、小 さい礫 と砂が残在 している。

遺物 覆土の上層部は褐色混 りの黒土であるが、この中よりは縄文中期の土器片が少量 と、欠損 した打

石斧が出土 した。底部近 く褐色礫混 りの層位より、内耳土器 (図 209の 13～ 15)が出土 しており、固焼で

色調は灰褐色 をしており、厚手のもので耳部は小さあものと大 きいものの 2種類である。また釘 (図 222

の20)も 出土 してぃる。 (根津 )

2号害址  (図 73・ 20702090213● 222、 写51の 2520253052の 260・ 262～ 264・ 53の 265)
オ )
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遺構.1号害社の50cmの 南に位置 し、ロームをほり込ス′だ断面フラスコ状 を呈する竪穴遺構で東を 1号

地下倉に切 られている。平面プラン直径 200cmの 円形、深 さ 240cm、 最大径 220cmt最小径 118mを 計 り、

1号害址 に類似する。ただ底近 :く に人頭大の自然石が多数投げ込まれており、中に石臼片や陶器片 などの

遺物が混 じつていた点で異 なっている。柱穴は南 0北に
‐2対計 4本ある。

,た だ深さ 200cmに厚 さ20cmの砂利層があるが、調査時にlよ 湧水がみられなかったι貝宇蔵穴 と考えるのが

妥当であると思える。

遺物 土器・石器 0金属器がある。土器は天 目・黄瀬戸 ら内耳土器 (図 200の 16017019)と 備前焼 と

思われる皿 (18)で、石器は砥石 (図 '213の 7014)と 石自 (図 213の 506)、 金属器は用途不明の小

鉄片 (図 222の 21022)が出土 している。                       (唐 木 )

工 その他の遺構 と遺物

_ア ) ピッ ト群  (図740222、 写53の 265ん 267)

遺跡北側の平安住居址 と中世遺構の集中する区域 に 300箇 になんなんとするピットが検出された。円形

をなすものが大部分であるが、中には方形であつたり、穴底に礫 を入れるものもある。建造物の柱穴 とも

考えられるが、法則性 にとばしくヽ断定 し難いが、このビット群のいくつかは、建造物の柱穴 として認め

てよいものもある。ピット内から鉄釘 も出ている。中世遺構群に関連するものであろう。

ノf) 土墳  」
(図 740750207の 15、 写50)

土若 9基 力洸曖認 されたが、日寺期不詳である。

]号土装  (図 74、 写50の 249)

遺跡ゴL端 で発見されている。 230× 120cm、 深さ30～ 60cmを数 える楕円形の土渡である。遺物なく時期

|よ フト言羊。                                 '

2号土鍍 ′ (図 74)

遺跡北寄で発見 されたマウンドを持つ土渡である。 200× 270cm・ 深 さ65cmの 土渡であるが、時期不詳。

3号土墳  (図 75)

遺構の集中する遺跡北側で発見され ている。 260× 120cm・ 深 さ40cmの 長大な土墳である。時期不詳。

4号土渡  |(図74`写 50の 250)

B区で発見されている。 160mの径のほぼ円形プランを示す土渡である。遺物なく、時期不詳である。

5号土渡  (図 75)｀
                           1

遺跡のゴヒ西端で発見され、 102号土渡 に近い。 170× 150cm・ 深 さ15cmを 計る。時期不詳である。

、6号土渡  (図 75)

遺構の集中する遺跡北側で発見されている。 130× 150cm、 深 さ20cmで あるが、全部が堀 り出されなか

った。床面にピットを持つことからすれば、墓渡形態 ともと、れる。時期不詳。

7号土渡  (図 75) ヽ

遺跡ゴヒより、 ピット群中にあり 130× 80cm、

'架

さ40cmを 言十る。遺4吻 は含まれず 、日寺期不言羊。
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8号土渡  (図 75)

3号土渡 の東 に位置 し、 140× 55cm、 深 さ50cmを 言十る。西壁 は袋状 にえぐられ る特 j翼 な形状 である。

遺物 は含 まれず、時期不詳。

9号土墳  (図 75)

3・ 8号土墳 の南隣 にある。 130× 100cm、 探 さ25cmを 計 る。瓢形 の形状 をな している。時期不詳。

ま とめ

城平遺跡では、縄文中期ないしは後期の住居址 1軒、と、晩期の土器片・平安時代の住居址 8軒。中世地

下倉 3基、同害址 2基、墓渡 4基 とピット群、時期不詳の土渡 9基を確認 し、またそれに伴 う遺物を得た。

縄文、平安の遺構 ないしはそれに伴 う遺物については省略 し、特に中世関係の遺構 などにつ てふれてお

きたい。 '          :

遺跡北側の東巾杭付近を中心にして、中世遺構が検出されている。―方形竪穴の形態をとるが、 lm以上

の深 さを持つものを地下倉址 としてとらえ、井戸状で、円形プラス2m以上に至るものを害址 と呼んで区

別 した。いずれにせ よ、地下貯蔵庫の形態を持つものと考えた。地下倉は壁垂直、床面に柱礎 と考えられ

る石かまたは柱穴をうがっている。用地内ではあるが、東側は民家の石垣があって全部 を調査することが

で きなくて心残 りであった。また害址は円形 プランの外側 に柱穴を持っており、断面袋状 をなし、底は平

担につ くっである。 2号害址では、1害底で石臼片、天 目陶器片:が発見 されている6柱穴は遺構夕陣 jを とり

かこむ形 に並んであり、上屋架構の跡 とみたい。

300に なんなんとするピット群は、そのいくつかが、柱穴であろう。出土遺物は内耳鍋、黄瀬戸系の陶器

中国渡来銭 などがある。古銭は開元通宝から永楽通宝まで13種17枚 と、不明 2枚が出土 している。もし古

銭で時代を考えるとすれば、その下限は永楽通宝の15世紀初頭 ということになる。渡来、流通などの事情

を勘案すれば、15～ 16世紀 、戦国時代 とい うことになろ う。 (宮沢 )

3)
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18 城平遺跡

1)位 置  (図 10)

伊那市西春近山本 838番地にある。西春近地区最北の遺跡で、権現山から北東へ延びる尾根の未端山麓

に位置 ヒ′て、標高 725mほ どの、東に向かつて傾斜する台地上にあり、その北側は水田となって、小黒川

の南岸へとひろがっている。遺跡の大部分は過去の圃場整備の際に破壊され、桑畑のところだけが残さ4

た。

中央道は遺跡の東端をわずかにかすめており、イヽ面積の三角地形が調査の対象となった。グリッドは、

センタ∵杭 51240mを AAと し、ハA～ AUま での41～ 45に 42個 を設定し、その5個を掘った。地層は、

耕作土の下 に黒色土があ り、地表から50cmの 深 さで ローバとなっているが、用地の外ではロームの露出 し

た音S分 も認 められた。

2)遺 物

調査の結果、遺構は発見されず、わずかばかり`の土器片を得たのみである。土器片は縄文時代中期 0(図

21_2゛ 5～ 7)、 土師、須恵器の小片数点で、いずれもローム上の黒色土中より出土している。

3)ま とめ

分布調査で lよ 、中央道用地の西側 に、かな りの量 の土師、灰釉片 を表採 している。また、今回の調査で

用地内 において も、わず かではあるが土器片 を認め ることがで きた。 したがって、遺跡 の申心 は、用地西

側の桑畑 にあつて、縄文時代中期および平安時代の遺構 のあることが考 えられ、 これ らは中央道 による破

壊 を免れたことになる。 (深沢 )
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あとが き

伊那市西春近地区18遺跡 の発掘調査 は、 4月 25日 か ら始 まり、12月 14日乱ご現場作業 を終 了 した。

時には20人 に充たない日もあったが、盛時には 120人 の大部隊の調査団にふ これ上る時もあった。幸 ..ヽ
i■

して、雨天が比較的すくなく、現場作業には好都合であった。参加延べ人数は9ooo人 を越 し、いろんな立

場から、多くの方々の援助を得・ここに立脈 な報告書としてまとめるど2ができたのは、望外のよるこび

であり、また関係機関、関係者のご支援 と調査団全員の努力の結果であり、団長として厚 く感謝 したい。

調査結果にっいては、前年度までの調査同様に、多大の成果を得ている。

西春近地区18遺跡は、それぞれの遺跡の持つ歴史的意味を物語ってくれた。旧石器を出した遺跡が 1、

縄文時代では早期の遺構または遺物を出した、細ケ谷 B、 百駄刈遺跡・前期では名廻南、山の根遺跡、中

期の集落を出した北丘 B・ 山の根遺跡、後期の百駄刈遺跡、弥生時代では、類例のす くない円形竪穴住居

址を出した和手・富士山下遺跡・富士塚・名廻東古墳の石室 と遺物、ド阜時代の住居址群を出した和手・

菖蒲沢遺跡・平安時代では南丘A・ 山の根・城平遺跡t中世の特異 な遺構 を出した城平遺跡 など、それぞ

れに資料性高いものとして評価 したい。

出土遺物・関係図面などはt伊那市下春日町有賀一郎方・中央道遺跡調査会伊那作業場に保管 されてい

る 。 (大沢 )
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第 1図 伊那市西春近地区遺跡分布図
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第 2図 西春近地区中央道内各遺跡地形図
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第 3図 西春近地区中央道内各遺跡地形図
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第 5図 西春近地区中央道内各遺跡地形図
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第 6図 西春近地区中央道内各遺跡地形図
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第 7図 西春近地区中央道内各遺跡地形図

「

L__F

第 8図 西春近地区中央道内各遺跡地形図
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第9図 西春近地区中央道内各遺跡地形図

第10図 西春近地区中央道内各遺跡地形図
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第83図  富士塚古墳出土土器 (1:3)
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第84図 菖蒲沢遺跡出土土器 (1:3)(1～ 7
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第85図 菖蒲沢遺饗:出土土器 (1:3,12 1:6)(l γl1 4号住居址,12～ 14
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第95図 南丘A遺跡 3号住居址出土土器 (1 1:6, 2
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(102、 2号住居址 304、 その他 502号 住居址 6～ 1603号住居址
17、 溝址 18～ 25、 その他 26、 その他)

―‐
同
Ｖ

＼

、

一

６

１林

|

0

22

(1 :4)

|

-196-



稜鐵ァ¬ P
5

第98図 北丘B遺跡 1号住居址出土土器 (1:3, 1～ 3



７

嵐

15
)      5 cm

-198-



ざ

ミ

Q     I:h

第100図  北丘B遺跡 3号住居址出土土器 (1:3, 1

-199-



第101図 北丘B遺跡 4号住居址出土土器 (1:3, 1・ 2 1:6)
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第107図 北丘B遺跡土渡群出土土器 (1:6)
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第116図 北丘B遺跡 1～ 3号住居址 02号土墳群出土石器 (1:4 18019023 1:8)
(1～ 10、 1号住居址 1lγ 19、 2号住居址 20～ 22、 3号住居址 23、 2号 土墳群)
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(1～ 6、 3号住居址 7、 4号住居址 8～ 18、 5号住居址 19～ 22、 ′6号住居址 23～ 29、 7号住居址)

-216-



‐ ‐０

　

　

‐

燿

―――

‐――

‐―ｌ

ψ

一

　

‐ ７

Ａ

　

ノ

∩
―――
‐――
‐――
川
―――
‐―‐
――‐
Ｖ
　
曜
悧

一‐
　
　
‐６
　

駈丘
罰

■
・佃

‐　」呼・０”．

ゴ

８

o  7

第118図
(1～ 7、 7号住居址 809、
1号 土墳群 17、 4号土渡)

４
址

‥
居

跡

-217-



／
卜
ゝ
　
〆

　ヽ
一ド
イ
軋
Ⅷ
‐て

一

―

一

第119図 北丘B遺跡 出土石器 (1:4 4016 1:8)
(1～ 3、 4号土墳 4、 12号土墳 5～ 18、 その他)



~~~｀ /3

:

T魂

14 ig

り__   Ocm

(1～ 5 1号住居址,(j～ 10,



″″

第121図 名廻東古墳出土土器 (1:3)

-220-



―
同
Ｈ
円
国
Ｊ

Ｅ
Ｏ
崎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

（
⑬
¨
Ｈ
）
率
引
引
■
鄭
拒
嵌
回
Ｎ
　
図
Ｎ
酬線

-221-



17
く

て
て下

董≡董

下

~~~Eフ
ア

ク
!20       5 cm

(1～ 9 1号住居址,

0

8

第123図 名廻遺跡出土土器 (1:3)|

-222-一

10～ 12 溝状遺構。13～ 17 その他 )



亀騨 |

‖

鋭
18

2



1          _

2

41      9    量
26

メ
ー

ー

‐

３

Ｆ

ｔ

f



2tで 彎珊
1

8弯19 ,丁可
=て

て
,2

29

Ｆ

‐

―

曇11

β

＝

ヽ

―‐

―‐

肝

９

「

岸

∴

Q     5cm

7号土渡 ,1715号土渡 , 21～ 40ピ ット

第126図 細ケ谷B遺跡出土土器 (1:3)
(12号土墳, 2～ 5 4号土渡, 6～ 9 6号土渡,lo-14 8号 土渡, 15016・ 18・ 199号土渡,20

9

-225-



4 678,

1働11 5
悧1318  13

7   0
9

5畿7亀8910

攀綱 脱 3  電6

4849°
硼引 1壺

3

啜

   )  54 S 55    :6

7

9

第127図

656

7

70刀 ″

0       5cm

細ケ谷B遺跡その他出土土器 (1:3)



下I

9401423

0      5 cm

第128図 細ケ谷B遺跡その他出土土器 (1:3)



ー

ν

可3 2
●

く

電 量 肇 ダ l   
運

華 竃 轟 量19

７

‐ ‐

２ ２

第129図 細ケ谷B遺跡その他 (1～ 20山 の根遺跡その他 )

o       5cm

(21～ 38)出 土土器 (1:3)

-228-



9 15響

ヽ

――‐

――‐

――Ｉ

Ｖ

Ａ
ＩＩ

＝

＝

∪
一

第

ニ
　

ー

１６
・

‐

一

２ ３ｍ
‐．　　７＞．川

30図 名廻南遺跡 (1え
山寺垣外遺跡(80

-229-



ク
・
ご    ＼

ｑ
日
も

一

9    5 cm
第131図  百駄刈遺跡 1号住居址出土土器 (1:3)

-230-



2  フ
:

現

鹿

9    5 cm

第132図  百駄刈遺跡出土土器 (1:3)(1～ 21

-231-



ノ  | ハl

＼      6

＼ _土 ≡ グ
タ

16

遅職〃2
__´          i3 嗜

第133図 百駄刈遺|                     I L跡2号住帰          14 1lIIη

5

]址出土土器 (1:〔

0

3)   L匡

コ   5 cm
一

-232-



6

1

菫 覇 蒻
蒻  17

1:言
言彗::甘:2

ニ

く量ま働雪
『

26

理 菫 髪 翼
18

‐

7L 8

第134図  百駄刈遺跡 2号住居址出土土器(1:3)

-233-



2

マ
7

λ 3恥
川
肝

プ

18

4111:11じら8

-234-



隔

ツ
一
　

　

１

4て

~        Tフ

第136図 百駄刈遺跡 出土石器 (1:4)
(1～ 17、 1号住居址 18γ 26、 2号住居址)

-235-



■
―――
―――
――ｌ
ν

ハ
ーーＩ
Ｗ
ｙ

一
　

　

．

５

|

:

)

キTl

-236-

出土石器 (1:4)



「
|

|

=ゴ

■   ●亥Tご

〇

1             28

1    i38

1   30

1

第138図 百駄刈遺跡 出土石器 (1:4)
(1～ 30、 2号住居址 31～ 38、 3号住居址 39～ 41、 4号住居址)

卿
‐
　

‐ｏ



2

|IJ
J言言[≧塾彗43

| 1馴
デ箋配議許

″
r5

ヽ
_

ヽ
16

8

「 9

議

ｆ
　
　
了

9

2 4 25 F
第139図  百′らか」遺跡 3号住居坦L出土土器 (1:3)

-238-



1

3

ヽt   L″

'/7/ 

‐
1 

ヽ______ _二 一三三二Fi

0         5 ёm

′
11:[il[1:〕 ,  12                        3

そ鎮匿露諄
'16

‖
0

23 劉鍮 ″
第140図

一-239-

4号住居址 )



2

4号住居址出土土器 (1:3)第141図 百駄刈遺跡

0      5 cm

-240-



)

0       5 cm

第142図 百駄刈遺跡 4号住居址出土石器 (1:4)
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第145図 百:駄刈遺跡 5号住居址出土土器(1:3)
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第147図 百駄刈遺跡出土土器 (1:3)(上 吸,25・ 26 14号土琥,27 15号 土城 )
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第164図 百駄刈遺跡 その他出土土器 (1:3, 1～ 3 1
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第166図 百駄刈遺跡 その他出土土器 (1:3)
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第181図 百駄刈遺跡その他出土石器 (1
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第183図 ,百駄刈遺跡その他出土石器 (1:4)
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第187図 大境遺跡出土土器 (1:3)(1～ 6 1号配石址7～ 8 1号土渡,9～ 20 その他 )
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第193図 山の根遺跡出土土器 (1:3)(1～ 6 4号住居址,7～ 12 5号住居址 )
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第194図 山の根遺跡出土土器 (1‐ 三3)(1～ 4
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第195図 山の根遺跡 5号住居址出土土器 (1:3)
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